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2 「懐想都市新宿」
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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　死の匂いが、鼻び腔こうの奥にこびりついて離れない。

　顔面を叩たたきつけるシャワーで洗い落とせたのは、返り血と、死者たちの肉片だけ。

　助けられたはずの人々の叫びが耳に残響する。

　ンザンビに操られ暴走したサーヴァントたちの、最後のあがきの感触が、悪霊の枝を伸ばしたこの指先に残っている。

　もう取り戻すことのできない喪失。

　───し損じた。し損じた。私は仕事をひどく失敗した。

　悔やんでも悔やみきれない後悔が、重くのしかかる。なにもする気になれないまま、ベッドルームへ倒れ込む。

　暗闇で丸まりながら、濡ぬれた前髪の一房に触れる。髪には魔術的な通信網につながる礼装アプリが仕込まれている。

　開放した回線は沈黙したまま応答してはくれない。もうあの人の声を聞かせてはくれない。

「……先生カレン……」

　この礼装は私が《新宿》の実家を離れると決意した時に、先生に貰もらったものだった。

　物心ついてからずっと、私の導き手だった彼女、カレン・フジムラは死んだ。継承者の言葉を借りるなら、彼女を構成する霊子カーネルは消失した。

　私は、すごく哀かなしい、はずだ。

　声をかぎりに泣なきじゃくったっていいはずだ。ちゃんと哀しめるように、この時のために取って置いたのに───なのに、涙が出ない。

　かき寄せたシーツにくるまりながら、無む為いな眠りに身をあずけようとする。

　ぬぐえぬ死の匂いが、まどろむ私に遠く暗い過去を思い出させる。
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　───五年前のことだ。

　九歳になったばかりの私は《秋葉原》で独り暮らしを始めた。

　カレンに廻まわしてもらった小さな仕事を、ようやくこなせるようになっていた。

　仕事というのは、サーヴァントが起こした犯罪の後始末とか、子供であれば目立ちにくい場所での潜入調査とか、モザイク市の市民とはあまり触れあうことも無い、地味な雑務だ。

　生きるために必死だった。

　この楽園のような世界でも、〝聖杯〟を持たず不老不死の祝福もない自分が必要とされていると証明するために死に物狂いだった。チトセの庇ひ護ごが無くても私はやっていける、パートナーのサーヴァントがいなくても、一人でちゃんと生きていけるのだと私自身が納得したいがために。

　幸運にも、私は悪霊たちに取とり憑つかれていた。

　血脈にひそむ有う象ぞう無む象ぞうの悪霊どもを手足のように使いこなし、時にはナイフより速い武器としても駆使できると悦に入っていた。きっと身を護まもるだけじゃなく、敵のサーヴァントを狩ることだって出来るに違いない……と、そんなふうに得意がっていた。




　そして───。

　にごった慢心の水に浸つかりながら、私はある事件に自みずから踏み込んだ。

　グループセラピーで偶然に出会った一人の男性市民が、悩ましい問題を抱えていた。

　その男性もまた、このモザイク市で生きようともがきながら自分の居場所を探していたのだ。

　男は革職人だと告げた。鞄かばんや子供用の靴を仕立てて店に卸おろしていた。槌つち音おとだけが響く静かな工房で、男はいつもおだやかな微笑を浮かべていた。まるでサーヴァントかと見み紛まごうほどの筋肉質な引き絞られた肉体は、ストイックなジム通がよいで鍛えたものだった。

　男と、私の境遇にはどこか似ているところがあった。お互いに、この街での暮らしにつきまとう違和感をどうしても取り去ることができずにいた。

　苦悩する魂がここにある。

　私ならこの男ひとに寄り添える。理解してあげられる。それに、もしかしたら、この男を救うことすらできるかもしれない───カレンにも、ルキウスにも頼らないで、私だけの力で。それが一番重要なポイントだ。

　ああ、これは───自分で見つけた初めての、本当の『仕事』だ。そんなふうに、私はしずかな喜びに震えた。

　けれど……その男は出会うずっと前から、ひそかに精神を病やんでいた。もう取り返しのつかないほど深刻に。

　気づいて逃れるチャンスは何度もあった。けれど私は幼く、愚おろかだった。男の闇の深さをはかる経験を持ち合わせず、そしてなにより大切なものがごっそりと欠けていた。




　革職人の男の傍らにはいつも、白はく磁じの人形を想おもわせる端整な容貌の英霊サーヴァントがつき従っていた。

　あの恐るべき子供───ルイが。

　ノルマンディー公〝ルイ十七世〟。ブルボン朝の末すえにして最後のフランス王。パリの革命広場でギロチンにかけられたマリー・アントワネット王妃の次男。

　必要最低限しか口を開かない契約主マスターとは違って、彼ルイはけっこうお喋しゃべりだった。

「───街で拾い集めてるって？　『感情』のかけらを？　そう言ったんだよな、エリセ」

「うん……」

「変わってるな、エリセ。面白いな、エリセ。それって人間になりたいってことか？　おまえ、人間じゃないんだ？」

「……たぶん。……まだ」

「確かにな！　死人のほうがまだ表情が豊かだろうし、痛みくらいは感じるはずだ。アハハッ、ますます面白いな」

「ほっぺた、つねらないで。痛みは……わかる。まだ、よく知らないだけ」




　当時通っていた学校のクラスでも私は異物だった。

　ほかの生徒たち───戦後生まれの新世代のクラスメートたちは、みんな親切で、理解が早く、そして幸せそうだった。くだらないいじめに加担しようとする生徒なんて一人もいなかったし、パートナーのサーヴァントをこれみよがしに見せつけることもなかった。

　生まれつき満ち足りているのだから、わざわざ優越感というドラッグを摂取する必要なんてない。何もかも欠けている私に配慮する慈善は、誇らしくさえあったのだろう。

　私にとって学校は、まるで病院のようだった。善意と思いやりで私を優しく包み込む、終身病棟だった。

　学校生活のなかで、私の思い違いに端たんを発はっしたトラブルから、一人のクラスメートと喧嘩けんかになり、軽傷を負わせてしまったことがある。

　その時には、校内での顕けん現げん禁止のルールを破ってすぐさま相手のサーヴァントが現れ、お互いの誤解を解こうと砕身してくれた。私は一切責められることはなかったし、周囲もそれを受け入れて納得していた。

　被害者であるはずの当のクラスメートから、配慮が足りなかったと頭を下げられ、見苦しい弁明の機会すら奪われたとき、私はそれこそカナヅチで殴られたかのようだった。

　いま振り返ってみれば……サーヴァントたちは、私が彼らにとって危険な存在であることを敏感に察知していたのだろうと思う。




　そんな話を、恥じ入りながら打ち明けると、彼はすこしの間押し黙り、そして言った。

「……学校では学べない知恵、か。そんなものは、いくらだってあるだろうさ。でも僕はさ、教育を受けて当然の自由と平等ってのも味わってみたかったけどな。だいたいさエリセ？　何もしなくたって生きていけるこの街で、感情なんかが必要かい？　相手の苦しみや悲しみなんか理解しようとして、どうするんだ？」

「必要。モザイク市の市民として、この街でやっていくためには。だって感情は、サーヴァントも聖杯も持っていない私が、どうにか手に入れられるモノだもの。私は、みんなから求められていたい。ここにいてもいい、って認めてほしいから」

「……そうかい。それはとても大切なことだろうな。じゃあまずは、ここにいればいい。この革工房アトリエ・クイールに。あいつも別に気にしやしないし、僕も退屈がまぎれる」

「なんて呼んだらいいの、あなたを。王子……シャルル……？」

「うへっ───ルイって呼べよ。僕は最後のルイだ」

　私は彼ルイと友人になった。同じ年頃の初めての友人だ。それは偶然の出会いだと幼い私は信じていた。運命的である、とさえ。私は何もわかってはいなかった。




　それから私は、革職人の男とルイの二人の工房をしばしば訪ねるようになった。

　モザイク市のサーヴァントは、契約主マスターの忠実なパートナーだ。マスターの身を護り、複雑な社会での自己実現を助けるために力を貸してくれる。

　そういうものだと、私もずっと信じていた。

　だが、本当は違ったのだ。

　───サーヴァントにも、かなえたい〝望み〟がある。

　モザイク市を構築する《聖杯》のシステムは、市民個人の潜在的な願望を推察し、可能な限り相性のいいサーヴァントをマッチングさせる。

　聖杯は万能じゃない。

　望みをまったく持てない者や、他者のフォローを完全に拒絶するような者に対しては、サーヴァントはおせっかいな嫌悪の対象でしかなかった。

　私がなかば無む理り矢や理りに通わされていたグループセラピーも、そういう人々にケアを施ほどこそうとする都市管理ＡＩカレンの施策だった。利用者の多くは、年輩の旧人類で、先の戦争で心に深い傷を負った人々でもあった。




　そこに、自分自身の徹底的な破滅をこそ望む市民がまぎれこんでいた。

《聖杯》はそんなマスターを正しく癒やすサーヴァントをあてがったのだ。彼を、アヴェンジャー〝ルイ十七世〟という怪物を、死者の国から呼び起こし、再びこの世に解き放った。

　それはチトセも意図しなかった《聖杯》のバグだ。人の心を量はかる行為を、魔術に置き換えて委ゆだねてしまった怠慢と限界の露呈だった。

　人間らしさの根源には、善と悪の区別など無いのだと、モザイク市の道徳の検察官ケンソルたちは再び思い知らされることになった。

　───最初の殺人事件は、モザイク市の都市の一つ《多た摩ま》で起きていた。

　犯人は足取りを摑つかませないまま《渋谷》《新宿》とその活動範囲を広げていった。

　被害者は長期間にわたって行方不明となったために、それぞれの事件が関連付けて認識されることはなく、事態の発覚は遅きに失した。

　被害者となったのは、なんらかの理由で自分のサーヴァントの顕けん現げんを避けている人々、あるいは顕現が事実上不可能な人々だった。典型的なケースとしては、戦争中に目前で家族をサーヴァントに殺されたことで心的外傷トラウマを負った、サーヴァント恐怖症フォビアの患者が狙われた。

　失踪の痕跡をあえて残し、自発的な行動のように見誤らせる、巧妙なカモフラージュもされた。




　彼らは消えたんじゃない。

　被害者は一人残らず、牢ろう獄ごくに捕とらわれていたのだ。

　ルイの特殊な宝具『泥の監La獄に死のGrosse救済あれTour』によって、物理的にも魔術的にも隔絶されていたのだった。

　一度、その宝具の効果範囲に捕らわれてしまえば、外部へ助けを求めることは不可能だった。

　革職人は、生命活動を慎重に保ったまま彼らを加工した。真鍮の鋲びょうを打ち付け、硫酸クロムで丹念になめし、針と糸で互いに縫い合わせた。

　無為に生き続けることの苦く悶もんを表現する作品へと、彼らを仕立て上げた。




　最初の失踪から数ヶ月後、《新宿》の閑静な公園でその作品は発見された。設置から四十五分のあいだは騒動にもならず、前衛的なアートとして通行人から認識されていたほどの精せい緻ちな仕上がりだった。

　戦後の混乱から抜け出し、ようやく平穏な日常を取り戻そうとしていたモザイク市の人々には、この挑発行為は大きな脅威として映っただろう。当局もまたすぐさま反応し、この劇場型犯罪への捜査網を敷いた。犯罪学や探偵業の分野で名のあるサーヴァントと人材が動員され、捜査の先端に立って事件解決に取り組んだ。

　そうなればもう逮捕は時間の問題だった。犯人像が絞られ、着実に捜査網も狭せばめられていった。

　……けれど、もうこの段階となっては、犯人もまんまと逃げおおせようとはまったく考えてはいなかったのだ。私はそれをよく知っている。捜査の手を身近に呼び込むことすらも、革職人の望みに沿うものだった。




　カレンや、チトセと関わりのあるモザイク市の治安を預かるプロたちが、慌ただしく事件の対処に奔走していたことは、当時の私も気が付ついていた。

　それでも私は、ぼんやりとした不安と疎外感をおぼえるだけで、危機感を持つことは無かった。まさに事件の渦か中ちゅうにいたにもかかわらず。

　───それは私が革職人の正体に気づく前の、最後の会話だった。ふりかえってみれば、あの男と一番多くの言葉を交わした日になった。

　工房に二人きりで、革職人の繊細な仕事ぶりを見詰めていた、あの日。

「───宇う津つ見み。聞け。話がある」

「エリセ。エ、リ、セ───名前を憶えて、親方さん」

「……いいか。もうこの工房には来るな、宇津見」

「今日に限ってルイがいないけど……だからそんなことを言うの？」

「あいつは《令呪》を消費して他の街へ出掛けている。悪いが、もうきみと会うこともない」

「なぜです、親方マイスター。あなたはいつだって工房の見学に来ていいと言った。それに、革包丁の使い方を私に教えてくれると約束した。どれも噓うそだったの？　この鹿革靴モカシンだって、ほら、まだ作りかけなのに」

「俺は忙しくなる。欲しいものがあるなら勝手に持って行け」

「……工房を閉めて、街から出て行く……とか？　夜逃げって言うのかな。なんだかそんな口ぶりに聞こえる。でも夜逃げのはずはないし。親方の作るレザークラフトは本当にすばらしいもの。サコッシュも、ベビーシューズも、店に卸おろしたらすぐに売り切れになるって、ルイは得意そうに言ってた」

「………………」

　作業台をにらんだまま、革職人は何も答えない。

　丸々と三角筋の発達した肩をすぼめて座っている男に覇気は無い。主人に叱られて目線を合わせようとしない子犬のようだ。私の倍ほども上うわ背ぜいのある大男なのに。

「それは……もしかして私のせい、なの？　どこかの善人気取りが、この工房に通う私を見かけて通報したとか？　くだらない妄想をふくらませて、何かいらないことを言ったのかな。そういうのさ、自称・善意の市民っていうんだ。だったら私が、相手と直接かけあって説得しても───」

「───そうじゃない。そんな問題は起きてはいない。きみは人目につかないように行動するのが得意だ。他人に尾行させないように常に気をくばってもいる」

「そう、だけど……じゃあ、いったい」

　私はせいぜい強がって不満そうにしてみせたが愕がく然ぜんとしていた。

　居心地の良いこの場所が失われてしまうのは我慢ならなかった。

　半地下にあった工房の、明かり取りの小窓のように、ほんの少しだけ世間の光が差しこむ街の片隅で、自分が何者かを気にせずにいられる……そんな大切な場所だったのに。

　歯に衣着せず遠慮なく私を皮肉るルイの澄まし顔も見られなくなってしまう。そんな仕打ちには耐えられそうになかった。

　なによりも、私はまだ───この仕事をやり遂げていない。

　この男の魂を苦しめるなにかを、突き止めていなかった。

　革職人とルイに対して、自分がカレンとつながりのある人間だと漏らしたことはなかった。ましてや、あの真まな鶴づるチトセの孫だなんて先入観を持たせる情報は、誰に対しても隠し通していた。都市情報網ネットワークで私を検索しても、ダミーの情報が渡るように基き幹かんデータベースにも細工を施ほどこしていた。

　けれど……子供の小こ賢ざかしい隠し事なんて、あの男には最初からぜんぶ見抜かれていたのだろう。それでもなお私をそばに置いていたのは、きっと、私を通してすべてが明るみに出てもいい、とすら望んでいたからだ。

　男は私を見た。

　間近に迫った暗い眼まな差ざしは、熱に浮かされ血走っていた。

「この街を変えたいと、考えたことはないか、宇津見」

「…………街……を？」

　私ははっとした。

　身の程知らずにも変えてあげたいと望んだのはこの私だったのに。この世の何もかもを変えたいと狂おしく欲していたのは目前の男のほうだった。

「意味不明」

「ちょうど、きみの生まれた頃だ。あの戦争が、終わったのは」

「うん……私は戦争には間に合わなかった。人から話を聞いたことがあるだけ」

〝聖杯〟を所有する新人類ではなくても、私もまた新世代の人間には違いない。

「───生まれた時から世界のカタチはこうだったから。この世界に馴な染じもうとするだけで精一杯で、変えようと思ったことなんかない。でも、そういう考えがあるのは知ってる」

　革職人は私をじっと見つめながら先をうながす。

「セラピーで、一人のお爺じいさんが言っていた───不老不死なんて最初から要らなかった。俺はただ自然のままに生きて、そして死にたかった。〝聖杯〟は、なんの見返りも無く手にしていいものじゃなかった。それじゃあ、戦争で死んでいった連中が報われない。あの人たちと俺たちは、いったい何が違ったというんだ。何も違わないじゃないか……って」

「それがきみの学んだ〝感情〟か。だが、違う。それは自分に吐ついている噓だ」

　男の指が私の両肩を摑む。

「その老人は、戦争で死んでしまった家族たちのもとへ行きたいんだ。〝聖杯〟は決してその願いをかなえようとはしてくれない。ただ慰い撫ぶするだけだ」

「それをしないのは……自分で自分は殺せないから？　それはとても怖いことだし、サーヴァントたちが止めてしまう。自動的に」

「そんな権利が奴やつらにあるものか。ここは、ここは人間の土地だ！　人間の土地だ！　なぜ亡霊どもの力を借りる必要がある？　街の外がいまだに人の生きていけない地獄だとしても、俺たちがこんな仕打ちを受ける謂いわれは───」

　痕が残るほどきつく肩に食い込む指は気にならなかった。

　それほどの強い感情を、男がサーヴァントに向けていたことに私は驚いた。

　ささやかな交流の中では依然、謎めいていたもの。男が自分のサーヴァント、ルイに対してどんな望みを託たくそうとしているのか知る機会となるはずだった。

　……けれど、まっすぐに見詰め返す私に狼ろう狽ばいするかのように男は後じさった。

「嗚あ呼あ……すまない……すまない……」

　熱っぽく語った革職人は視線をそらし、私から距離をおいて、また沈黙へと戻ってしまった。

　もっと男の話を聞いていたかった。

　押し隠された感情は言葉では語れない。心で直接に感じ取るもの……男はそう伝えたがっているようにその頃の私には思えた。恐ろしい過あやまちだった。

「親方マイスター。あなたはこの街が嫌いなの？　すっかり壊してしまいたいとか、そんなふうに思っているの？」

「俺は……愛しているんだ、この街を。救ってやりたいと。心から」

　空虚な言葉が響く。

「それでも、やっぱり出て行くつもりなのね」

「ああ」

　私は現い在まと少しも変わらず、子供で、愚かだった。

　感情は、行動でしかあらわせない。想うだけでは本当の願いはかなわない。

　人も街も、世界も、血を流すことでしか変えることはできない。




　それから数日が過ぎた。

　私は自分の仕事のために、おっかなびっくりボルジア兄妹と接触して、裏社会で流通する情報を買い求めていた。その課程で例の猟奇事件の捜査エリアが《秋葉原》地区に絞られたことを知った。

　またもや作品が……被害者のなれの果てが見つかり、監視網には不鮮明な容疑者の姿が残されていたことや、増強された警戒態勢をかいくぐって、なお新たな行方不明者が出てしまったことも知った。

　革職人とルイを怪しむ気持ちはあったが、本気で疑う心境にはなれなかった。心のどこかで、彼らはモザイク市の被害者側に立っていると分類し、その思い込みを捨てきれなかった。

　革職人との真剣な会話の後も、私は期待せずに工房を訪れていた。

　そのたび工房の戸口はシャッターが降りていて、私は肩をすくめた。




　街中に一人でいるルイとも出会った。まだ親方が街を離れたわけではないと知ってほっとしたけれど、いつもと変わらない態度の彼に、私が発した言葉はなんだか要領を得ないものだった。言葉を交わすうちに、やがて小さな喧嘩になり、お互いにばつの悪い別れ方をした。

　サーヴァントはその気になれば姿を消せる。彼はたぶん、わざと私に見つけさせたのに。それなのに私は、サインを見落としてしまった。




　その日は何かが違っていた。

　工房のシャッターの閉鎖は不完全で、鍵には外部からこじ開けられた痕跡があった。

　事前の虫の知らせとか、イヤな予感とか、そんなものはなかった。

　ただ突然に───私の身体の霊れい障しょうが開いて、傷口から赤黒い血液が染しみ出した。

　悪霊たちが盛んにざわつき、異変を報しらせていた。

　工房のすぐ間近で、誰かが死んだのだ。

「……ああっ……ひっ……ぐっ……」

　嫌悪と不快感に呻うめく。またひとり。またひとり───。

　苦痛をこらえながら、静まりかえった工房に忍び込んだ私は、床の血だまりにうつぶせに倒れる見知らぬ男を見た。

　当局の捜査員だった。半月型のラウンドナイフが深々と喉に突き刺さり、絶命していた。

　捜査員のサーヴァントの気配は周囲には無かった。そのかわりに目についたのは、工房内の意外な壁面に、隠し通路が開き、血の跡が点々と地下室へつながっている光景だった。

　地下室からは、くぐもった悲痛な嗚お咽えつと、フランス語の陽気な歌声が漏れ響いてきた。

「ルイ───」

　声の主に気を取られ、通路を降りようとした私は、この惨劇を引き起こした罪つみ人びとに、いつのまにか背後を取られていたことに気がつかなかった。




　そうして───。

　我に返れば、私は動かなくなった男の巨きょ軀くの下敷きとなっていた。

　濃密な数十秒間が過ぎ去ったあとの工房は死闘のダメージで散々なありさまだった。

　私の痛めつけられっぷりも劣らずひどかった。肩関節が外れて片腕に力が入らなかったし、槌ハンマーを打ち付けられた肋ろっ骨こつは、ひび割れて今にも砕けそうだった。

　押しつぶされて呼吸もままならず、それでもどうにか男を押しのけて脇へと這はい出でると、よろめきながら立ち上がった。この工房で生きているのは私だけだ。殴られた片目の焦点が合わず、残る片目を叱しっ咤たしながら、再び地下室を目指した。




　地下室……というよりもそれは地ち下か牢ろうそのものだった。

　通路の左右に等間隔に鉄格子付きの牢獄が並ぶ、非現実的な空間。

　新月の夜ほども暗くて、すえた汚物の臭いが漂ただよっている。その悪臭の下地を塗りつぶして強烈に充満しているのは、今さっき流されたばかりの温かな血の芳香だった。

　この場所にもまた激しい争いの跡が刻まれていた。

　交差する通路の中心、骸むくろと化して交ざり合い散らばった犠牲者の血だまりの中に、彼ルイがいた。

　上半身は真っ赤に血濡れて、力なく地面に膝をつき、あの歌をかすれ声でくちずさんでいる。

「……ルイ？」

　強力な魔術の感触と同時に、急速に薄れてこの場から霧散していく膨大な魔力の流れを感じていた。

　契約主マスターを失ったサーヴァント。

　市民たちを犠牲として、冒ぼう瀆とく的な命の濫用を代償に生じた魔力が、ルイに直接供給され、この空間は維持されていた。でも、その与えられた残り時間ロスタイムも、あとほんのわずかに過ぎない。

　見み廻まわせば個々の牢獄には、捕らえられ、次の作品となるはずだった人々がいた。おそらくは薬物を投与され、ぐったりと弛し緩かんした状態で寝かされていた。その生死も定かでは無い。

「ルイ───あなたの親方マイスターが死んだ。私が……殺した。武器を放してくれれば、殺さずにいられたのに……私が弱かったから……」

　謝罪の言葉を語りかけても、彼の反応はなかった。もはや彼の耳にも目にも、何も届いてはいなかった。

　契約から解き放たれ〝英えい霊れいの座ざ〟に還かえろうとしている。《聖杯》に与えられた仮かり初そめの命が消える。それはサーヴァントの死だ。

　戦後の混乱期以降に起きた、この例を見ない猟奇犯罪の助演者となることで、彼は何を得たのだろう。一人の英霊、あるいは反英雄として何を望んだのだろう。

　革職人は世界を変革しようとしたけれど、それはただ死を撒まき散ちらすだけで未遂に終わり、彼ルイは革命の犠牲者となっただけなのか。

　彼は冗談まじりに口にしていた。自分はクラス〝アヴェンジャー〟のサーヴァントだと。解放され、監獄の外へ逃れることを望んだのではなかったのか。

〝聖杯〟もサーヴァントもなければ、起きるはずのなかった一つの惨劇。

（戦争は……まだ続いている……？）




　私は呆ぼう然ぜんとして、揺るがせない事実を吞のみ込こもうとしていた。

　契約主マスターが死ねば、サーヴァントもまた消失する。理解はしていても、その本当の意味をわかっていなかった。マスターの資格の無い私に、いったい何が出来るだろう。

　───ふつ、と歌が止やんだ。

「だあれ……？」

　立ち尽くしていた私の体温を感じ取ったのか、彼はつぶやいた。

　彼はもう、あの人形のごとき美貌の少年ではなかった。餓うえやつれて頰はこけ、手足は老人のようにしなびていた。

「ああ……死神かぁ……いいよ、持っていけ……僕、すこし疲れたよ……」

「ルイ」

　仰あお向むけに倒れた彼を、私は駆け寄って支えた。自分の膝を枕まくら代わりに彼の頭を抱きかかえ、見開かれていても何も見てはいない虚うつろな瞳を覗のぞき込こんだ。

　朦もう朧ろうとする彼はもう、私が誰かも気づいてはいない。

　彼に、私だと、エリセだと伝えたかった。謝罪を聞いてほしかった。

　けれど───あえぎ、ふるえる唇を前にして私は言葉を失った。死にゆく彼の前でそんなのは自分が傷つきたくないだけの、最低な利己心にすぎない。

　私はただ無言のまま見届けようと、その骨ばった指先を握りしめた。

　彼は安あん堵どしたように、深く、長い息を吐いた。

「母上mère……」

　───それが消えゆく彼の最期の言葉だった。




　血だまりに浸かり、彼の存在していた虚空をかき抱く。

　固く瞼まぶたを閉じたまま、後悔と恥辱に身をよじる。

　……そんな私に誰かが問いかけた。なんの前ぶれもなく。とても呆あきれた調子で。

「なあ、あんた、泣けねーの？」

　顔をあげると───すぐ目前に、悪魔のような恐ろしい形ぎょう相そうがあった。

　それは竜……いえ、違う、恐竜だ。肉食で、特に獰どう猛もうとされている種類の、現代では生きているはずのない古代生物───。

「───それともさ、涙るい腺せんがぶっ壊れてんのか？　今、座に還ってったソイツ、あんたの大切な人だったんじゃねーのかよ」

　思わずたじろぐ。

　つれて、私と恐竜を取り巻いていた監獄の光景が薄れだした。

　照明が戻り、がらんとした打ちっぱなしのコンクリートの部屋を照らし出す。これが本来の地下室の光景だ。怨念めいたルイの宝具の効果は消失した。

　壁沿いには誘拐された被害者たちが点々と倒れている。

　目前の恐竜は、天井で頭をこすりそうな巨体をいまだに残している。

「実体だ……サーヴァント？」

「モミだよ」

　恐竜の陰かげから、一人の少女がひょこりと顔を出す。

　年の頃は私と同じだ。髪は短く、背は少し高い。スカジャンにレザーのショートパンツというボーイッシュなスタイル。当時まだまだ小柄で、髪も伸ばしていた私とは対照的な格好だった。声を聞かなければ男子と勘違いしていたと思う。とはいえ、その口調はかなり乱暴だ。

　そう、私に語りかけたのは恐竜ではなく彼女だった。おそらくは彼女のサーヴァントは無言のまま、私たちを見詰めていた。

「───泣いていいんだ。死んだんだろ。私をさらった奴の仲間だけど、あんたにとって大切な人だったってのならさ？」

「……泣き方が……わからない。ただ、恥ずかしくて……死にそう」

　打ちひしがれうずくまったままの私を、彼女は前から覆いかぶさるように抱いた。

「そっか。困ったヤツだ」

　まったくだ。私はかつてない混乱の真っ最中。

　抑えきれなかった殺人衝動。友人の死。距離感のおかしい子供。そして恐竜。

「あーあ、ボロボロで血まみれじゃんか。痛いた々いたしいったらねーな。よく生きてんな。まー、あたしも風呂入れなかったし、ばっちぃのは似たようなもんだけど」

「…………そうだね」

「ハハッ」

　私は不可解な抱擁を受けながら、訊きいてもいない彼女の話の聞き役となった。

　すでに魔術回線は復活していて当局の増援が向かっているのは確認していた。おとなしく待つ以外には出来ることも無く、仕方なく彼女の話に付き合った。




　予想通り、少女は革職人に誘拐された被害者で、最終的には事件の数少ない生存者の一人となった。

　訪れた《秋葉原》で誘拐され、薬品で人事不省にされていたこと。実はプチ家出の最中で、家族は捜索届けを出してはいないかもしれないこと。

　これまで行方不明者のリストに子供は含まれてはいなかった。それでも結局、私に襲いかかって来たように、あの男にも子供を標的にする焦あせりがあったのは否めない。けれど、無差別に誘拐されたわけじゃない。

　彼女は以前に、両親の勧すすめでとあるセラピーに参加していた。それをきっかけに革職人からマークされていたようだった。

「サーヴァントを召喚したことが……無い……？　あなたも？」

「も？」少女は首をかしげた。「カリンな。あたしの名前さ」

「……カリン……その恐竜があなたのサーヴァント？」

「そう！　初めてだ。モミと会ったのはさ、今日が初めてなんだ！　想像とは全然違ったけど───」

　興奮しながら彼女は顔を輝かせた。

「───でもさ、すっげー可愛かわいいな！　な！」

　ぐる……と恐竜が低く唸うなった。微笑ほほえんだのだろうか。

　やがて判明する異形のサーヴァントの真名を、バーサーカー・鬼き女じょ紅こう葉よう。

　サーヴァントの召喚を固く禁じられた家庭に育ったカリンは、彼女自身の生命維持に関わる偶発的なケースを除いて、一度も召そ喚れを試みたことは無かった。

「家族には内緒で、こっそりモミとお喋りはしてたんだ。お喋りっつーか、もやもやって気持ちが伝わるっつーか、メッセージで絵文字をやりとりするみたいなカンジ？　わかるかな？」

「……ぜんぜん、想像つかない」

　カリンと紅葉の主従関係は、心的外傷や恐怖症とはまた違う特異な例だった。

　生まれてからずっと、彼女だけに語りかける〝声〟が聴こえていたのだそうだ。鬼女紅葉は、常に彼女のそばで見守っていた。

「えっと……カレン……？」

「カレンじゃなくて、カリン。あんたの名前は？」

「私は、エリセ……宇津見エリセ」

　それが私とカリン、そして鬼女紅葉との出会いだった。





＊






　事件後に私は先生……カレンからみっちり絞られた。

　無謀な行動を咎とがめられての叱責だった。

　けれど、私の一番恐れていたこと───一人の市民を殺し、そのサーヴァントを消失させてしまったことについては、あっけないほど意に介されなかった。

　淡々と「正当防衛です。都市管理ＡＩの私が為なしたことであれば、法的にも倫りん理り的にも大問題ですが、エリセさんはモザイク市の市民権を持つ市民ですから」と対処された。

　ＡＩとはこういうものかとも改めて思ったし、もしかするとカレンの原型となった人物が、元からかなり淡泊すぎる性格だったのかもしれない。




　本来の保護者のチトセは、それまで事あるごとに私の一人暮らしについて苦言を呈していたが、この事件を契機に干渉を控えるようになった。

　自分の命を守れるのなら、それはもう紛まぎれもなく大人に違いない、おめでとう、と彼女から冷ややかに告げられた。

　捜査員の無惨な死という犠牲がありながら、曲がりなりにも私が独自に事件を処理できたことを、誇らしく思っているようですらあった。そんなチトセの考え方に私は寒気をおぼえたし、真鶴の家を出たのはやはり正しかったと想いを強くした。

「とどのつまり、身に迫る危険には自分で向き合うしかないのだし、いずれ起こりうる事態だったわね」とも言っていた。その意味は、いまだによく理解できないでいる。




　生き延びるために、向かってくる敵を殺あやめる───。

　その因果の応酬は戦時下ではノーマルな日常だったのだとしても、私の中の重責は消えなかった。

　本当に……敵だったのだろうか、彼らは犠牲者だったのではないのか、そんな疑念がいつまでも胸にこびりつく。

　思い煩わずらう私に寄り添ってくれたのは、人間チトセでも、ＡＩカレンでもなく、サーヴァントのルキウスだった。幼少の折から彼に厳しく仕込まれてきた護身の術、暴力への対処のスキルが、私自身を救い、そして他者の命を奪う武器となったことは彼だってもちろん理解していた。

　だからなのか、彼は私を責めようとも、言葉で慰めようともしなかった。

　ただ槍やりを取り、実家を離れて以来、しばらくご無沙汰となっていた稽けい古こをまたつけてくれた。

　稽古の合間に、彼はこんな思い出話を語ってくれた。

　彼自身がまだ少年だった頃に、ローマの郊外で強盗に襲われた。彼は勇敢にも短剣プギオを手に、単身立ち向かった。からくも強盗は退しりぞけたが、ルキウスが負わせた怪け我がが元でその強盗は歩くことの出来ない体となり、物もの乞ごいに身をやつした。

　街道を通り過ぎるたびに、ルキウスはその物乞いを目にすることになり心を痛めた。やがてその元強盗は病気に倒れ、その時に介護を受けた縁でローマの神々への信仰を捨てて、当時信者を増やしつつあった一神教に帰き依えしたのだという。はからずもルキウスよりも先に信徒となったのだ。

　戦場では一人の槍を持つ兵卒として何百人もの敵を手にかけ、さらには隊を指揮する百卒長ケントゥリオとして指令を下し、何千人もの蛮族バーバリアンの命を奪ったルキウスだったが、強盗に襲われた恐怖と、初めて人を刺した感触を忘れることは無かったと……そう語った。
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　───そして再び、戦争の季節はめぐり戻った。




　人々はその事実を受け入れない。傷つき疲れた彼らは理解すら拒こばむ。

　それでも私は感じ取っている。私のサーヴァントを通じて。

　世界を破壊し、再構成した《聖杯》をめぐる戦乱は、まだ終しゅう焉えんを迎えてはいない。




　コロセウムを襲った惨劇から、早くも数日が過ぎていた。

　モザイク市はようやく混乱から立ち直ろうとしている。

　最も被害の大きかった《秋葉原》でも、リゾート都市らしい平穏が戻ってきたわけじゃない。それでも市民たちがうわべの平常心をとりつくろう程度には、街の様子も落ち着いてきた。

　私にも為すべき仕事があった。恐るべきサーヴァント・ンザンビにゾンビ化された人々や、操られ暴走したサーヴァントの殺さつ戮りくの渦か中ちゅうで、鎮圧の当事者となった私は、その後の事態の収拾にも協力する義務があった。

　当局に付き添っての事後処理は、カレン・フジムラの不在を何度も思い知らされるつらい経験だった。

　でもその一方では、冷静に胸の内を整理する時間でもあり、決意を新たにする機会となった。




　決心の一つ目は、まず───とある人物に面会を申し入れること。

　目指した先は《秋葉原》地区の最北部───通称〝湯ゆ島しま天てん神じん〟。

　学業成就祈願で知られる神社だ。正式名は湯ゆ島しま天てん満まん宮ぐう。

　学業で天神、というからにはもう、文ぶん人じんの神様〝菅かん公こう〟こと菅すが原わらの道みち真ざねを祀まつっているに決まってるわけだけれど、今回の訪問とはあまり関係が無い。

　私の希望を聞いて、湯島天神を訪ねるとおよろしいかと……と助言してくれたのは、《新宿》の都市管理ＡＩカレン・ヒムロ───いや、単にヒムロと呼ぼう───だった。




　向かう先の神社は、戦前は秋葉原エリアには含まれない隣接区だった。それが《聖杯》の再構成後には秋葉原の北端に位置する霊脈の要よう衝しょうとして、都合良く取り込まれた。

　聖杯トーナメントの直前に、他の霊脈管理地と同様に私が立ち入りを禁じられてしまった場所の一つでもあった。

　境けい内だいの前には上うえ野の恩おん賜し公こう園えんの不忍しのばずの池いけじゃなく、柳の葉そよぐ海岸線が広がっている。なるほど、この境内ごとタイムスリップして江戸期の原風景に戻った……と言えるのかもだけど、真っ白な砂浜に透き通った青い海では、どうみても南国のリゾートビーチの景観だ。




　海際にある梅林公園の起伏の多い参道を、カリンと並び歩く。

　普段なら海水浴客や湯島天神への参拝客でにぎわっている道だ。

「なあ、エリち」

「なに？」

「あんなテロ騒ぎのあとでさあ、神社とか、ひとっこひとりいないんじゃ？　って思ってたけど。結構……いるよな？　しかもみんなさ、海じゃなくて、うちらと同じ神社の方へ行くみたいだ？」

　カリンの率直な感想に頷うなずき返す。

「……だね。信心深い人たちの、家内安全祈願ってところかな」

　日常にサーヴァントが溢あふれていても、古くから市民に残る信仰は廃すたれはしなかった。むしろこの混こん沌とんとした世界での拠より所どころとなって、いまもう一度、土地に根付いた神が必要とされていた。

　マスターに付き添う古今東西の英霊が、日本の学問の神様にお参りをする……そんな風景も、平和なモザイク市ならではのものだった。

「いつもはリゾート目当ての客ばっかりだもんな」

「……カリンはこの神社に来たことあるの？」

「あるよ？　あたしがっつーか、モミが来たがるからさ。《秋葉原》に来たら時々寄るようにしてる。あげまんじゅう美お味いしいよ」

「へえ。紅葉さんが……？　あげまんじゅう？」

「そんで、いーのかよエリち？　あの子こそ、ずんずん先に行っちゃうけど」

　ついとカリンが向いた先には少年がいた。




　───ボイジャー。

　私の、私の、この私の、私だけの……サーヴァントだ。

　彼はふわふわと金色のマフラーを海風になびかせ、教えたわけでもない道をどんどん先に行ってしまう。

「ふむー？　なんかさ、あんたとプランくんさ───」

「ボイジャー。プランじゃなくて、もうボイジャーだから」

「あっと、そーだった」はっとしたカリンは、ぺこりと頭を下げた。「ごめんな。真名判明、ボイジャーボイジャー。で、そのボイジャーくんとエリちだけどさ……なんかぎごちなくね？」

「……ぎごちなくないよ」

「喧嘩したとか？」

「……は？　ぜんぜんしないよ、喧嘩なんて」

　噓である。

　なにしろ朝からとてもぎごちないし、ちょっとした喧嘩とっくみあいもあった。

〝真名〟が判明してからの数日間で彼、ボイジャーの態度には変化があった。

　自我とか、意思をそれなりに表面に出してくるようになった。どこかぼんやりとした雰囲気は、まあそのままではあるけれど。

　強情さの片へん鱗りんは以前からも垣かい間ま見みせていた。それに加えて、強いこだわりのごときものが生まれたように思う。

　以前の街の散策ではかなり好奇心旺盛で、連れて行く場所、見せるモノ、口にする食べ物、それら全般に興味を示してなんでも吸収したがっているようにみえた。が、今は違う。

　朝などは、朝食の件で一ひと悶もん着ちゃくあった。私の出したシリアルが不満らしく他のものがいいと言う。

　だったら別に食事なんか摂とらなくてもいいでしょ？　サーヴァントの食事なんて、単なる様式美なんだし、と事実を告げると、じとりとにらみ返された。

　一週間やそこら同じモーニングメニューが続いたからってなんだっていうのか。

　すると、風味を付けようとしたのか、私のとっておきのジャムを勝手に持ち出したので、怒った私とちょっとした摑み合いになった……というわけ。




「噓だな？」

　と、カリンは納得顔で頷いた。返す言葉もない。

「………………」

「ま、無理もねっかー。エリちはこれまで契約相手がいなかっただけじゃなくて、サーヴァントとまともな付き合いもなかったしな。接触する相手は基本、追放か、さもなくば死か、だろ？　バニッシュ・オア・ダイ！　ってな。まともなコミュニケーションを取るタイミングが無かったじゃん」

「ぐっ……そこまで極端じゃないってば」

「いいんだそれは、別にさ。喧嘩なんかどんどんすればいいよ。あたしとモミだって、しょっちゅうだから」

「へぇ、それは……意外だけど」

　カリンと鬼女紅葉くらい息の合った主従を私は知らない。でも確かに、コハルとギャラハッドの二人などは表面的にはかなり険悪に見えた。

「英霊たちって、みんな人生の先輩なんだから喧嘩なんか気にしないって」

　カリンは微笑みながら、先にいる彼を見た。

「でも、あの子はさ、ちょっと違うのかな……」

　違う……？　なにが違うのだろう。

　私だって〝死神〟としてサーヴァントをプロファイリングしてきた。彼らの偉業を、広く、深く、学んできた。その経験がぜんぜん役に立たないでいる。たった一人のサーヴァントが身近な存在になっただけで。

　私自身も、正式な契約主マスターとなった今、《聖杯》から直接に刻み込まれた情報を、まだ扱いきれないでいる。




　ボイジャーがついと振り返る。視線の先は右手側の海だ。

　見ると、乗り合い式の水上バスとして運行している屋や形かた船ぶねが、海岸の小さな波止場に接近していた。

　この海岸は通過するだけで、発着所ではないはずだ。屋形船から一人の客が飛び降りる。船はすぐに舳先を変えて、もとのコースへと戻っていく。

　降りたのは大きな鞄を肩から提さげた一人の女子生徒だった。

　色白な肌と白いブラウスが海の青によく映える。ふわふわと風にそよぐ薄い色の髪で、私よりも背は少し高い。その顔にはどこか見覚えがある。

「秋女あきじょの制服じゃん」

「……ほんとだ」

　カリンの言う通り、少女は秋あき葉ばヶが原ばら女じょ学がく館かん高校、略して『秋あき女じょ』の夏服姿だった。屋形船側に残った同じ制服の知り合いに、手を振って別れを告げている。

　ということは当然、中学生の私たちよりも年上のはず、が……。

　少女はその場ですぐに靴と靴下を脱ぐと、遠回りになる波止場の通路は通らずに、停泊している小型ボートの甲板を跳び渡ってきた。身軽な跳躍で、何艘そうものボートを軽快にジャンプする。

　すぐに私たちの目前の浅瀬に着地した。水しぶきで濡れるのもおかまいなしだ。




　そんな様子を陸おかから見ていた私たちに、向こうも気がついた。

　赤面して目をぱちぱちさせると、砂浜から、しぃーっと人差し指で唇を押さえ、他言無用と伝えてきた。名門お嬢様学校の制服で、やんちゃな振る舞いをしていた自覚は一応あったらしい。そこへ───。

「おかえりなさいませ、主あるじ殿どの～～～～～～～～～～～～！」

　境内の奥から、元気いっぱいの出迎えの声が響きわたる。

　ダッシュで駆けて来た声の主は、いよいよ見知った相手だった。

　すらりと背の高い女性サーヴァント。凜り々りしい顔立ちは見間違いようがない。

　源みなもとの九く郎ろう義よし経つね───牛うし若わか丸まるだ。

（牛若丸……そんな気はしてたけれど、やっぱり女性だったんだ……）

　トーナメント戦での勇ましい鎧よろい武む者しゃ姿とは打って変わって、今日はみるからにアルバイト中の格好だった。

　胸当てエプロンに、三角巾風のバンダナで長い黒髪をよけている。エプロンの下はほとんど水着に近い軽装で、角度によってはエプロン以外、なにも身につけていないように見えてしまう。

　胸にはカリンの言っていた『湯島逸品あげまんじゅう』のロゴとイラストがあった。どうやら境内のあげまんじゅう屋台の調理場から、そのまま飛び出してきたらしい。

　女子生徒は牛若丸に文字通り飛びつかれた。まるで歓喜して興奮する大型犬にもみくちゃにされているようだ。

「主殿、主殿、主殿」

「ハイハイ、どのどの」

　それでも相手の女子生徒は慣れたふうにあしらっていた。……とすれば、あの人がきっと牛若丸のマスターだ。トーナメントでは彼女も古風な着物姿だったので、ずいぶん印象は違うけれど。

　同じく気づいたらしいカリンと顔を見合わせてうなずく。

「ああああ～この牛若だけ留守番とは殺生ですよ、主殿、主殿ぉ───」

「あーもうやめろぉー、あつぅーい！　匂いを嗅ぐなぁー！」

　突然、どっせい、とうっちゃりが決まって目を見張る。牛若丸は砂上にすとんと投げ出された。お見事。

　女子生徒のそれは、さりげない最小限の身さばきだったけれど、合気道の天地投げだ。

　気にせず、からからと愉快に笑う牛若丸が転がされた先には、仲のいい二人をしゃがみこんで観察していたボイジャーがいた。

「おや？　これは先だっての……」

　牛若丸はひっくり返った姿勢から、さっとその場に正座で座り直すと、ボイジャーに丁寧に頭を垂れた。

「その節せつはたいそう世話になりました。私とは相性のよからぬ相手をおまかせしてしまい、誠にかたじけなく。そなた、お怪我はありませんでしたか？」

「うん。だいじょうぶ」

　ボイジャーもまた人見知りせず、牛若丸にこくりとうなずき返した。二人は闘技場でのお互いの姿を憶えていたようだった。

「それは何よりです！　時に、先日とはすこし気配が異なるようです」

「……そうかしら？　あなたは、きょうは、いいにおいがする。ちのにおいじゃ、ないね」

「ふふっ。これは、我が天満宮の名物の芳香ですよ。揚げたてはまた格別です。ぜひ馳ち走そうさせていただきましょう。ねえ、主殿？　瑠る璃り姫ひめ殿どの───」

　牛若丸が名前を呼んで振り返る。

　瑠る璃り姫ひめ、と呼ばれた少女があらためてボイジャーを見た。

「……あっ、あーっ、コロセウムにいた男の子だ！　あの極悪非道なサーヴァントをやっつけてくれた子だね！　キラキラして目立つから覚えてたよ。わー、ありがとー。ほんとありがとう。もう、うちのシャナくんだけじゃ手がまわらなくって、ギリッギリで、泣きそうだったからさあ」

「確かに窮きゅう地ちでしたが、瑠璃姫殿は気丈に堪こらえていらっしゃいました」

「うう、ありがと」

　感激する彼女は、ボイジャーを抱き寄せてかいぐり倒しそうな雰囲気だったが、すんでのところで空中に両手をフローティングさせて耐えていた。いくぶん不審者気味だ。

　さらに目を輝かせて彼女はこちらに向き直った。

「じゃ、あなたがこの男の子のマスター？　それともあなたかな？　若いね！　あれっ、もしかして二人とも中学生？」

「あたしじゃないってば。こっちこっち」とカリンが私を指差す。

「は、はい。ボイジャーのマスターは私です。えっと……実は私、今日は折り入ってお願いがあって、この天満宮に───」

「ほうほう？　うちに用なんだ？　勉強以外だったら私が面めん倒どうみてもいいよお？」

「えっ？　逆じゃね？」と怪訝顔になるカリン。

　さらに質問攻めにしてきそうな彼女の袖そでを、ふと牛若丸が引っ張った。

「───主殿、父ちち君ぎみがあちらに」




　私たちがあらためて境内を振り仰ぐと、大鳥居の下に、神職の袴はかま姿の中年男性が立っていた。

「あっ、お父さん……もう帰ってた……」

　少女はばつが悪そうに乱れたスカートの裾すそを直し、砂を払った。

　現れた男性は、私を認めると、姿勢良く会釈した。

　私もまた、はっとして居住まいを正し、頭を垂れて礼を返す。




　紫に白紋様の入った袴。この湯島天満宮を統括する宮ぐう司じだ。

　その男性こそが、ヒムロの紹介を受けて、私が面会を望んだ人物だった。すでに数日前、コロセウムで実地検分が行われた時にも顔を合わせて、相手も私を知っている。

　ただまさか……その宮司の娘が、源九郎義経のマスター、聖杯トーナメントの大人気選手だったとは思わなかったのだけれど。
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　私とカリンは、湯島天満宮宮司との面会を許された。

　社しゃ務む所しょではなく、わざわざ人払いをした本殿へと招かれた。

　ボイジャーも鬼女紅葉も、暗あんに同席を断られたので席を外させる。それでなくとも低級の使い魔などは寄せ付けない、結界の強い場所だ。宮司の一人娘だという瑠璃姫と牛若丸もその場にはいなかった。




　私の申し出とは、この《秋葉原》の夜警の引き継ぎだ。

　これまで私がカレンから依頼を受けて、サーヴァントを処理してきた業務を、ある期間代行してもらえないか……という、身勝手にもほどがある嘆たん願がんだった。

　私はすべて包み隠さず宮司に語った。

　モザイク市を大混乱に陥おちいれた、敵の存在を。先日の事件以上に市民に被害をおよぼすだろう、新たな聖杯戦争の勃発が差し迫っていることを。

　そしてこれまで未契約者であった私に、初めてサーヴァントが現れたことを。

　もちろん、ほとんどは宮司の耳にも届いている情報のはずだけれど、静かに耳を傾けてくれた。




　宮司は《秋葉原》の霊脈を維持する、地じ鎮ちんの要職にあたる。

　鬼き門もんを守護する神かん田だ明みょう神じんと並んで、湯島天満宮はこの街では重要な務めを果たしている。

　国家平安を祈る至し誠せいの神と、荒ぶる雷らい神じんの両方の側面を持つ、菅原道真公の神しん威いは、この天満宮があってこそ存分に発揮されている。

　もし仮に、先日の襲撃がコロセウムを狙ったのではなく、天満宮を破壊するものだったなら《秋葉原》を取り囲む結界が崩れるだけには留とどまらず、霊脈から魔力を得ている《秋葉原》のサーヴァントの多くが機能不全に陥ってしまったろう。

　そんな要職の宮司と私は、《秋葉原》を守護する役目を負った、いわば表と裏となる存在だった。その規模はだいぶ違うとしても。




　宮司の返答は簡潔だった───憂うれい無く任まかされたし。

　外部からの脅威が明らかになった今、市内の混乱を未然に防ぐための対サーヴァント処理には全面的に協力する、というものだった。

　ただし、その役目は宮司ではなく、娘の瑠璃姫に一任することになる───と。

　───え？
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　ヒムロのことだ。

　この展開を見越していたに違いない。私の動揺を予測して、内心ほくそ笑んでいたのだ。くせ者揃ぞろいのカレンシリーズはもう……。

　多忙な宮司本人が、対サーヴァント処理を直々に請うけ負おうはず無い、とは私だって予想していた。それでもなんらかの代だい替たい案あんを示してくれたり、態勢を構築するためのアドバイスをくださるのでは、と期待していた。

　その予想は外れてしまったし、相手の反応も意外だった。

　宮司として瑠璃姫の能力に期待を寄せるのではなく、父親としてやむを得ない苦肉の策、というふうにもみえたのだった。

（ああ、もしかして……）

　一つの客観的事実に思い至った私は、少しあの人が気の毒になってきた。

　高校生の瑠璃姫よりもさらに年齢の若い私をあらためて目まの当あたりにしたことで、こんな子供にやらせておくわけには参らぬ……と、ある種の決心をさせてしまったのかもしれない。




　浮かない想いのまま、本殿の裏に建立された小さな社やしろへと向かう。

　社の前では瑠璃姫とボイジャー、そして鬼女紅葉が一緒に語らっていた。

「あっ、紅葉さん」

　彼女は今日初めて顔を見せた。

　その異形の姿にも自然に接している瑠璃姫は、秋女の制服から紅白の巫み女こ装しょう束ぞくに着替え直している。雅みやびやかで、お淑しとやかそうな、聖杯トーナメントでの印象が戻ってきた。

「そっか、《秋葉原》の平和と未来は私の肩にかかってるんだ？」

「あの、何度も確認して申し訳ないですけど、すごく危険な仕事ですから」

「ふむふむ」

　事情を打ち明けて相談してみると、彼女はかなりポジティブに事態を捉えていて、こっちが戸惑ってしまった。

「───それに、特定の相手から恨みを買うことも頻繁にあります。仕事から離れたとしても、その危険はずっとつきまとうもので───」

「うんうん。正義の味方はつらいねえ」

「…………そ、そういうのではなくてですね」

　彼女なりに真面目に取り合ってくれているのはわかる。わかるのだけれど、いまいち真剣さが伝わってこない。いよいよ宮司の真意を量はかりかねてきた。

「まさかとは思いますけれど……瑠璃姫さんは、正義の味方に憧れてたりとかするんでしょうか？」

「ううん、全然。でも、しばらくは聖杯トーナメントの再開は見込めないでしょう？　私も手持ち無沙汰になっちゃうから」

「はあ……それは、そうですね」




　カリンがちらちらと口を挟みたそうに私を見た。年上相手でも物もの怖おじしない彼女にしては、神妙な様子で会話を追っていた。

「ねえ、ルリヒメさんさ？　さすがの秋女も今週はずっと休校だったんじゃね？　わざわざ学校へ何しに行ってたの？」

　確かにカリンの言う通りだ。日常的に不登校の私は全然気にしていなかった。

「うん。私、一応クラス委員で、色々やることがあってね？　生徒会からもヘルプで呼び出されちゃったから、朝から行ってきたの。生徒の安否確認とか～、情報網ネットだけだと連絡がつきにくい人もいるし～。あとね、学校は一時避難所になってたから、その片付けの手伝いとか。シャナくん───牛若くんには、お留守番をお願いして」

「へー、そんなめんどくさいことまでやんの？　さすが高校生」

「そうでもないって。久しぶりに学校のみんなの顔を見られて嬉うれしかったもの」

　瑠璃姫が私に向き直る。

「エリセちゃん、だよね？　コハルちゃんの話、なにか聞いてないかな？」

　同じトーナメントの選手として、彼女はコハルの身を心配していた。

「私の知っている範囲では、怪我の治療のためにライデンフロース家に戻っている、としか……」

「そう……」

　カリンも眉をひそめる。

「コハル……腕の怪我……だよな？　ヤバそうなのか？」

「わからない。命に関わるものじゃないけれど」

「そっか。なら大丈夫だよな！」

　いかにも新世代らしいカリンの反応。現代医術は、並大抵の怪我ならば元通りに回復させてしまう。だけれどコハルは、ンザンビとの死闘で腕を刺された。令呪が備わっている右手側をやられたのだ。

「それは……どうかなあ……」

　そうつぶやく瑠璃姫の表情がふっと陰かげるが、すぐに微笑みを取り戻した。

「たぶん、私よりもエリセちゃんのほうが、コハルちゃんと会うチャンスがありそうだから。もし会うことがあれば、お見舞いを伝えておいてほしいな。また、闘技場で戦いましょうって」

「ええ。忘れずに伝えます」

　私も、コハルに会いたい。私にはきっと今、彼女が必要だ。




　瑠璃姫は巫女装束の袂たもとをぱたぱたさせて意気込んだ。

「さあ、私は俄が然ぜんやる気だよ。いいじゃない？　夜警ナイトウォッチ！　シャナくんはどうですか!?」

　びしっと彼女が手を挙げるやいなや、まんじゅう屋台から横すべりで牛若丸が飛んで来た。

「委い細さい承しょう知ち！　一いっ切さい合が点てん！　むろん主殿はこの件をお引き受けになると、予期しておりました！」

「でしょー？　シャナくんも腕がなまっちゃうもんね」

「しかし、主殿……？　主殿は武道のたしなみはあれど、そちらのエリセ殿のように、専門的な魔術の心こころ得えはないのですから、初歩の仕事から入らねば。いきなりは無謀というもの」

「むむっ。それはそうだね」

「この牛若、どんな時であろうと主殿の刀となり楯たてとなり、その御おん身みをお守りいたします。されどこのモザイク市には、数えきれぬサーヴァントがおりますから。闘技場での竹たけ光みつのやり取りとは、はなはだ勝手が違います」

「ＯＫ！　気をつけるよ……えっ、まだあるの？」

「はい。憂ゆう虞ぐ事項を付け加えますと……このところ父君の突き上げも非常に厳しくなられてきた、学業から逃げる口実を探していらっしゃるのでは……？」

「よ、余計なことは言わないでいいの！　ともかく、シャナくんにも期待してるよ。トーナメント以上にね！」

「むろん。この私でなくては務まりませんとも。主殿は、幼少の折からあり余る闘争本能を持て余しておりますから」

　いろいろ明あけ透すけに語られて赤面する瑠璃姫と、誇らしげに胸を張る牛若丸。

　牛若丸はともかく、瑠璃姫は内心、消沈しているのではと思ったのは杞き憂ゆうだったかもしれない。のほほんとした見かけにもよらず、結構肝きもが据わっているらしい。




「あたしはやめといたほうがいいと思うけど」

　カリンはぽつりと言った。水を差すとわかりきった低いトーンで。

「───ていうかさ、こんな仕事なんて無いほうがいいんだ。やりたい奴じゃなくて、一番やりたくない奴が向いている仕事なんて」

「……カリン？」

　慣れていたつもりだったカリンの悪態に、私は少し焦あせり、取とり繕つくろおうとした。

「べつに私だって、瑠璃姫さんに無理に押しつけようとしてるわけじゃ───」

「知ってる、そんなの。本当は誰にも譲りたくないってことも。好きでやってるわけじゃない。だからこそ誰にもやらせたくねーんだろ」

「……ええ？　なにそれ？」

　私はかっとなって、カリンに言い返そうとした。

（独占したがってる？　私が？）

　苦渋の決断ではあったけれど、私なりに責任を果たそうとした選択だったのに。カリンにだって、解わかってほしかったから、今日だってちゃんと声をかけて───。

「…………」

　気づけば二つの淡い青色の瞳が私を見つめていた。

　ボイジャーの澄んだ眼まな差ざしに言葉が詰まる。

　彼は私とカリンの不仲を気にしているんじゃない。もっと遠慮の無い告白を迫ってくるような、そんな危なっかしい意思を感じる。ただ、なんていうか……。

「…………（もっもっもっもっ）」

　その手には牛若丸から貰もらった揚げたてアツアツのまんじゅうがあって、小さなほっぺをいっぱいにふくらませ、無心でほおばっているのだった。

　腹筋を引き締しめてどうにか笑いをこらえながら尋ねる。

「ぼ……ボイジャー……？　お礼は言った？」

「（もっ）」

　カリンはたまらず吹き出した。

　かたや瑠璃姫は感心し、うんうんと腕組みして頷く。

「あなたたち……ハードだね。圧倒されちゃうな。お気楽な女子高校生とは違う世界だもん。まあ、だからこそ、その仕事っていうのも面白そうなんだけど」

「瑠璃姫さんもかなり豪胆なほうかなと思いますけど……」

「そうかな？　私自身は、生まれついての新世代の子たちとは、やっぱり違うなって気がする」

「……なるほど。瑠璃姫さんはちょうど境界の世代ですね」

　聖杯を持たない例外だった私には、答えにくい微妙な問題だ。
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　とにかく夜警の交替要員候補者は確保できたわけだ。

　それがどれだけ深刻で厳しい役目なのかはたぶん、言葉を尽くしてみても伝わらない。

　以前カリンに言われた、聖杯トーナメントの選手たちのシリアスを、私がいまだに認めがたく、理解できてはいないように。




　また後日に連絡する───と瑠璃姫さんとの約束を取り付け、私たちは境内を離れた。

　あとはカレン・ヒムロか、でなければ別のカレンシリーズが彼女に付いて補佐をしてくれるはずだ。そんなことを考えていると、去り際にこっそり牛若丸に引き留められた。

「───エリセ殿、それにカリン殿も。お心こころ遣づかいに頭が下がります。我が主殿への、ご憂慮もごもっともです」

　主人のもとを離れ、牛若丸は一人でやってきた。

「かかる火の粉は我が刀とう刃じんをもって打ち払いましょう。ですが……。先にも誓った通り、主殿の血気に逸はやる性分は、幼い頃からのもので、一度はどかんとぶつかって傷を負うまでは止まらぬのです。それで父君もご苦労なさっている」

「あの、いかめしい感じの、瑠璃姫さんのお父さんが……？」

　尋ねるカリンからは、さっきの不服そうな態度はもう無くなっていて、とても心配そうだった。家族を心配させている親不孝娘……誰かに似てる。

　安堵させるように牛若丸は微笑んだ。

「だからこそ、私がいるのです。敵の技量を量り、退ひき際ぎわを見極めんがこそ武将たる私の役目です。手に余る窮きゅう地ちあらば、この私が千の矢の楯たてとなっても、主殿を逃がすとお約束いたしましょう」

「何言ってんの、牛若丸。そんなのダメだってば！」

　カリンにずずいと詰め寄られて牛若丸は目をぱちぱちさせた。

「ダメでございますか……ぽこ……」

「ダメだよ！　英霊たちはもー、なんでこー、ナチュラルにかっこいいことしちゃうんだよもう！　みんな頭はいいのにバカっていうか───」

「ちょ、ちょっと、カリン？　失礼だから」

　消沈する牛若丸を慰めたり、カリンをたしなめたりしながら、あらためて別れを告げた。トングを振る牛若丸に、ボイジャーが小さな手を振り返していた。




「瑠璃姫さんさ、紅葉さんのこと知ってたみたいだけれど」

　その後、尋ねるとカリンは頷いた。

「なんか知らないうちに、顔見知りだったっぽい。時々、参拝するモミを見かけて覚えてたって」

「ふうん。菅原道真のお参りに、紅葉さんが……？」

　菅原道真は平安時代前期の人物だ。そして鬼女紅葉は、その百年後くらいの道真公の死後の祟たたりが猛威を振るった平安時代中期ごろの伝承の人物だったはず。

（あっ……）

　けれど私はもっと大事な前提を忘れていた。

　はっとしたところへ、カリンが霊体化している紅葉の言葉を伝え聞かせてくれる。

「いや、違うってさ。もっと古い神様たちにお参りしたんだって」

「……そっか……それだ。戸と隠がくし神社だ。あの小さな社やしろ、戸隠神社のお社だったね」

「戸隠って、モミの故郷のあたりだろ。ナガノケン……だっけ？」

「うん。そうだ。戸と隠がくし山やまとか、鬼き無な里さ村むらとか、飯いい縄づな山やまがあったところ……って、カリンは紅葉さんのマスターとしてそのくらい知ってるべきじゃないの？」

「あははっ、わりぃわりぃ」

　そもそも湯島天神は、道真公を合ごう祀しする以前は、戸隠……つまり、日本神話の天あまの岩いわ戸と伝説にまつわる神々を祀まつる神社だった。

　もはや信州の戸隠神社への参拝が望めない以上は、鬼女紅葉にとって湯島天神のあの社は故郷とのつながりのある大切な場所になる。

　その戸隠ゆかりの神社が《秋葉原》の霊脈を守護してくれている。紅葉がそんな想いを胸に置きながら街の平安を祈ってくれたのならとても嬉しいことだ。

　なのに私は、そんな厚意も無む下にして、自分から放棄しようとしている。

（神々といえば……神霊のサーヴァントたち。街を襲った奴らも、間違いなく神霊だった……）

　神話時代の大いなる神々、その魂の一部分を降霊させた神霊のサーヴァントは、無数のサーヴァントを抱えるモザイク市でも、とりわけ稀き少しょうな存在だ。おそらく一都市に一人いるかどうか。そのなかでも日本神話に関わるサーヴァントを、私はまだ知らない。

（民間信仰レベルの小神は、ちらほら登録されているけれど……）

　もし顕けん現げんしたならば土地の利を得て、とても強力な存在になる。

　でも実態としては、そうなってはいない。だからこそ市民に本当の信仰が残っているのではとも思う。

「……紅葉さんに、ありがとうって」

「ん？　ああ、参拝のことか？　それなら、ボイジャーも一緒にお祈りしてくれたってさ」

「なんでも真ま似ねするんだから」

「初うい々ういしいよな、なんか。生まれたばかりって感じだ」

　私たちは数歩先を歩くボイジャーの背をしばらく見詰めながら、公園を歩いた。




　再びカリンに真剣なトーンで尋ねられる。

「───そんで、どういうつもりなんだ。仕事を他ひ人とに押しつけてまで、やることがあるんだろ」

「…………夜警の仕事をやめたわけじゃ……できればまた復帰したい。しなきゃいけないと思ってる。その時に瑠璃姫さんが続けるかどうかは、彼女の気持ち次第だけど」

　カリンはその場に立ち止まると私の手を固く摑んだ。

　令呪が刻まれて間もない、まだ違和感が残る、私の左手を───。

「エリち、ちゃんと答えろ。誰かの都合じゃない。あたしは、あんたが、何をしたいのかって聞いてるんだ」

「───エリセは、いくんだよ」

　息を吞のむ。

　問いかけにはボイジャーが答えた。はっきりと。

　とうとう訪れた刻を告げ、凜りんと鋭く鳴った出航の鐘ベルのように。

　私の胸の萎しぼみきった帆は重い不安と、挑戦の追い風を孕はらんで、大きく膨らんだ。

　いつかどこかの本の中でこんな場面を読んだ気がした。

　なおもカリンは私たちに問いを重ねた。

「……どこへ？　どこへ行くんだ」

「フユキへ」
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《秋葉原》を発たとうとする早朝───。




　駅前広場の、まだひんやりとする靄もやの中にカリンはいた。

　ストリートミュージシャンの演奏にあわせ歌声を響かせた場所に一人で立っていた。

　出発については、昨晩にカリンにメッセージを届けていた。

　伝えればカリンは来る。そういうヤツだ。それは承知してた。

　悩んだけれど、それしかないと思った。騙だますような真似をしてまで彼女の前から去ってしまえば、ずっと悔いが残る。

「よー、エリち」少しはにかんだ微笑。「それに、ボイジャーもな」

「……おはよ」

「おはよう。カリン」

　差し込む朝日に少年のゆらめくスカーフが触れて、金色のたいまつのようにまたたいた。自分の傍らから舌たらずな声がする状況には、まだ慣れない。

　カリンに一緒に来て欲しい気持ちも、来て欲しくない気持ちも、ほどくことの出来ない大きな塊かたまりとなって胸の中にある。

　先の殺戮の暴風に揉もまれながらも彼女が無傷だったのは、幸運が重なったとしか思えない。

　それにもう、これまでの突発的なサーヴァント絡みの事件とは決定的に違うのだから。敵対者は組織だった相手だ。だったら私に同行しているだけで危険だ。

（それとも私は……カリンと紅葉さんを見くびっているのかな……？　きっとそうなのだろう。紅葉さんは確かに聡明な人だ。でもそれだけじゃ……）

　同行を避けたい理由はもう一つある。複雑な疑問でもあり、確かめる手段はまだない。

（私の契約した〝聖杯〟と……モザイク市の市民たちと結びついている《聖杯》は、果たして同じ根源を持つ存在なのだろうか……？）

　カリンを含む市民たちに令呪とサーヴァントを与えている《聖杯》が、十四年生きてきた私に今さらその恩おん恵けいを施したのだとは、どうしても思えない。思いたくなかった。

　ダメ元で当人のボイジャーに尋ねてみたりはしたものの、ただきょとんとして彼自身には判別がつかない。サーヴァントが何かもよく理解していなかった彼だ。無理もない。聖杯が与える知識には、聖杯戦争そのものの知識と、現代の一般常識とがある。そのどちらもがボイジャーには不足している。

（確認の手段がまったく無いわけではないけれど……でも……）

　もし仮に、私の左手の令呪を〝一画〟使用してみれば、その結果からおのずと判別できるはずだ。モザイク市市民と同じ根源を持つ《聖杯》であれば令呪は回復する。けれど、現時点でそんなリスクは絶対に冒おかせない。見込み違いだったら取り返しのつかないことになる。

（もし違うのだとしたら……もう一つの〝聖杯〟が存在することになる……）

　それが判るまで断定するには時期尚早だ。




　カレンは言った───まだ聖杯戦争は終わっていない、と。

　答えを持つ者がいるとすれば、それはチトセか、ルキウスだ。

　こと令呪について気き易やすく尋ねられはしない。魔術師の秘密に関わる戦略的な情報だ。大きな犠牲を払い、聖杯戦争を勝ち抜いた彼らの存在に関わることだ。そこには家族の情なんかない。

（ルキウスはボイジャーに槍を向けた……私のサーヴァントを滅ぼそうとしたんだ。チトセはボイジャーを危険だと、彼女にとっての敵だと判断したのだから……！）





＊






　海上の鉄道橋をすべるように列車は走る。

　朝の列車に乗り合わせた客は、まだまばらだ。

　狭苦しい四人掛けのボックス席に、カリンと向かい合って座る。

　ボイジャーは隣りで窓にかじりついている。今日の彼は朝からそわそわと興奮していて、やたらと私をせかした。ちょっと近所に犬の散歩に出掛けるのとは、わけが違うのだけれど。

　少しして《秋葉原》の高層ビル群から離れると、窓の景色は一変した。

　灰色の水平線に、十四年前に無人化し廃はい墟きょとなった高層ビルの先端がざくざくと突き出ている。私やカリンはもう見慣れてしまった、代わり映えのしない景色だ。

　食い入るように見つめる彼に、カリンが声をかける。

「海、見んの初めてかボイジャーは？　昨日の天満宮は人工ビーチだしな」

「いえだ」

　ボイジャーはぽつりと言った。車窓のガラスに額を貼りつけたまま。

「んー、家？　どこにさ？　ああ、海の下か」

　カリンも一緒に覗きこんだ海面下に、うっすらと建物の影が見える。

　戦前の人々が暮らしていたアパートや商店街が水みな底そこを流れ去っていく。海洋生物の激減した海の底には、眠れる美女のように過去がそのままの姿で横たわっている。

「うみはね、みたよ。そらから。ぼくがしっていたうみは、もっと、あおくて、あおくて───」

「真っ青な海、か。じゃ、南国の海だな！」

　カリンの言葉にボイジャーはうなずいた。

　南国の海で思い当たる名前を私もつぶやく。

「ケープ・カナベラル……だっけ。ロケットの発射台のあったフロリダの海、だね」

「うん。そう。ふろりだ」

　宇宙探査機としてのボイジャーが、大西洋に面した基地から打ち上げられたのは１９７７年の夏のこと。今から約半世紀ほども前になる。

「じゃあ、ぼくのいえかしら。ふろりだ。ねえ。ふろりだ」

「フロリダがきみの家？　うーん……そう言われても、私にはわかんないよ」

　ボイジャー計画を主導したのはカリフォルニア州のパサデナにあったＮＡＳＡ直属の研究所のはずだ。でも探査機の組み立てはフロリダの宇宙センターで行われたのかもしれない。英霊としての彼が、自意識を見いだす境界線はどこだろう？　彼が自分の誕生を認識するのは探査機の完成時点だろうか？　それとも探査の概念が確立される計画の発ほっ足そく時点にまで遡さかのぼるのだろうか？

「ふふふっ」

　肩をすくめ返しても、彼は気にせずに微笑む。また窓に向き直りながら、懐かしそうに目を細めた。

「ちゃんとかんじてた。みみをすましてた。うみのかぜも、なみのおとも」

　そっと目を閉じた彼は、耳をそばだてる。

「かみなり。あめ。あぶく。ようがん───このほしのおとだよ。ぼくはぜんぶ、おぼえておかなきゃって。……でも、かわってしまったな。すっかり」

　記憶を辿たどりながらガラスにもたれるボイジャーは、地球に直接耳をすましているかのようだ。

「くじらたちのうたも、もうきこえない」

「……クジラって歌うの？　どんなふうに？」

「うたうよ。うまいもんだよ」

　彼は首をかしげて、そんなことも知らないの？　とでも言いたげに私を見返した。

「きゅー」

「……キュー？」

　また彼のお得意の形けい態たい模も写しゃだ。

　きゅー、きゅぅー、きゅーん……こここ、ころころころ……。

　おもむろに通路へ降りた少年は、歌いながら体をゆらゆらさせて踊り出した。きっと海中で立ち泳ぎする鯨の姿を真似たものだ。

「……あははっ。あたしもクジラ」

　すかさずカリンも加わった。不思議な歌を一緒にくちずさみ、ボイジャーからつかずはなれず、体をくねらせて周囲をめぐり、緩ゆるやかなステップを踏む。ちょっと艶つやっぽいベリーダンスが入っている。

「ねえもう、カリン……」

　気恥ずかしかったが、がら空きの車内では強く言う気にもなれなかった。ゆらめく彼の金色のマフラーが、なんだか本当に海中にいるみたいで、もっと見ていたいと思ってしまった。

　本物の鯨なんて、見たことが無い。若者たちの誰もがそうだ。でも彼は、鯨たちと同じ時代に生きていた。宇宙探査機が生きてた、なんておかしな話だけれど。

（ボイジャー……彼はサーヴァントだ。本物のサーヴァントだ）

　他た愛あいの無い出来事のなかで、私はあらためて、そう実感した。

　鯨も魚も海洋生物は激減してしまった。海の鳥たちも。

　ぜんぶ、《聖杯戦争》のせいだ。




　列車が目的地に着くまで、私はボイジャーに幾つかの質問をした。

　通常のサーヴァントであれば《聖杯》から導入インストールされているはずの、現代常識の水準を確かめるためだった。知っていて当然の事柄が伝わらなければ、緊急時では特に不便なことになる。

　……のだけれど、結局、望んだ答えはほとんど得られず、逆に私の方から講義をすることになる。本日の講義内容シラバスは《聖杯戦争》について。

　契約が結ばれた数日前から、何度か同様の講義を繰り返している。さすがは戦争を知らない、と言ってのけただけはある。

「───十四年前に起きた戦争……《聖杯戦争》については、私たちは学校の義務教育で教わるんだ。義務なんだよ。誰もが語りたがるわけじゃないからね。できれば子供には知って欲しくないと希望する家族もいる」

　私が顔色を窺うかがったのを察して、ボイジャーもちらりとカリンを見た。カリンは素知らぬふりで、肘ひじをもたれながら車窓を眺めている。

「おおきなせんそうが、あったんだね？」

「……うん。あったよ。大きな戦争がね。この地球の生き物すべてを巻き込んだ、史上最大規模の戦争が。あらゆる国家も、人も、召喚された英霊たちすらも、無事ではいられなかった……そんなおそろしい戦争だ。だから私たちの星は、こんなありさまになってしまった。ボイジャー、きみの知っていた美しい地球はもう……見せかけだけの紛まがい物ものの姿でしか残されてはいないんだ」

　モザイク市の中学生なら、誰だって知っている事実。

　彼は呆然となった。私を見返す瞳が揺れている。彼がこんなに悲痛な表情をみせたのは初めてだった。

「…………」

　さっきの浮かれぶりとは変わり、けだるげな様子のカリンは、にやりと口角を曲げた。ボイジャーの頭に手をやり、ぐしゃぐしゃとぞんざいに撫なでまわした。姉が、幼い弟に気まぐれにしてやるように。

　ボイジャーはむすっとした。当然だ。私だってまだそんなのしたことないんだから。

「……くじらたちは？」

　彼の素朴な問いには、残酷な答えを返さなければならなかった。

「クジラたちの多くは戦争の犠牲になったと思う。ドローン掃そう討とうの巻き添えになって」

「どろーん？」

「そう、ドローン。空を飛ぶ無人兵器。自分で戦況を判断して敵を攻撃する機械だ。先の戦争はドローンたちの戦争だったから───最盛期には一人の兵士に対して、一万機以上ものドローンがいたって推測されてる。極小の昆虫サイズから、旅客機ほどもある大型のドローンまで、半自律制御で戦場を飛び交ってた。空を飛ぶドローンだけじゃない。地面を掘くっ削さくして地下施設へ侵入するドローンとか、水中を泳ぐドローンとか、他にも異常なほどの種類が開発された。潜水艦に自爆攻撃を仕掛けるイルカやクジラそっくりに偽装したドローンもね。戦争中は自衛のために、接近する魚影はその正体がなんであれ徹底的に攻撃されたはずだから……」

　大型の海棲哺乳類がもしまだ海で生きているのならそれは奇跡でしかない。

　米国の宇宙施設が置かれたケープ・カナベラルは真っ先に戦場となった。今では汚水の溜たまったクレーターだらけの荒野だ。フロリダの美しい海はもう、戻ってはこない。

「……どろーんはさ、きかい、なんだね。じゃあ、ぼくとにているね」

「似てないよ……！」

　自分でも思わぬほど強い語気だった。

　ボイジャーが目を見開き、カリンまで私をはっと見た。でも止まらない。

「似てるはずがないよ。きみは……戦争や兵器と無関係ではないけれど、ドローンとは違う」

　カリンが私の言葉を継いだ。

「……ま、そーだな。ボイジャーはドローンとは違うんじゃね？　ドローンはさ、悪魔みたいなモノだから。すくなくとも私らの親世代にとっては、口にしたくもない恐怖の対象だよ。あたしたちのモザイク市では、どうにか排除に成功したけど、戦後しばらくは、しぶといドローンたちの処理をめぐって犠牲になった人もたくさんいたって」

「……へえ……？」

　眉をひそめ、走行中の車内をきょろきょろと見廻す彼をカリンは笑った。

　無理も無かった。列車は一見、とても無防備な場所を走っているように見える。

「この線路の上なら大丈夫だよ、ボイジャー。このモザイク市同士をつなぐ鉄道も、モザイク市の結界の内側にあって、ちゃんと守られているから。……でも、モザイク市の外は地獄だよ」

　都市機能を最低限維持するための単機能のドローンならば許容されるケースも少数ながらある。人間では侵入出来ない場所の汚染を計測したり、稼働空間を厳密に限定された監視カメラであったり。ほとんどは操縦者が必要となる旧世界の無線操縦機、いわゆるラジコンに近いものだけれど。魔術で代替可能ならば極力そうする。当局に登録され、人目に触れる機体は市民感情を配慮して巧妙にカモフラージュされている。

「地獄……かあ───そんな話さ、昔のあたしはぜんぜん信じらんなかった。エリセとつるむようになってようやくだ。外からの侵入者とか、異邦人の野良サーヴァントを知ってからは疑わなくなった」

　そう、私たち若者の世代で、外の惨状を実感している者なんていない。日常のなかで意識することもない。それだけモザイク市は平和……だった。

「今でも無数のドローンが荒野に隠れて冬眠してる。寿命は半永久的。もし空を飛ぶ飛行機がいたら、察知したドローンが目覚めて、たちまち撃ち落とされてしまう」




　海も同じだ。海上を征いく船だって無事には済まない。

　さまよえるオランダ船〝フライング・ダッチマン〟で出航した、ヘンドリック船長とそのマスター、アハシェロス。彼らはそんな、死の危険と隣り合わせの航海であると、じゅうぶんに理解して旅立った。まさに神と、海の悪魔に呪われた二人だ。




　私のめざすフユキは、いまやそんな地獄を踏破しなければ辿り着けない場所だ。

　だから、私には準備が必要だった。強力な武器が。

　カレン・フジムラの遺のこした、あるものが。





＊






　───《新宿》。




　私の生まれた街。私の育った街。

　お父さんとお母さんが一緒に暮らしていた街。

　列車は私の故郷に、何事もなく辿り着いた。

《秋葉原》で一人暮らしを始めてから、この街へ帰ってきたのは数えるほどだ。

　それだって〝仕事〟がらみで必要に迫られ、仕方なくだ。当然、チトセのいる実家には顔を出さなかった。




《新宿》はモザイク市の中心であり、今では事実上の首都だ。

　戦前の繁栄をすっかり取り戻すほどに発展していて、居住者の人口も他の都市とは比べものにならないほど多い。

　リゾートが売りの《秋葉原》とは、活気の質も、熱量も、まるで違う。

　他のモザイク市と比べて一番の特徴は、なんといっても〝昭和〟の初期や〝大正〟時代の風俗を大がかりに復古させていることに尽きる。

　戦後に、《聖杯》が傷ついた都市を再構成するにあたって、どれだけの人々の願いを反映させたのかはわからないけれど、まったく思い切ったことをしたものだ。




　市民たちの体感している懐かしさや郷愁は、作り上げられた懐古趣味でしかない。

　一世紀だ。百年も前の暮らしぶりを、誰が実感として憶えているものか。

　それが私の育った街《新宿》だった。

　事実を知ってからの私は、その欺ぎ瞞まんをひどく屈辱に感じ、そしてただ無感情になった。

　鳥や鯨が消えた海のように、この星が自然を喪失してしまってからは、モザイク市の異常こそが正常であり、護られるべき日常になってしまったからだ。

　自分の拠り所となる大切な故郷が、ただのテーマパークに過ぎなかっただなんて。

　こんなのは、ふざけた幼児退行だ。愛いとおしく思えるはずがない。

　それでも人々は……《新宿》は、偽りのノスタルジーを選んだ。




　───朝の新宿駅は、人で溢あふれていた。

　その多くは新宿に勤め口を持つビジネスマン。そして彼らのサーヴァントたちだ。

　発車を待ちながら新聞を広げたり、駅内の売店で慌ただしく朝食を取る姿もある。

　多数の死者を出した惨劇からまだ一週間も経たっていないのに、彼らはまるで何事も無かったかのように淡々と、粛しゅく々しゅくと日常を回転させている。

　ちょっと呆れて溜ため息いきをついた私の隣りで、ボイジャーは拡ひろがる光景に興味津々で目を輝かせていた。おだやかな《秋葉原》の朝とはまるで違う光景に興奮している。

　目を離したら、ついとどこかへ歩いて行ってしまいそうだ。

「今日は、散歩に来たんじゃないんだからね」

「……そうだった」

「そうなのです」

　一方、カリンはわかりやすい不満顔で私の胸先に迫ってきた。

「なあ、エリち？　今日ってフユキに行くんじゃねーの？　また別の列車に乗り換えてさ、どんどこ遠くへ行くんだろ？」

「そんないきなり行けるわけないでしょ。そもそも、フユキ行きの列車なんてもう存在してないから」

「おっとお？　ええ～、い～ま～さ～ら正論かよ～？　無理を承知でぶっ通すから気持ちいいんでしょうが？　ならさあ、なんでわざわざルリヒメさんに夜警の仕事を頼み込んだりしたわけ？」

　通行人がこちらをちらちらと見てきて気恥ずかしい。

「あのねえ……無計画な〝冒険〟とか、私が一番嫌いなイベントだから」

「はあ？　準備万端、最強レベルまで経験値稼いで、ようやくスタートとかさあ、まさしくゲーマー思考じゃん。そんなんで楽しいわけ？」

「楽しくなくていい。ゲームじゃないってのに」

　ぷんぷんと抗議を続けるカリンは放っておいて、私はボイジャーに向き直った。

「聞いて、ボイジャー。新宿はけっこう広いからさ、ここで一応街のことを説明しとく」

　彼はこくりとうなずき返した。オーケー。

　説明をしながら、櫛くし形がたに並ぶ始発駅の降車ホームをあとにして、上層のペデストリアンデッキへつながる通路に向かう。見通しの悪い地下区画を離れて、ようやく窓越しに空が見えてきた。

「───まず、いま私たちのいる大きな建物は〝新宿中央駅〟。その構内。《秋葉原》とか《渋谷》とか《多摩》とか、他の街に向かう列車が発着するハブ・ステーション。この《新宿》を網の目みたいにめぐる路面電車トラムもここから乗れる」

　他の街からやってきたのだろう市民たちが、壁面に掲示された路線図の前に集まっている。その路線図をボイジャーはちらりと流し見た。

　まだ騒いでいるカリンをなだめすかし、私たちは駅の外へ歩いて行く。朝から紅葉の姿は見ていないけれど、霊体化しながらすぐ間近にいるはずだ。

「《新宿》全体は、木の葉が重なり合ったみたいな立体的な構造でね、だいたい一枚の葉がひとつの町で、ブロック単位で分かれてる。ほら、もう先に見えてきたでしょ？」

「……わ……あ」

　初めて目の当たりにする《新宿》の街並みに、彼はすっかり感激した様子だった。駅舎を飛び出して、隣接するデッキの端はしの手すりまで駆け寄って飛びついた。

「うはっ、おいボイジャー、あはははっ」

　広場の鳩はとが驚いて一斉いっせいに飛び立ち、羽根先でカリンをくすぐる。

　もう私には見慣れた街の風景だけれど、召喚されたばかりの旧世界のサーヴァントにとっては、何もかもが初めてだ。じっと眼差しを注ぐ彼の隣りに私も立った。

「大きな町なら、一つのブロックは数百メートルから一キロメートル四方はある。小さければ数十メートル四方くらいのも。住所表記とか行政の都合でおおまかには上・中・下の三層に分けられてる」

「びるでぃんぐ……かんばん……ねおん……おおきな、おおきなまちだね。それに、めっぽうたかいや。すこしずつかさなりあってて、ひるのところと、よるのところがあって……きれいだな。さんご、みたいだね」

「サンゴ？……ああ、海の生き物の珊さん瑚ごのコト？　そうかな……そうかもね」

　珊瑚なんて人工ビーチに設置されている偽物イミテーションでしか知らない。ざらざら、ぷつぷつとした手触りや、華やかな色彩が本物らしいかどうかなんて、私に判わかるわけもない。

　それでも、彼の目にはそんなふうに見えたのだ。

　都市中層のデッキから、ゆっくりと街の風景を見渡した青い瞳はぐるりとめぐってまた私の鼻先に戻ってきた。

「ここが、つのはず？」

「……うん、そうだ。この中央駅の周辺一帯は〝角つの筈はず〟って呼ばれてる町。一番広いブロックだね」

　私は前方へ人差し指を突き出し、かかとを軸に風かざ見み鶏どりのようにまわる。

「ここから西側は〝柏かしわ木ぎ〟と〝淀よど橋ばし〟。南側には〝十じゅう二に社そう〟。東側は〝大おお久く保ぼ〟と〝番ばん衆しゅう〟。ほかにも愛あい住ずみとか若わか葉ばとか、こぢんまりした町が幾つもあるけど、おおざっぱにはこんな感じで……」

「エリセ！」

「……っ……？」

　語り終えるやいなや、彼が呼んだ。手すりを摑んで、いっしょうけんめいにつま先立ちしながら、高層に望む町の一角を指差していた。

「な、なに……？」

「あれが〝はなぞの〟だね？　エリセの、うまれたばしょだね」

「…………っ……」

　わざと口にのぼらせなかった町の名が、笑顔の彼の唇からこぼれた。

　彼はたぶん、あの場所を私が意識していたことに気づいていた。それを、ほんの一瞬だけ見て記憶した《新宿》の路線図と照らし合わせて言い当てた。

「きれいだねえ、ここ。ひともみどりも、いっぱいで、いきているね」

「……うん」

　私がぎごちなくうなずき返すと、彼は宝物を見つけたかのように微笑み、くすくすと笑った。

　───そうだ。〝花はな園ぞの〟は、チトセと暮らした家がある町。短い間だけれど両親もそこにいた。もう私には、寄せ集めたガラクタに埋もれた、砂ぼこりまみれの小さな花壇のようにしか見えないけれど。




　この都市の昼の面では《秋葉原》に比べれば、実体化しているサーヴァントは少ない。

　実体化していてもブラブラしてるわけじゃなくて、サーヴァント本人も目的を持って行動している。主人の仕事のサポート役として、スーツやオフィスの制服を着用していることも多い。

「カリンはよく来るの？　《新宿こっち》には」

「へあ？　あたし？……いや、あんま来ねーけど。《新宿》って、いかにも大人専用の街じゃん。あんまり遊べるところないっしょ」

「そうかな……そうでもないと思うけど。まあ確かに、大人向けの繁華街はやたらと充実してるね。でもほら博物館とか、デパートとかだって、いっぱいあるでしょ。レストランとか」

「レストランねえ……そういや、家族で食事に来たりはしたっけ。中村屋でカレー食べた」

「ふうん？」

「昔の話だよ。カレーなんかどこだって食えるのにな。なんで、わざわざ来たんだか。食べ物の話したら腹減った。どっか入ろうぜ。おっ、焼きたてパン屋さん発見～」

「遊びに来たんじゃないっ。だいいち、まだお昼時でもないし。私は会わなきゃいけない人がいるんだから」

「なあんだ、待ち合わせか？　それって、カレンだろ？　《新宿こっち》のさ、都市管理ＡＩの」

「……その通りだけど。なんでわかるの？」

　時々こいつは妙にするどい。

　むろん私の用事の中身までは察していないだろうけれど。夜警引き継ぎの件以降は、カレン・ヒムロに何度となく連絡を入れても保留サスペンドのまま無視されて、まともな返事が戻ってきていないことも知らないはずだけれど。

「だってエリち、友達いねーじゃん。わざわざこっちまで出向く用事があるってんなら、そうかなって」

「そんな雑な推理で？」

「いないの？　ともだち……」

「……う……」

　ボイジャーまでが上うわ目め遣づかいに私を見る。心配そう……というよりは、気の毒そうに眉をひそめている。やめろ。やめてください。

「───いるよ？　いるってば。同年代は壊滅状態ってだけで……だいたい、そういうのは、多い少ないの問題じゃないでしょ？」まだ疑わしげに睨にらんでいる。ええい、もう。「あとカリン。あの人は〝カレン〟じゃなくて……識別名の〝ヒムロ〟で呼んでほしい。彼女もカレン・シリーズの一員には違いないけどさ」

「……ああ、そうだな。悪かった───ん？　なんだろ？」

　周囲の異変に気づいたカリンが、ついと視線をずらす。

　私自身も誰かに呼ばれた気がして振り返った。駅前通りの商店前に、人だまりが出来ている。注意を引く声はそこから届いた。




「エリ～！」「エリちゃん！」「エリリ～！」「エリ様！」「エリお嬢様！」

（……なっ？）

　耳に届いた黄色い声はとにかくエリづくしで、ほかならぬ私の愛称だった。なにごと？

「えり、っていってるね？　あのひとたち、ともだち？」

「えっ？　ちがう……と思うけどな……」

「ちょっと行ってみようぜ？」

　囃はやし立てるように連呼される名前の魔力にあらがえず近づいてみれば、それは〝貸し衣装屋〟の軒先だった。新装開店してまだ間もない店舗だ。人だまりの理由がまたもや動く死体騒ぎなどではなくて一安心だけれど。




　店先にはざっと三十人くらいの集団がごったがえしていた。

　その真ん中で喧やかましい取り巻きたちに囲まれているのは、ぱあっと周囲を明るくするオーラを放つ、華やかな少女たちだった。

　鮮血のごとく紅あかい髪にねじれた二本のツノを持った女性サーヴァント。腰には爬は虫ちゅう類るいのしなやかなシッポものぞいている。

（なんだ、彼女か───）

　特徴的な容姿に見覚えがあった。

　真名を〝バートリ・エルジェーベト〟。またの名をエリザベート・バートリー。

　その彼女が一つの場所に、五人も勢揃いしていた。着付けたばかりのレトロな衣装に身を包んで。

　本来は悪女の代名詞として名高いハンガリーの伯爵夫人。若い少女の姿で顕現しているのはきっと、残酷さと無邪気さの均衡バランスする最盛期の姿として、例によって《聖杯》が歪いびつな采配を振るったからに違いない。

「どう？　子リス、子ブタたち？　このタイショウ・モダンっていうの、似合ってる？」

「いいわ存分に撮りなさい？」「どっち見てるの？　アタシを撮るのよ、子イヌ！」

　矢や絣がすりや椿模様の着物に紺こん袴ばかま。《新宿》の女性市民のオーソドックスなスタイルの一つだ。チャーミングなポーズを次々と繰り出して、スマホのカメラで撮らせるままにしている。

「はぁ……エリって……エリザベートのエリだ。まぎらわしい」

　ボイジャーも彼女らがサーヴァントだとはすぐ気づいた。

「みんな、おなじかおだね。いつつご、ってものかしら？」

「ううん。彼女たちは五つ子じゃない。同時に複数騎が召喚されてる同一のサーヴァントだよ。こんなにいっぺんに同じ霊基のサーヴァントを見たのは私も初めてだけど」

「へえ、そういうこと、あるんだね」

　もっともそれぞれのクラスは異なるかもだけれど、それでも十分に珍しいことだ。

　周囲の人々は彼女たちのマスターと、エリザベートの熱心なファンなのだろう。




　貸衣装屋はモザイク市の他の街から訪れた客のための新趣向のサービスらしい。

　人間の客には、昭和初期や大正時代の実物の衣装をレンタルする。

　そしてサーヴァントの客には専門の魔術師が作成した、一時的な効力を持つ霊れい衣いを極小のレイヤーとして被ひ服ふくさせている。おそらく、目立たないよう手首か胸元に魔力を有する小さな宝石を持たせているはずだ。

　以前から、《新宿》の文化基準に沿ったふつうの貸衣装屋はあったけれど、サーヴァントを商売相手に含めているのが斬ざん新しんだった。

　なにしろ霊基に対する一種のハッキング技術だ。魔術的にはかなり高度な技術だし、以前なら違法であったはずだけれど、これだけおおっぴらに展開している様子をみると、規制が緩和されたようだ。

「そっかそっか、エリザのオフ会ってわけね。納得～」

「カリンも知ってるの？　エリザベート」

「ああ。ちょくちょく見かけるし。エリザの何人かは《渋谷》の住人だから。ライブハウスとかのでっかいサイネージかんばんの常連でさ。ま、あたしは一回ライブ行ってみて懲こりちゃったけど」

「そうなの？　割わりといい声だと思うけどな……じゃあ、あの取り巻きの人たちも《渋谷》から遊びに来た人だね」

　そういえば紅葉も「爬虫類と大きなツノ」という点では似ている。かたやあちらは竜種属性、こちらの鬼女は、ほぼまるごとの恐竜属性だけれど。

「ところで、エリ子さんや？　あのレトロ洋服よくね？　モガっつーの？　すっげー可愛いな!?　いやほら列車降りてから、あたしの格好だけなんか浮いてね？　って、ずっと思ってて───」

「衣装を借りたりしないからね。そんな無駄な寄り道はしないから」

　私はボイジャーの手を握り、そそくさと歩き出した。カリンの好奇心に付き合っていたら無限に時間を消費してしまう。

「えー!?　着させろー！　モガー、モーガァー！」

　同時に移動を始めたエリザベートの集いにごちゃごちゃと巻き込まれ、翻弄されながら、私たちはちょうど広場に入り込んできた路面電車に飛び乗った。





＊






　塩対応のヒムロに会うために、やってきたのは街の歓楽街だった。

　歌か舞ぶ伎き座ざの裏手に位置している、ネオン看板のギラつく、いかがわしい街並みだ。

　以前から把握していた情報でその場所が、ヒムロを捕まえられる確率が最も高いと踏んだ。

（事前連絡なんかしたら逃げられる。直接押しかけてやる……！）




　上層に位置する町の構造体に日射光が遮さえぎられ、まだ午前中だというのに周囲はすっかり薄暗く、あたかも宵闇の迫る雰囲気だった。

　わざとそうしている。たぶん盛さかり場ばとしては、これ以上ない好ましいムードなのだろう。居心地のよいただれた空間は昼夜の関係無く、疲れた大人たちを吸い込んでいく。

　仕事柄、どこにでも潜入する機会のある私でも、堂々と入るのは躊ちゅう躇ちょしてしまう。

　特に今回はカリンも一緒だし、サーヴァントとはいえ見た目からして幼いボイジャーを連れている。

　歓楽街の往来に立つ客引きの連中は、私たちのような子供が、彼らの仕事場に迷い込むことを好まない。それはもちろん教育に悪い、安全を保証できない……というタテマエの理由もあるけれど、なによりも一般客に自分の家庭を顧かえりみさせるような存在は、大人の遊び場では嫌われる邪魔者だからだ。




　路面電車を降りてすぐに鼻をついた、煙草たばこの匂い。

　粉っぽくほんのりと甘い、白粉おしろいの香り。

　シャンソン歌手のけだるい歌声。少しさびしげなギターの音色。

　酔客たちの荒っぽい乾杯の声、喧嘩の怒声。麻雀まーじゃんの牌ぱいがかきまぜられる音。

　レトロな衣装を着ていようがいまいが、私たちは完全に場違いだった。実際に大人から何度も呼び止められ、手荒く追い払われそうになった。

　それでも《新宿》で生まれ育った私は対処法を知っている。

　客引きが相手なら一帯の筋すじ者ものの顔役の名前を出してけん制したり、おせっかいな一般通行人が相手なら、同情を買うような噓をついて躱かわしたり。

　けれど、青少年の補導を生業なりわいとする専門職の人間には、そんな戯たわ言ごとは通用しない。ひたすら逃げるしかない。

　都市管理ＡＩのカレンから支援があった以前であれば、私が《秋葉原》の治安を維持する夜警であることを伝えるだけでフリーパスになったが、今ではもうそんな自由は望めなかった。

　……過去の私は再構成された《新宿》に、なぜこんなにも混沌とした、うすぎたない場所が必要なのか疑問で仕方なかった。

　けれども道を踏み外したサーヴァントを殺す仕事に手を染め、彼らのマスターが執念を燃やした欲望に直に触れて、ようやく私はこの場所が大人たちにとってどれだけ大切な場所なのかを理解した。

　なぜチトセがこの戦後の新世界に、昭和や大正時代の不道徳でうろんな過去の遺物を《聖杯》に蘇よみがえらせることを許したのかを、おぼろげに察するようになった。

　───人々を癒やすものは、ただ美しいとは限らない。




　多少の回り道はしたが、私たちは目的地の目めと鼻はなの先さきまでやってきた。

　目指すのは『麗れい人じん座ざ会かい館かん』というカフェーだ。

「カフェー？」

「かふぇー？」

　カリンとボイジャーが、店名を聞いて揃そろって首をかしげた。

「カフェなら喫茶店かあ？　つまりは飲み物出すんだろ？」

「喫茶だけじゃなくて、〝カフェー〟ってのはさ……まあ、行けばわかるよ。うーん、ボイジャーはちょっとまずいかな……霊体化してもらったほうがいいかも」

「れいたいか……」

　きょとんとして青い目をしばたたかせる少年。

「れいたいか、って、どうやるのだろう？　ぼく、わからないな……」

「…………えっ、出来ないの？　えっ、ちょっと噓でしょ？」

　確かに彼はまだ一度も、実体化を解除する霊体化をしてみせたことがない。

　モザイク市には、霊体化を極端に嫌うサーヴァントもいる。それでも最終的にはマスターの意に従う。

　ボイジャーもそのたぐいの性格、性質なのだろう……と漠然と捉えていた。《令呪》で結ばれ、聖杯を介した契約が行われたのなら、解消される事態だと思い込んでいた。

　そもそもサーヴァントは英霊───降霊の儀式で召喚された、異なる時間軸で命をまっとうした亡霊だ。霊体でいるほうが魔術的にはフラットで自然な状態に近い。

　モザイク市では《聖杯》からの圧倒的な魔力の供給によって、未み曾ぞ有うの数の英霊の顕現と実体化を支えている。

　愚かにも私は、サーヴァントの召喚と所有の喜びに我を忘れて、そんな基本的な技能スキルも確認し忘れていたのだ。探偵まがいの私の活動では、致命傷にもつながるウィークポイントとなってしまう。

「……やっば……」

　青ざめる私に、カリンはのんきに心添える。

「どーしたよ、霊体化できねーのかボイジャー？　なら、モミに診てもらえばいいんじゃね？　やりかたも教えてもらえって」

「なる……ほど……紅葉さんに……？」

　いい案かも……と一瞬は思ったものの、すぐに失望に転じた。

　その方法をどうやって伝えれば？　バーサーカーの紅葉は、全く喋れやしないのに。

　霊体化のような非言語的で個々の実体験以上の具体性を持たない行為を、礼装の翻訳アプリで表現できるはずがない。鬼女紅葉とテレパシーで意思を交わすカリンには、他者に説明するに足りる魔術知識も語彙もない！




　───その時だった。

　裏路地につながる真っ暗な脇道から、何者かが勢いよく飛び出してきた。

（カリン───！）

　衝突コース上にいながら気づいていない彼女の前に、私は強化した脚あ力しで先回りしてとっさに庇かばい立った。

　しかし、それよりもさらに迅速に恐竜の太いしっぽが、私とカリンを護るように取り巻いていた。

（紅葉さん……！）

「わったったぁ」

　飛び出してきた背の高い人影は衝突寸前でつんのめり、なんとか踏みとどまった。

「な、なに？　なんだモミまで？」

　ほんの束つかの間まの実体化。ぐるぅ……と威い嚇かくの低いうなり声だけを残し、紅葉はまたすぐに姿を消した。

「ちょ、気をつけて───って、あなたは……？」

　突然その場に現れたのは私たちの知っている男性だった。

　くしゃくしゃの黒髪に青い瞳。新宿の雰囲気にはそぐわないアロハシャツ。

　間違いない。《秋葉原》の広場で出会ったミュージシャン！

「朽くち目めさん……？　朽目サンじゃね？　おっさん、すっげえグーゼンじゃん！」

　私や紅葉の心配をよそに、カリンは顔を輝かせた。

　いかにも、いかにもまずいところで出くわした……と丸わかりの動揺した態度で、男は口端をゆがめ、苦笑いを浮かべた。

「おっさんじゃねえから！……って、きみらかあ？　ごめんっ、ちょっと俺、いそいでてさ───」

「そうみたいですね。ずいぶんと息もあがってるみたいで」

　背後にボイジャーの存在を確認しつつ、私は冷ややかに応える。

「悪いね、こないだのすっぽかしの件もまた埋め合わせすっからさ」

「おーいなんだよ？　会ったばかりじゃん、どこ行くんだよ？」

「いや、ほんと悪いね───げぶっ」

　それじゃ、と手を振り、今にも走り出そうとした朽目の首に───。

　しゅるるっと細長い赤い布が蛇のように巻きついた。さらに必死にもがいて逃れようとする男の上半身をそのまま絡め取り、きつく締め上げる。

「───はあ？　朽目サン!?　なにやってんの？」

　奇妙な布を振りほどく手助けをしようと、カリンはすがろうとした。それも間に合わぬ強引さで、朽目は後方に引き倒され、そのままずるずると脇道の暗闇の奥へと引きずられていく。

　強力に牽けん引いんされながら、もがく男はとらわれた獲物同然に、すみやかに動きを封じられてしまう。

「……これって……！」

　記憶に深く残る緋ひ色いろに染められた亜あ麻ま布ぬのは、まさに私が《新宿》を訪れた目的の品だった。

（『聖せい骸がい布ふ』だ……！　先生カレンの遺品！）

　男性を対象とする礼装であり、第一級の聖遺物レリクス。『聖せい槍そう』、『聖せい釘てい』と並び、魔術界を代表するアーティファクトだ。

　コロセウムでの事件後、カレンの遺体と共にチトセが回収を命じたものだ。その所有者はカレンシリーズの統括権限を継承するＡＩカレン・ヒムロとなるはずだった。私の手元には割れてしまった先生の眼鏡しか残らなかった。

「あのひと、ぎたーのひと、でしょう。うわ……いたそうだね」

　聖骸布にはボイジャーも本能的に恐怖を感じているらしい。驚いたことに、ぼんやりと感情が伝わってくる。

「……行ってみよう」

　唾つばをのみ、三人で連れ立ち脇道の奥へと向かう。暗がりに目が慣れると、果たして何者かがいる。聖骸布の端を摑みたたずんでいたのは予期しない人物だった。




「───見世物じゃねえ。消えろ、ガキ」

　低く冷ややかに言い捨てる。

　男物の三みつ揃ぞろいの背広にきっちりと身を固めた大人の女性だった。

　ブーツの高さを引けば、その背丈は私より若干小柄になるくらいに思えた。が、有う無むを言わさぬ迫力でとてもそんな印象には受け取れない。まるで邪鬼を足下に踏みつけ調ちょう伏ぶくする毘び沙しゃ門もん天てん像のごとく身構えているこの瞬間では尚なお更さらだ。

　相手は見たところ一人きり。

　ヒムロでも無く、カレンシリーズでも無い。何者だろう。

　とにかくその女性がサーヴァントではなく、人間に違いないことだけは私にはわかった。であれば、パートナーのサーヴァントの急襲を意識しなければ。

　私の警戒をよそに、カリンは倒れた朽目に駆け寄った。

「まずいってば！　白目むいちゃってんだけど？　おっさん大丈夫か、生きてるか、朽目サン!?」

「………」

　制止を無視して近寄った相手に、背広の女性は苛いら立だたしげに目を細めた。

「殺さねえ。今のところはな。そいつに吐かせることがある」

「だっ、だめだよ、そんなのさあ！　こんなに苦しんでるじゃん！」

　抗議するカリンはスマホを取り出し、すばやく当局へと通報する。

「───ちっ」

　女性は面倒そうに舌打ちすると、空いた左手の人差し指と中指を立てて、小さく手刀を切る。

「あっ……！　なにこれ？」

　スマホの画面を見るカリンが驚く。コール状態にあった緊急通報が強制的に無効化されて、基本画面に戻ってしまう。

（『上位通信権限』を行使した───!?）

　上位通信権限の保有者は、市民間の通信を秘密裏に傍受ぼうじゅし、あるいは遮断する。私自身もサーヴァント狩りの捜査の一環で、必要に迫られ一時的に権限を有した機会があった。都市管理ＡＩの許可を得なければきわめて困難なことだ。

　つまりこれは、単なる痴話げんかや暴力組織の私刑じゃない……！

　みじめに横たわる朽目のかたわらに寄り添い、途方にくれかけるカリンは、すぐに顔をあげると、聖骸布を操る女性へときりっと向き直った。

















（ああ、まずい、まずいや……カリンのやつ紅葉さんを出す気だ!?　そこまで怒ってるなんて……）

「待って、待ってカリン───」

「なんだよう！」

　手を置いたカリンの肩が、緊張と怒りに張り詰めていた。

「聞いて。あの人、ヤバい人じゃないかも」「えええ？」

　カリンの戸惑いはもっともだが───私に、この私に、暴走した紅葉さんを狩るなんて、絶対にさせないでくれ。

「あの……！　あなたは、この街の刑事……？　いや、違う。もしかして……夜警ナイトウォッチなの？」

「……ああん？」

〝夜警〟という単語に明確な反応があった。

（───そうか。やっぱり）

　女性は私の背後から修羅場を覗き込んでいるボイジャーに目をやり、そして今度は私をじっと凝視した。ほんの一瞬、誰もいないカリンの背後にも視線を向けたようにも認められたが、表通りの野や次じ馬うまが近寄らないよう警戒しているのだろうと思った。

「……………………」

　隙あらばと、じりじりみじろぎする朽目の尻を、さらに靴底できつく踏み押さえながらも私から目を逸そらさない。

　熟考しつつ、ただ何かを待っているようにすら思えた。

　沈黙したまま数秒が過ぎる。やがて私の問いには答えないまま、一方的にこう告げられた。

「おまえ……宇津見の娘か」

「……！　えっ……」

　驚き、口を開きかけた私をさえぎり、さらに言葉を続ける。

「コロセウムではひどい失敗をしたな。主犯を一人も捕とらえられず、多数の犠牲者だけを出して、挙げ句にはカレン・フジムラも死なせた」

　…………絶句して何も言い返せない。

　意外にも女性は、私を見知っているふうだった。私にはまるで思い当たる節が無い。

「おい！　いきなりなに言ってんだよ、あんたさあ！」

　カリンが激しく声をあげる。

「エリちは被害者だぜ!?　事件の日は謹きん慎しん中ちゅうで、コロセウムにはたまたま居合わせて、あの場所で巻き込まれた一人として、やれるだけのことをやったんだ！　それを、あんたは上から文句言えるような立場なのかよ？」

「どうせ、気を遣う連中ばかりなんだろう。誰も言わないなら、オレが何度でも言ってやる。金こん輪りん際ざい、あんな腑ふ抜ぬけた事態を招かないようにな」

「はああ!?　勝手に決めつけんな！」

「カリン……いいよ。事実だから……」

　それでも、彼女の率直な舌ぜっ鋒ぽうは身にしみてこたえた。




　朽目にすがるカリンが、必死に聖骸布を緩ゆるめると、口元にほんのわずかな隙間が出来た。ぜいぜいと荒い呼吸を再開させ、ぐったりとしている。

　中学生の筋力程度で拘束が緩んでしまうような聖骸布じゃない。操っている女性が意図的に調節をしたのだ。

　これから捌さばかれるまな板の魚同然の彼を、まだ生かしておくために。

「―――こいつはマレンコフだ」と彼女が告げる。

「え……？　マレン……コフ……？」

「アキバのマレンコフと名乗って、《新宿》の盛さかり場ばを転々としながら、流しのギター弾ひきをやってる」

「朽目サン、そんなことやってたの？　ていうか、喋れる？」と、彼の頭をつつくカリン。

「ハハッ……だいじょぶだいじょぶ、ぜんぜんへーきだって……ゲホッ……で、そーそー、いい稼ぎになるわけよ……ここいらで吞んでる連中が、戦前に見てた懐かしいアニソンとか弾くと、夢中になって聴いてくれんだよね。しみじみと泣いてくれちゃったりしてさあ、弾ひき甲が斐いがあるんだよ……」

「なんか……しぶといっていうか、わりと元気ですね、朽目さん」

　ひどい状態ではあるが、骨折まではしていないようだ。

　カリンも多少は安堵したらしく、もはや紅葉を繰り出す気配は薄れている。最悪の乱闘に発展する事態は免まぬがれた。

「ふん。そういえば、そいつ、本名は朽目だったな。ガキ相手に淫行の余罪があるなら、その時はまた改めて突き出してやる。その前に、まず尋問だが───」

「…………尋問って？」

　女性には少し躊躇ためらう様子が見えた。

　今度こそ冷ややかに追い払われるのかと思いきや、そうはならなかった。私とカリンも先の事件と関わりがあると理解したせいか、それなりの説明をしない限り引き下がらないと踏んだようだ。かすかに嘆息し、語り出す。

「───そいつはオレの雇やとわれ人だ。情報タレコミ屋だよ」

　予想もしていなかった答えだった。カリンも啞あ然ぜんとしている。

「〝令呪狩り〟で捜査をしてたオレに、ガセのネタを摑ませやがった。おかげで《秋葉原》が手薄になった……あとはヒムロに聞け」

「ヒムロ、いるんですか!?　麗人座会館に」

「───ああ。いる」

　貴重な聖骸布を委託され、さらにはヒムロの名前が出たことで、この女性が〝夜警〟であることは確実になった。けれど私はこの人物の存在をぜんぜん知らなかった。

　ヒムロに聞けと言われたところで内部情報を素直に明かしてくれるはずもない。

「……こんな場所で尋問を？」

　おそるおそる尋ねる。尋問とは言うけれど、つまりは厳しい拷問で口を割らせるってことだ。

「いいや。すぐに仲間が来る。こいつは運ばせる。言ったろう。そんなガキにみせるもんじゃない」

　私たちも子供には違いないが、彼女の言葉は、特にボイジャーへ向けたニュアンスに聞こえた。初見以来まったく無視しているのかと思ったら、そうでも無かったようだ。

「ひどいこと、しないほうがいいよ、おねえさん」

「…………」

　ボイジャーは女性に向けて哀しげにそう言った。おねえさんって言った。おねえさんだぞ。

　コロセウムでの惨劇を直接目にしても淡々としていた彼だが、この不穏な空気に触れて感じるところはあったらしい。それとも、私と契約をかわしたことで、彼の何かが変わったのだろうか……？

「───そのひとはね、とってもいいおんがくをつくるんだ。すてきなきょくだよ」

　駅前広場での演奏風景を思い起こしているのか、ボイジャーは場違いなほどに優しく語る。

「でもね……ちょっぴり、かなしそうなんだ。たぶん……ほんとうにきかせてあげたいひとを、ずっとさがしてるんじゃないかな」

　朽目は咳せき込こみながら、ハハッと、力無い笑いを漏らした。

「……指と、鼓膜は勘弁してやる」

　と、女性は無感情に告げた。心あたたまる温情。

「へっへ……そいつは嬉しいねえ……サンキュー少年」

「ちょっと朽目サンさあ、そういうチンピラムーブやめろよなあ！　おっさん化がめっちゃ進むよ!?　スネ毛ボーボーになるよ!?」

「ほっとけ……わかってねえな……ゲホッ……」

（もう数分だけ、カリンの好きにさせてやりたいけれど……）

　でも、もう時間が無い。心を決めて急せかすしかなかった。

「カリン───頼みがあるんだけど。真剣に」

「くっそ、なんだよもう」

「ボイジャーを連れて、先に麗人座会館に行ってほしい。すぐに追いつくから」

「…………はあ？」

「今の話、カリンも聞いていたでしょ。疑いが本当だったら、朽目さんを簡単に解放するわけにはいかないよ。確かめるためにも、この人にまかせるしかない───さあ、ボイジャーも行って」

　後ろ髪をひかれ振り返りながらも、カリンは私の頼みに従ってくれた。




　朽目を間に挟み、女性と一対一の対話となった。

「あなたは《新宿》の夜警ナイトウォッチなんですね？　その聖骸布も、ヒムロから受け取った」

　彼女は無言で頷いた。

「───用がなければ、もう行け」

「お願いが。この人と……！　朽目さんと二人きりにさせてくれませんか!?　一分だけでいいです！」

「駄目だ。馬鹿か、おまえ」

「プ、プライベートな問題なので！」

「時間はやるが、オレはここから動かないし、聖骸布も緩ゆるめない」

「…………了解」

　私は観念して、横たわった朽目の脇にしゃがみこんだ。

「朽目さん……一つだけ聞かせてください。カリンのこと、どう思ってるんです」

　とぼけた微笑のまま朽目は黙っている。私はさらにはっきりと意志を伝える。

「思わせぶりな態度で、ただカリンを弄もてあそんでるなら……もう二度と会わないでほしいし、私が会わせません」

「………………」

　しばしの沈黙の後、彼は観念したように溜息をつき、そしてつぶやいた。

　あの時と同じ、伏しがちな眼まな差ざしで地面を見詰めながら。

「カリンくんは、いい声だよな」

「……ええ」

「俺はさ……もう少しだけ、あの歌声を聞いていたいな、ってね。それだけだよ」

「…………そう、ですか」

　それは、雑談の延長でしかない、何の飾り気もない告白。

　掴めない態度の朽目だが、なぜかその時だけは本音を語っているように思えた。

　もしも私やボイジャーに接近するために、カリンの好意を利用したのだったら、ひどく殴りつけてやろうかとも考えていただけに、拍子抜けする言葉だった。




「一分だ」

　女性が指を鳴らす。

　聴力を強化するまでもなく、大型車のブレーキ音が響き、専用の装備を携たずさえた当局のチームが続々とこちらへ向かってくる靴音が届いた。

　まだ、もう一つだけ彼女に確かめなくてはならないことがあった。それは私にとってはひどく重要で、私的な───。

「あの───」

　触れてはいけない予感がする……でも、問わずにはいられない。

「さっきあなたは、私を〝宇津見の娘〟と言った……！　私の身の上を知ってる人は必ず、あの真鶴チトセの血縁者だ、不遜な孫娘だって呼ぶのに───なぜです？」

　そう尋ねる間にも、黒服の当局隊員に囲まれた朽目は最新の拘束具を架かけられ、自走式の担架ストレッチャーに乗せられて荷物のように運ばれていく。

　役目を終えた聖骸布がひとりでにコンパクトに折りたたまれ、路地に立つ女性の背広の懐ふところに滑すべらかに収納される。

「なにも変じゃない。おまえが、宇津見とナミの一人娘だからだろう」

「…………っ……」

　この人は───私の父と母を知っている───。

　去ろうとする彼女の背に、必死に言葉を投げかける。

「名前を───あなたの名前、教えてください」

「もう、そんな必要はない。おまえが真鶴まなづるの家を出て、勝手に夜警の仕事も放り出すのなら、もはやオレたちの世界は交わらない。一般市民として平和に生きろ」

「…………そんな」

　返す言葉なんて無かった。

　───拒絶の壁を打ち立て、その場を去ろうとする彼女が、ふと立ち止まる。

　何かぶつぶつと呟つぶやいている。

「……ええ？……そういうのさ、すごくお節介で……わかったよ……」

（誰かと通信を？　独り言じゃなさそうだ……）

　……違う。結局姿を現さなかった彼女のサーヴァントと会話しているのだ。

　短い口論のあと、彼女は渋々と振り向いてつっけんどんに言った。

「〝マッキ〟。オレの名だ───バイ、エリセ」





＊






「───成る程。さようでしたか」

『麗人座会館』の個室席で、ヒムロは頷いた。白々しく。

　矢や絣がすり袴ばかまの古典的女学生スタイル。とりつくしまのない無表情。

　同じ顔、同じ声帯を備えるカレンシリーズ。でも、その性格や言葉遣いは、まるで異なっている。

　先生にも、妙にこだわりを追求する人間味があったが、ヒムロの徹底した冷淡な態度もまた、ある意味人間らしいと私は思う。でもそれは、自分の尺度にあてはめようとする人間の悪癖であって、《聖杯》の人型ヒューマン端末インターフェースである彼女にとって賞賛などにはならない。

「彼女、マッキは、あなたと接触をはかる意志は無かったようですが、接触してしまったものは致し方ございませんね」

　裏社会にも通じる夜警のマッキは、私の見知らぬ人物だった。

　そして……このカフェーがヒムロが直接経営する店舗だったとは……。堅カタ物ブツなイメージだった彼女の人物像がゆらぐ。

「…………ヒムロはいつもこの店にいるわけではないんでしょ」

「はい。常勤というわけでは。当店は要人との交渉の場として、また合法な情報源としても有効活用しています。外部へ出向く際にはマネージャーに業務を一任することも」

「あっそう……」




　うなだれ、足取りの重いまま到着したカフェーに、いざ入店してみると待っていたのは予想外の光景だった。

　大人の色と音楽。マホガニーの調度品の褐色。華美で贅ぜい沢たくな装飾の赤や金色。珈琲コーヒーを焙ばい煎せんする芳香がただよい、ねっとりとした歌謡曲が流れる。まあ、ここまでは普通のカフェーなのだけど───。

　問題は先に半個室の席に通されていたカリンとボイジャーだ。

　メイド服にも似た和洋折衷なエプロン姿の〝女じょ給きゅう〟たちが、ソファにちょこんと腰かける金髪の少年を取り囲んでいた。

　サービスで供されたパフェを、もくもくとマイペースで口に運んでいる。そんな彼を、なにくれとなく世話しているのは、やたらと距離感の近い女給さんたち。なんというかアレだ……すごくちやほやされている。

　どこかで、死神、と疎うとましそうに囁ささやく声がしたが聞こえないふりをする。

「…………何してるの？　きみは？　王子様か？」

「（もっくもっく、ちゅるん）……これはねえ、エリセ。ばななと、くりいむと、ぷりんのぱふぇー、というたべものだ。すごくおいしい。ぜんぜんからくない」

「そういう話じゃあないんだよ？　わかる？」

「すごいよ。いろんなあじがするんだ。もっと、ちょうさしないと」

「……」

　物静かで普段あまり喋らないのに、やたらと話すじゃないか。

　一方、カリンはカリンで、さきほどまでの私の心配などよそに、店の女給とおしゃべりで盛り上がっている。すっかり常連客みたいだ。

　実際のところ未成年は入店禁止なのだけど、事情を察したヒムロが迎え入れたらしい。

　夜時間を演出しているとはいえ、午前中のカフェーに客足は少なく、女給たちは暇をもてあましている。そこへ、まず来店する機会の無い少年と少女の組み合わせは、珍客として歓迎されたみたいだ。




　予想通り、女給には人間ばかりでなくサーヴァントもいた。

（あの優雅な身ごなしの美人は、確か……女スパイとして知られたマタ・ハリだ……！　舞踏のステージを見た。英霊としては超のつく有名人……。それからライフルを提さげてこっちを睨にらみつけている物騒な黒髪ブルネットは……女ガンマンのアニー・オークレイ？　初めて見た……店の用心棒かそれを気取った演出か。まさか実銃じゃないよね……二人ともオーソドックスな袴姿だけど、さすがにすごく目立つ……）

　どちらもショー・ビジネスに携たずさわった英霊だから、接客業とも相性がいい……のか？　闘技場で見世物にされる英霊たちの、誇りと自責の念への葛藤がまた脳裏のうりをよぎる。

　けれどもこの店は、史実上のカフェーとはちがう。不安定な薄給で、賃金獲得のため過剰なサービスにのめり込んだ女給たちの不遇までは再現していない。

　お客側とお店側の、互いの了解のもとで運営されている、需要と供給の交換の場ってことになる。

　その店を仕切るのが、現在、私と御ご対たい面めん中のカレン・ヒムロだ。




「───ええ。〝聖骸布〟のマッキへの譲渡は、わたくしが要請し、チトセが許可しました。よってエリセ、あなたの希望で覆くつがえることは原則としてありません」

「……でしょうね」

「先日の事件以降、高まるばかりの市民の不安指数を、一刻も早く解消しなくてはなりません。治安維持のために必要な運用でした。ご理解ください」

「…………理解はした」

　もうわかってはいた。カレンの遺品を譲ってくれだなんて、虫のよすぎる頼みだってことは。

　せっかく対面できたヒムロに、ただ挨拶だけして帰るのも馬鹿馬鹿しいから、一応の要求はしてみたが、どのみち無理な話だった。あなたが所有することになるのならば、使わせてくれないかなんて。

「事件以降、増大した都市管理業務で手いっぱいで、あなた自身が、礼装を駆使して直接解決にあたるようなリソースは無い、ってことでしょ」

「その通りです、エリセ。あなたからの幾つかの投書は、他の多くの市民の要望と比較され、適切な処置をとらせていただきました」

　優先度が低かったので、対応を保留していました……と？　絶対に噓だ。そんなのは、このお茶の時間のバックグラウンドでコンマナノ何秒で処理できるだろうに。またしてもチトセの差し金だ！

「……まあ、瑠璃姫さんのことについては、感謝してるけど」

「それはなによりです。天満宮の瑠璃姫からは、定期的に報告を受けています。業務の受け継ぎは順調のようです。サーヴァント源九郎義経も順応しています。研修期間ののちに、《秋葉原》の〝夜警〟として活動願うことに」

「……うん」

　朗報だ。それなら問題はない。

　もう店を離れる潮しお時どきだ。すべて返事はノーだったという以外は、至極丁重で、スムーズに会話は運んだ。むしろ彼女が嫌いや味みの一つでも腐くさしてくれれば、と思っていたところへ、

「残念ですね」

　アイスティーのグラスを手に取ったヒムロがぽつりと言った。

「あなたと組んで〝お仕事〟が出来ると期待していたのですが、エリセ」

「…………それ、本心？」

「カレン・フジムラは、あなたを甚いたく買っておりましたから」

　私はつい苦笑いを漏らしてしまった。

「先生には叱られてばかりだった。仕事の成果を褒ほめられたこともなかった。いつも評価は落第点か、ぎりぎりの及きゅう第だい点てんだった」

「…………」

　ヒムロは束の間、静かに私を見つめた。その態度が調整された人格の演出に過ぎないとしても、人間の数億倍の思考速度で彼女は何を思ったのだろう。

「……あらかじめ設定されていた、カーネル消失にまつわる自動継承手順においても、カレン・フジムラのあなたに関する個人的な所感の記憶は、わたくし達カレンシリーズの共有領域に残されることはなかった。……きっと、誰にも渡したくなかったのでしょうね」

「…………」

　───私は唇を嚙かんだ。無ぶ様ざまな涙をみせないように。

　マッキの言葉が胸の奥深くで楔くさびとなって痛む。

　それから私たちは、あの事件に関する未報道の情報を交換した。ヒムロからは当局の捜査状況と、都市監視網の解析データについて。私からは馴染みの情報屋から得た事件後の裏社会の動向に関して。

　予期していた通り、捜査の進展は乏しく、直接に犯人の足取りにつながるものは無かった。

　別れ際にヒムロは言った。

「カフェーの〝女給〟のお仕事に興味がおありでしたら、いつでもどうぞ。お待ちしております」

「労働基準法」

「なにを今更。宇津見エリセとあろうお人が」

　ヒムロなりのユーモアのつもりなのだろうけど、真顔はやめてほしかった。本気にしてしまう。




　個室を離れようとした矢先に、別席で控えていたカリンとボイジャーが現れた。

「よっ、ヒムロっち。ワッフル、ご馳走さんっした。美う味まかった」

「ごちそうさまでした」

「ごきげんよう、カリンさん、それにボイジャーさん。お口に合いましたなら恭きょう悦えつです。カリンさんはお父様によろしく……」

「うえっ、うええ、やめろよ───でさあ、エリち聞いてくれた？」

　さっさと話をそらしたいのか、カリンが大げさに肩にしなだれかかってくる。

「重いぞ。聞くって、なにを？」

「そりゃー決まってんじゃん？　さっきのプリン髪のアネキだよ。あいつ、何者だったんだ？」

「……ぷりん？」

　甘い記憶をリピートしつつ少年が首をひねる。

　プリン髪……言われてみれば、彼女の頭頂には染め色のむらがあった。

　私が自分の前髪に装備しているのは付け毛エクステを模した礼装だけれど。あれも礼装の一種だったのか……？　いや、それはともかく、

「そんな気軽に聞き出せるわけない。夜警ナイトウォッチの仕事を詮索したり、口を挟んだりなんか駄目だよ。第一、私はもう───」

「専任エージェントのマッキの件を知りたいのでしょうか。それなら結構ですが？」とヒムロ。

「……え？　は？　いいの？　教えてくれるの？」

　カリンはホラ見ろ、と得意顔になる。




　ヒムロいわく特にマッキから口止めはされていない。進行中の事件に関しては触れない、という条件付きで質問を許された。

　当然の条件だが、一番聞きたかったであろう朽目の逮捕の事情について期待していたカリンは、一転して不満顔になった。

（私だって、あのままにはしておかない……あとで徹底的に調べだしてやる）

「当店の耳みみ聡ざとい女給たちでも、知っているようなことです」

　そう前置きをしつつヒムロは語ってくれた。

「───マッキは、モザイク市の創設当時から、チトセを補佐していたエージェントです。わたくしが、都市管理ＡＩとして実装されるよりも以前のことです」

「そんな以前から〝夜警〟がいたの？」

　つまり私にとって彼女、マッキは先輩ってことになる……いよいよわからない。

「当時は夜警という呼び名も職種もありませんので、フリーの魔術使いですね」

「ふーん。そんなら、見た目より歳もいってんな。不老メトセラ処理で若返ってんだな。けっこう無理してたりして？」

「…………カリン……ちょっと」

（妙につっかかるんだから……）

　時に新人類は、他意無くカジュアルに他人の年齢の問題を語る。なぜなら、若く見せるも老けて見せるも、完全に本人の趣味だからだ。

　旧世代にとっては、外見を偽る行為は不自然でうしろめたい感情を伴うのだけれど、そんなネガティブな価値観を元から持っていない。

「エリセ？　あなたがチトセと近しいにもかかわらず、いわば夜警の同僚であるマッキを知らずに過ごしていたのも当然の流れです。彼女はたびたびモザイク市の外部に遠征を試みて、現地で長期間の調査活動を行っていました。今回の帰還も最近のことです」

「モザイク市の外へ……？」

「ま……マジ!?　どうやって!?」

　他人事では無い話題だった。その事実だけで感嘆に値する。カリンも目を丸くしている。

「驚かれるのも無理はありません。マッキには危険を回避する能力があるのです。そうでなければ、彼の地で生き残ることは出来なかったでしょうから───フユキのような激戦地では」

（──────！）

　その名を聞いた瞬間、ぞっと総毛立った。

「……フユキ……？　フユキって言ったの？　聖杯戦争の戦場の一つの───」

「はい───エージェント・マッキは、数少ないフユキにおける生存者です」

　ヒムロは薄い微笑みをみせた。その日、初めて口元を緩ゆるめながら。

　私に対して喋りすぎてしまった過ちを自嘲するかのように。また、白々しく。

「彼の地での経験は、どんな者にとっても凄惨で拭いがたい記憶でしょう。彼女が望んで過去を語ることもない。わたくし自身もカレン・フジムラにそう伝え聞いたのみですので、これ以上はなにも……」

　どうぞ、あしからず……。そう締めくくり、ヒムロはしゃなりと頭を垂れた。
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　とどのつまり《新宿》での成果はゼロだ。

　念願の『聖骸布』も手に入らないし、偶然に邂かい逅こうした夜警のマッキも味方にはなってくれそうにない。裏社会の顔役や、知人の情報屋をめぐって、〝令呪狩り〟のその後をあたってみたが、そちらもたいした収穫はなかった。

　角筈の片隅の小さな公園で、コンクリートの遊具に並び座り、私たちは束の間足を休めた。

「エリち、家には帰んねーのか。花園にあるっていう実家にさ」

「なんで。戻るわけないよ」

「チトセばあちゃんに顔見せに行ってやれば？」

「………………ええ？　本気？」

　カリンは、幸か不幸かあの場面を見てはいない。ルキウスがボイジャーに槍を向けた、あの衝撃的な瞬間を目撃していない。あとで起きたことを伝えても、とても信じられない様子だった。

　それに平時であれば家にこもりがちなチトセも、今は多忙を極めて不在にしているだろう。がらんとした誰もいない薄暗い部屋があるだけだ。

「そんなに言うなら、カリンこそ帰ればいいでしょ。《渋谷》のおうちに」

「やっだねー。今度こそ外出禁止にされちまうって。可愛い弟たちには会いたいけど、ぐっとこらえて～、ガマンガマン……」

　そう唱えながらボイジャーを抱え込んでわしゃわしゃと頭をかいぐる。

「…………エリセ……」

　されっぱなしの彼は、やめさせるように、私にじっとりした目でうったえる。

　仕方なくも、ちょっとしてやったりな気分で手を差し伸べようとすると、カリンが何かに気づいた。

「───ん？　なんだこれ、マフラーの下に……革製のゴーグル？　前にエリセの部屋で見たやつじゃん。持ってきたの？」

「エリセが、くれたんだ」

「へー！　かっこいいじゃん！　似合ってるぜ！」

「……そうでしょう？　ぼくもね、いいなあっておもっていたんだ」

　一転して少年はくすくすと顔をほころばせた。なんだ、げんきんなやつ。

「ちょっとカリン、あんまり不審なムーブはしないでよね。ボイジャーも。また補導係の人に追いかけられるのは御免だからね？」

　……あのゴーグルは、父の形見だ。そう聞いてる。

　飛行士用のアンティークなデザイン。それをバイクの乗車時に使っていたらしい。

　もしいつか、こんな不良品の私にも、サーヴァントが召喚される奇跡が起きたならば、あのゴーグルを贈りたいと願っていた。

　だから今朝、部屋を発たつ際についに彼に手渡せた時には、それなりに感動した。

　ただボイジャーにはちょっとサイズが大きすぎて、首に提さげるか、頭の上に載せる格好になってしまうのだけれど……本人が気に入っているのなら、構わないかな。




　あの人───マッキは、父と面識があることを隠さなかった。

　だから私をはっきりと父の姓である「宇津見」と呼んだ。母のナミの名前まで知っていた。

　祖母チトセは、父を産んだ後に姓を旧姓の「真鶴」に戻している。はたしてそれが魔術師の家系を継ぐ者としての意志の表明だったのか、個人的な、家族との決別だったのか……どちらなのかはわからない。

　そのチトセが、これまで同様に両親の過去について口を閉ざしたままなら、私はもう一度マッキに会いたい。

　私は彼女に、ほのぼのと思い出話を披露してほしいわけじゃない。ただ、チトセもルキウスも語らず、ついに先生も教えてくれなかった、両親が亡くなった時のことを聞かせてほしいだけだ。

　そして……できるならマッキの触れたがらない彼女の過去についても知りたかった。もっとフユキに近づくためにも。

「カリンも、エリセも、いえでしてるのなら、ぼくとおんなじだ。ね？」

　ボイジャーはしたり顔で言った。

「ははっ、家出な？　言うじゃんボイジャーも。って、そうなのか？　エリち？」

「うーん？　家出と……ボイジャーの宇宙探査が？　同じかなあ……？」

　いつかは戻るだろう数日や数週間の外出と、そうではない半永久的な旅とでは、まったく違う。いやそれとも彼が言いたいのは───。

「……でもま、結局さ？　あたしらって、結界に塞ふさがれたモザイク市のなかを行ったり来たりしてるだけで、家出らしい遠出も出来ないんだけどな」

（…………カリン……）

　寂しげに笑う彼女の言葉に、急に現実の重さがのしかかってくる。フユキを目指すだなんて。途方も無い馬鹿をしている自虐の声は、ずっと胸の中で聞こえてはいた。でもそんなのぜんぶ承知の上で、私は歩き始めたんだ。

　すると、ボイジャーは優しく首を振った。

「───すいんぐばい、だよ」

「……スイング・バイ？」

　ずいぶん唐突な宇宙用語。たしか〝フライバイ〟とも言うはず。

「うん。さいしょはね、ちかくのほしを、いったりきたりするんだ。けれど、やがては、うんとたかく、もっとふかく、ずっとずっと、とおく、とおくへ───」

　彼はその場に立ち、まっすぐに空を指差した。

「───いくんだ、ぼくたちは」

「…………」

　私もカリンも返す言葉を持たないまま、彼の指先を見た。小さくてあまりにも華きゃ奢しゃな指の、その示す先を。

　左手の《令呪》が、鈍にぶくうずく。

　彼は忘れ物をしたと言った。忘れ物は、わたしののぞみだと。

　このせかいを壊すのだと。もう、十分に世界は壊れてしまっているのに。

（ああ……これは破滅の願望だ……親方の夢見た流血の革命だ……あの黒い犬の誘惑そのものだ）

　地上に零こぼれたすべてを《聖杯》に戻すことが出来るのなら、私はきっと、親しい人も愛する故郷も、ぜんぶを灰にして、世界そのものを敵にまわしてしまう。

　私の喪うしなわれたものを取り戻せるわけじゃないのに。
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　いつだって遠慮も気兼ねも無いカリンが、今日に限っては少しおとなしい。

　フユキ行きを決心しつつ、その出だしからつまずいて消沈している私の態度が、彼女まで気き後おくれさせてしまった。そう勘ぐりつつも、ふと思い直す。

（ああちがうや……そうじゃなくて、朽目さんか……だよなぁ……）

　懸け想そうがそんなにも心の重しになるのなら、私はますます興味が持てない。

　そんなカリンとボイジャーを付き合わせて街を歩き、路面電車も乗り継ぎながら、あちこちに足を運んだけれど、街は平穏そのものだった。濃厚な殺意や死の気配を感じ取れば、即座に私の〝邪霊〟たちが反応するが、それもない。

　ヒムロが都市復旧にリソースの大半を割き、当局の捜査員とサーヴァントたちも最大限の警戒を敷いているのだから、当然といえばそうなのだが。

（ふぅ……私ばかり気負っていても、事態が好転するわけじゃない……か）

　私は肩の力を抜いて、嘆息した。

「ねえ、カリン？　フルーツパーラーにでも行ってみようか。中央駅前に大きなお店があったでしょ。私が奢おごるからさ」

「マジで？　やったあ、エリっちー様！　めっずらしーな。いいのか？」

「珍しくはない。全然めずらしくはない。私が貰った賃金の何割かはカリンが食べ尽くしてる。……まあ、この後の予定も考え直したいし。あそこなら女子中学生が行っても不自然じゃないでしょ」

「だな。フルーツパーラー、入ったことねーけど」

「うん。私もない。でもボイジャーは気に入るんじゃない。せっかくだから紅葉さんも入店できるといいんだけど」




　そうして私たちは駅前近くまで戻り、大きな青果店のビルに併設されているフルーツパーラーに入店した。早くも店先からいい香りがする。

「ふるうつぱあらあ？」

「知らないの、きみ。英語でしょ？　あれっ、もしかして和製英語？　とにかく果物のデザートだよ。朝からおやつばっかり食べてるなぁ……」

　広い客席は案の定、女性ばかりだ。男性サーヴァントたちは空気を読んで姿を消している。子供を含む家族連れもいて、ボイジャーを同行させている私たちも違和感は無い。

　本当はとても苦手な空間だし、南国風の果物もたいして好きじゃないけれど。平穏で優しい場所が、まだちゃんとあるって実感できたのは悪くない。

（とはいえ……いつも通りの洗礼もある……）

　私の顔を見知っているらしい事情通のサーヴァントは、マスターには隠しつつ露骨に嫌悪の視線を送ってくる。縁起でも無い輩やからが現れた、こんな場所に何をしに来たんだと。




　無意識に賑にぎわいを避けて向かった店の奥、私たちのはす向かいのテーブルでは、目を引く女性サーヴァントの二人連れが対座で語らっていた。近くにマスターは見当たらず余計に目立つ。その片方は知った顔だった。

「キルケーじゃん？　あれ、そーだろ？」

　カリンもすぐ気づいた。コロセウムで実況を務めていた自称・大魔女だ。

（キルケー……ギリシャ神話のアイアイエー島に住む、きわめて危険な魔女……）

　神話では船乗りたちを豚に変えるエピソードがことさらに有名だけれど、本当の脅威は彼女の持つ知識だ。物質と生命を操り、自在に変換するその術は、ほとんど魔法の領域に近い。なんでかコロセウムでは脳天気で破天荒なキャラクターで売っていたけれど……。

　その彼女は、あの時のイメージと寸分変わらず、夢中になって捲まくし立たてている。その騒がしさとは対照的に同席者の反応は薄く、かすかに頷き返すくらいだった。

　相手は暗い色のローブを羽織り目ま深ぶかにフードを被っている。キルケーと同郷のギリシャか地中海に関係する英霊か……と思えたけれど、それだけとは言い切れないいっぷう変わった雰囲気だ。

（知らない英霊の女性だ……あの魔女を前にして全然動じてない……誰……？）

　ちょっと椅子から身を傾けて覗き込む。

　陶器のように青白く陰気そうな肌色に、ばさばさとした長いウェーブの髪。キルケーよりは上背があるものの、それでもけっこう小柄なほうだ。ローブに刺し繡しゅうされた幾何学的な紋様も、私の知識には無いもので出自となる文化圏を特定できない。

（……あっと、いけない）

　いつのまにか、その彼女がこちらをじっと見返していた。フードの下の濃い目めの隈くまの奥から覗く、鋭い黄色の瞳。

　こちらの詮索の視線に気を悪くしたか……あるいは私の悪評を知っているサーヴァントか、とも勘ぐったがそうじゃなかった。彼女が視線を注いでいたのは、私の隣りで葡ぶ萄どうのパフェに目を輝かせているボイジャーだった。

　ようやくその様子に気づいたらしいキルケーも、一方的なお喋りを止め、こちらを振り向いた。

「───聞いてるのかい私の話をさ？　ん？　惹ひかれるデザートでもあったのかい？　なんでも頼めばいいだろ、どうせ全部そっちの奢おごりになるんだから……って、ちょっとどこ行くんだい？」

　不満げなキルケーを無視して、彼女は立ちあがり、私たちのテーブルの前に立った。

「なんか来たぞ……」と、カリンがいぶかしむ。

　博物館の標本のようにじっくりと観察されるボイジャー。

　英霊たちがおのずと纏まとい漂ただよわせる畏い怖ふとも、冷たい闘争心とも異なる、未知の気配に肌がざわつく。澄み切った理性ロゴスと、混沌とした激情パトスが互いに溶け合うことなく同居する奇妙な感触。

（……なんだこの威圧感……これは……王の威厳……？）

　過去に渡り合ったサーヴァントの記憶から、一番近いと思える感覚がそれだった。つい私は、きょとんとするボイジャーを庇うように身を乗り出していた。

　お構いなしに彼女が口を開く。

「───きみ。この、ボクの推けい計さんが確かなら……きみは、十二日前の深夜に《秋葉原》で召喚されたサーヴァント……正しいかい」

　淡々と、けれどかすかに熱を帯びた声で問われた。

「うん。そうだ───ぼくは、エリセによばれて、けいやくをした」

　ボイジャーは臆おくすることなく、まっすぐに応じた。そんな平凡なやりとりに、なぜか私の胸は締しめ付けられる。

「では、あなたが最後のサーヴァントとなる───望もうが、望むまいが」

「さいご……ぼくが、かい」

「…………うん……」

　そこで彼女は、はたと自分のやぶからぼうな行いに気づいたようだった。

　不思議そうに見返しているボイジャーばかりでなく、啞然としている私たちも視界に入ったらしい。

　その途端、赤らめた頰を隠し、フードを引き寄せて縮こまった。




　───彼女の名は『エウクレイデス』。

　以前キルケーはアレクサンドリアの〝エウクレイデス〟と紹介した。

　紀元前ギリシャ文化圏の数学者・天文学者として著名。英語読みの〝ユークリッド〟といえば、幾何学の代名詞にもなっている。

　古代世界の知の礎いしずえとなった賢人として、哲学者に〝プラトン〟を、科学技術者に〝アルキメデス〟の名を挙げるとき、数学者に〝エウクレイデス〟を列れっ挙きょすることに異論を挟む者はまずいないと思う。軍略と関わりのない、純粋な数学者のサーヴァントというのが珍しいし、なにより───。

（〝フォーリナー〟のサーヴァント……！　私の知る限りモザイク市でたった一人の。そして、またしても女性だ……）

　数少ないフォーリナークラスのサーヴァントは、先の戦争では敵味方共に甚大な被害を招いた災厄の象徴として忌き避ひされた。

　史実に伝わるエウクレイデスは男性のはずなのだけれど、実は女性だったらしい。ただそんな発見すらも、もたらされた他の驚きの中に埋もれてしまった。




　キルケーに機嫌よく招かれて、私たちは同席することになった。

「───サーヴァントを狩る〝死神〟の噂うわさはもちろん耳にしていたけどさ、きみみたいな年とし端はもいかぬ娘だったとはなあ。まっ、ご安心あれ、私は人畜無害だぜ？」

「それは……マスター次第です」

　警戒を崩さないまま慎重を期した答えを返すと、違いないね、とキルケーは苦笑した。大量に追加注文されたデザートを、どんどんこちらへ並べて寄よ越こす。

「ほうら、どんどん食べちゃっていいよ？　今日はエウクレイデスの奢りだからね！」

「ダブルラッキー！　ってもしかして、こないだの解説役ドタキャンの件？」とカリン。

「ああその通りさ！　私が《新宿》に出てくるついでに、ヒキコモリのこいつを呼び出したんだ」

「……ボク、読みたい本があったのに。相談ごとがあったのも確かだけど」

　エウクレイデスは〝死神〟の私をまったく知らなかった。けれど、なぜかボイジャーの存在だけは知っていた。

「最後のサーヴァント、というのは……？」

　さきほどの預言の真意を知りたくて、私は前のめりに彼女に問う。のだが、

「……きみたち、中学生でしょ。学校はどうしたの。感心しないな」

　面と向かって指摘されて、私もカリンもぎくりと首をすくませる。

　すると、あまりにも率直なボイジャーのフォローが入る。というかぶっちゃけた。

「エリセはね、がっこうが、きらいなんだ」

「……ちょっとボイジャー……」

　別に、勉強そのものが嫌いなわけじゃない。

　でも彼女は眉をひそめてドン引きした。唇がわなないている。

「そうなのか……それは……ユークリッド的じゃない……」

　こんな場所で他人から叱責を受けるのかと思いきや、その逆に彼女の方が、しょんぼりと落ち込んでしまった。あまつさえ、フォークの先でいじいじとイチゴを転がしている。

「おうい、帰ってこいよユーくん!?　エウクレイデスったら！　きみが責任感じることないだろ？　教育の荒廃はなげかわしいけどね！」とキルケーが明るく、他人事のように励ます。




　どうにか気を取り直し、エウクレイデスはボイジャーに向き直る。

「きみの真名は〝ボイジャー〟というんだね。一応、ボクも自己紹介しておくよ───」

　フードを下ろし、はっきりとその容貌を見せたエウクレイデスは、とても大人びた少女というルックスだ。かなり痩せぎすな体格で、もとから目つきが悪く、四六時中、不機嫌でいるように見える。

「ボクは、エウクレイデス。降臨者フォーリナーのサーヴァント。《多摩》にある図書館で、嘱しょく託たく勤きん務むの司書を務めている。聞いたことあるかな。アレクサンドリア、というのはボクの郷土の名でもあるけど、モザイク市でいちばん大きな図書館の名前でもある。そこで、教材用の教科書の編集を手伝ったり、図書館の利用客から寄せられた相談に乗ったりしている」

「なるほど……図書館については存じています。征服王イスカンダルの像がある建物ですね。今日は、お二人のマスターは？」

　気がかりだった点を尋ねる。互いに顔を見合わせ、まずエウクレイデスが言った。

「彼は小学校の教師だ。授業の仕事があるからね。日中は普段から別行動をすることが多い。今日は許可を得て、ここまで単独行動させてもらっているんだ」

　それは《令呪》を何割か消費して、遠隔地まで移動している、という意味だった。

《多摩》は、戦前のベッドタウンの雰囲気を残した住宅地で、多くの市民と学生を抱えている自然豊かな広い街だ。かたや《秋葉原》がホームのはずのキルケーは、

「店長オーナー───私のマスターは一緒に《新宿》に来ているよ？　ちょっと別件でね？」

　と、簡単に説明を済ませて、エウクレイデスに先を促うながした。

　大数学者は、もごもごと半切れのイチゴを飲み込んで話を続ける。

「……先日、産科の医療関係者から、とある相談事を持ちかけられた。最近、モザイク市で誕生した新生児に、召喚されるはずのサーヴァントが、なぜか顕けん現げんしない事例が連続して起きていると」

「それ、あたしの事じゃん？」とカリン。「今は、モミがいるけどね？」

「……そうか、じゃあ知ってるね。モザイク市の成立時から、一定の確率でそういう症例はみられる。けれど、急増したのはここ数週間の話なんだ。大きな問題とはなっていなかったけれど、統計学的にはすでに異常な事態だった。そこへ───」

　私には、話が導かれる先の見当が、すでについてしまった。なぜなら……夜警の仕事を始めて以来ずっと、この私自身が他ならぬ当事者でもあったからだ。

「サーヴァント・ロスからの復帰例が、一つも報告されていない……」

「───うん」

　彼女は頷き、陰気な顔をさらにどんより曇らせる。

「その原因をキルケーと究明していたんだ。結論は出ていないけれど。……そうか、あなたたちは、あの場所にいたんだ。あの闘技場に」

「エリセ、ちゃんとおしえて」

　ボイジャーが私を急かす。カリンはもう、進行中の事態の深刻さに察しがついたらしく、口元に指を当てて神妙に考え込んでいる。せっかく気晴らしに来たのに、こんな話題になるなんて。

「……すみません。話の腰を折って」

「詳しいみたいだね。いいよ。彼ボイジャーには、きみが説明してあげて」

「はい───いいかい、ボイジャー。〝サーヴァント・ロス〟は、文字通り、自分のサーヴァントを失うことだよ。コロセウムの事件では、サーヴァントを喪失したマスターが多く出た。普通では考えられない大量のサーヴァント・ロスがあった」

「……そうだね。いっぱい、しんだ」

「うん……でもね、このモザイク市にいるのなら、またサーヴァントは召喚されるんだ。以前と同一のサーヴァントが再召喚されることはまずない。それでもまた、サーヴァントは召喚される。再召喚までの期間は、人によってまちまちだ。翌日の人もいるし、一年後だった人もいる」

　───あるいは十四年後に、ようやく。キルケーが説明の続きを受けた。

「……で、私自身もトーナメントのコネを頼って調べてみたんだけどさ？　どーやら事件後に再召喚されたケースは一つも報告されてない。彼らのロス状態は、いまだに続いているってわけなんだ」

「それは、おかしいんだね」

「うん。おかしい」とエウクレイデス。「母数の大きさから言って、まずありえないよ。新生児の件を重ねて考慮するなら、この状況はつまり───ある時期から、このモザイク市では、サーヴァントは召喚されなくなった。そう考えるほうが自然だ」

「……だから、ぼくが、さいごの？」

「………………」

（ボイジャーが最後のサーヴァント……？）

　エウクレイデスの語った十二日前とは、私がクンドリーと戦って惨敗し、ボイジャーが現れたその夜を指している。

　あれからただ一騎のサーヴァントも召喚されていないなんて、何十万人もの市民をかかえるモザイク市では考えられないことだ。それに疑問はまだある。

「───彼と私が契約したことを、知ってらしたんですか？」

　そうキルケーに向かって尋ねると、鷹たかの魔女は素っ気なく首を振り、脇に座る陰いん鬱うつな数学者を指差した。

「ボクの直感だ。ただの直感だ。あなたが、その問題のサーヴァントだって思ったのはね。嗚呼やだぁ……こんなのは非ユークリッド的だ……いあいあ……ぶるぐとむ……ぶぐとらぐるん……」

　自分の行動ながらどうにも承諾できないところがあるらしく、彼女はだしぬけに頭を抱えテーブルに突っ伏しながら、ぶつぶつと奇妙な文句を呟いた。

「またそれかい？　ふふっ、なあに直感は大切さ！　それに少年、きみが特別なのは私にだってよくわかるぜ？　きみからは、既知のどんなクラスに属する魔力も感じないものな。フォーリナーだってかなり特殊なクラスだ。聖杯戦争の規格外同士、なにか惹き合うところがあったんじゃないか？」

「それだ！　さすが魔女だな!?」

「大魔女だぞ？　いいよお、もっと褒ほめろ」

　感心してカリンが頷くとキルケーも破顔する。

　一理ある……ような気もするし、魔女の詭き弁べんに押し切られている気もする。

　とはいえ、たとえ数学者の英霊であってもサーヴァントである以上、魔術的な存在には違いないのだから、論理と合理の外にある思考とも無縁じゃない。

「そうそう。もののついでに、この大魔女が若きサーヴァントに、新しいクラス名をつけてあげようじゃないか───ずばり、〝航海者ボイジャー〟だ、どうだい？」

「……いいね、とっても。ありがとう」

　ボイジャーは微笑む。

「どういたしまして！　ふふっ！」

「いや、そのまんまじゃん？」

　放っておくと果てしなく脱線していく予感がひしひしとした。涙目でうなだれているエウクレイデスに向き直る。

「……報告はされたんですか？　エウクレイデスさん」

「したよ。《多摩》の都市管理ＡＩの〝カレン・ゴトゥー〟にも報告したし、念のため《新宿》の〝カレン・ヒムロ〟にもした。事はとても重大だから。モザイク市全体で起きている異変なんだから」

「そう……ですか。ありがとうございます」

　だが、そんな異変については、ヒムロは何も語らなかった。

　まだ実害には至ってはいないとはいえ。もしも意図的に伏せているのだとしたら、逆に事態の深刻さを実感する。ただ今の私には、情報を得たところで対処方法の糸口すら摑めない。




　店内に客が少なくなった折を見て、カリンは紅葉を呼びだそうとしたが、彼女は現れなかった。わざわざ周囲の客に、これからでっかいのが現れるけどゴメン、と断りを入れてお膳ぜん立だてまでしたけれど、それでも彼女は姿を見せなかった。フルーツの味見にほんの鼻先くらい現れても良さそうなものなのに。

　その流れで再びマスターの話題になった。キルケーがにこやかに自慢そうに語る。

「私のマスターは腕の立つ調理師でね？　『キュケストック・アイアイエー』っていう、チェーン店を展開してるんだ。今はマスターがオーナー。私はその共同経営者さ。モザイク市の全市にあるんだぞ！　ふふっ！　《秋葉原》にもキュケストック・アキハバラと、キュケストック・コロセウムの二店舗があったんだけど……あいにく、コロセウムは無期限閉鎖されてしまったろ？　だからスタッフの配置換えをすることにしてさ、今日はこの街のキュケストック・ツノハズの視察ってわけなんだ」

　……なるほど。会合にこの有名なフルーツパーラーを選んだのも、ライバル店の視察と勉強を兼ねて、ってことだ。怠惰と享楽ばかりを好む魔女かと思っていたら、その実けっこうビジネスライクだ。

　一気に語った魔女の表情が、ふっと陰かげった。微笑を浮かべながらも、少し寂しげに私を見た。

「宇津見エリセっていったっけね。きみには礼を言う。きみは戦ってくれた。コロセウムに集まった観客ピグレットたちを、命をかけて救ってくれた」

「私は……人に褒められるようなことはしていません。あの時だって、失敗したんです。何もうまくはいかなかった」

　私は死神だ───死神の務めを果たした相手から賞賛されるようなことはありえない。

　それでもキルケーは、おだやかな微笑を絶やさない。まるで不ふ肖しょうの弟子をみるような、諦てい念ねんと親しみのこもった微笑みだった。

「いやー、ホラ、私は何も出来なかったからさ？　自分のマスター一人を、あの地獄みたいな場所から逃がすだけでせいいっぱいだった」

「立派なことです」

「うーん、どうかなあ……私こそ、なかなか上手にはやれなくてね……」

　自嘲しつつ椅子にもたれる。大正スタイルを意識して三つ編みのおさげに編まれた髪を胸の前でいじる。乙女のような仕草で。

「私のマスターはね、ずっと待っているんだ。戦前に生き別れてしまった彼女の恋人が、いつかモザイク市に辿たどり着ついてくれるのを信じて、十四年の間、ずぅーっとね」

「聖杯戦争難民……ですか」

　うん、と彼女は頷く。

　モザイク市の市民は、戦前から首都圏の近隣に居住していた人々ばかりじゃない。

　世界規模の聖杯戦争の災禍と、自然の災害を避けて放浪を余儀なくされ、戦後ようやくモザイク市に迎え入れられた難民たちも少なくは無い。

　そんな不遇の難民たちも、ある時期からはモザイク市は受け入れを停止した。〝さまよえるユダヤ人〟のような特殊例を除き、昨今モザイク市に難民が流入することはまず無い。

「───彼女ったらさ、毎日、毎週、毎月、あっちこっちの街へ捜しに行くんだ。そこまでしなくたって、市外からの来訪者があれば、カレンシリーズが教えてくれるって言っても聞かなくてね？　今、展開してるチェーン店は、そんな彼女を少しでも助けるために始めたんだ」

「そうだったんだ……てっきり、あんたの趣味なのかなって」

「ん？　勿もち論ろんそれもあるけど？」

　屈託なくカリンに返す魔女は、からりと明るい態度に切り替えて、キュケオーンのＣＭソングを口ずさんだ。




「───ふうんそうか、きみたちフユキに行くのか」

「………………」

　軽くはない決心をしたのちに、私たちの目的を明かしても、キルケーの反応はあっさりとしていた。エウクレイデスも無言のままだ。

　現実に行けるはずない、と侮あなどっているのか。それともモザイク市のサーヴァントらしく、自分のマスターと交わることのない未来でなければ、基本的に興味を持たないのか。

「ボイジャー、きみってやつは、星の海うな原ばらを征いく船なんだろう？」

「うん。ぼく、ふねだ」

　彼は誇らしげに胸を張った。

　ゴーグルを被った今の彼は、どちらかというと小さな飛行士だけれど。ボイジャー、パイオニア、チャレンジャー、エンタープライズ───宇宙を目指したアルミニウム合金と電子機器の寄せ集めの機械は、人々からの止まない冒険心を託された、大航海時代から連綿と続く、帆船の末まつ裔えいなのだ。

「───それなら、資格はありだ。きみの船長と一緒にコロセウムで働いてくれた礼に、一つ助言をしてやろう。私に出来るせいいっぱいのことだ。魔女に助言を請こうときはふつう、命を代償にするものだが……。きみはもう払ったよ、死神」

「じょげん？　あどばいす、だね？」

「そうとも、航海者ボイジャー」

「……ありがとうございます、魔女キルケー」

「大魔女だ！」

　その好意は、謹つつしんで受けるべきだと思った。

　モザイク市で召喚されてしまったがために、魔力を制限され、存分に力を振るえず忸じく怩じたる想いを抱えるサーヴァントもいる。

　それでも、アイアイエー島を出航する勇者オデュッセウスに贈られたという魔女の智ち恵えは、神話と同じ価値を持っている。




　───結論として、魔女キルケーからは、とても重要な話を聞くことが出来た。

　直接にフユキの件ではないけれど、それでも私たちの敵に関係がある話だ。

　内容を咀そ嚼しゃくしきれていないカリンやボイジャーのために、あとでもう一度、引き合いに出して確かめなくちゃいけない。

　フルーツパーラーからの去り際に、魔女から他愛も無い問いを投げられた。

「ところでエリセ？　きみの名付け親はギリシャ語が堪たん能のうだったかい？」

「……え……いいえ。どちらかというと、フランス文学を好んでいたようです」

　私の名付け親が誰なのか正確には知らない。けれど、その時はそう答えた。

　実家には父の遺のこした洋書が結構あった。英語書籍のほかに仏語の本も多かった。そのなかにはテグジュペリの『星の王子さま』も含まれる。

「あっ、そう。ならいいや」

「……なんですか、気になる」

　仕方なく話を合わせた。そのつもりだったけれど、自分の胸にふつりと湧いた好奇心を意識はしていた。

「たいしたことじゃないんだけど───エリセという響きは、英雄たちの暮らす死後の国を思わせる名だ。ちゃんと呼ぶなら〝エリュシオン〟だね。そんな名前を持つきみがこの街で〝死神〟をやってるなんてのは、まったく皮肉だなあと思ったのさ」

「……よくある名前です」

　すると、ためらいがちにエウクレイデスが口を開き補足した。

「……フランス語だったら『エリゼ』は、『エリュシオン』と同義だよ。シャンゼリゼ通りというでしょ。凱がい旋せん門もんをくぐって、英霊の還かえってくる極楽浄土がエリセの園Champs-Élyséesなんだ。詳しくは、ボナパルトにでも聞いて」

「さっすが本の虫。専門外のことでもよく知ってるな。トーナメントが再開したら、今度こそ解説役を頼まれてくれよ？」

「うぇ……ユークリッド的じゃない……」

　ふふ、と笑ったキルケーは締めくくりにこう言った。

「───フユキには、あいつがさ……メディアが召喚されたって伝え聞いた。ま、とっくに死んでいるか、英霊の座に還っちゃったろうけど？　きみ、もし会ったなら、よろしく伝えといてくれ」

　……はい。もしその人が私の敵であったとしても。

　会いたい人に会えないのは、もどかしくて遣やり切きれないから。
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　夕闇の降りてくる駅前。帰路を急ぐ通勤客の雑踏。

　薄暗い石畳の上で、少年は空を見上げている。月光でぼんやりと明るいけれど、星の無いさみしい空を。

　かかとを持ち上げて少し背伸びをしながら、つんと尖とがった鼻先を、月を刺すように空へ向けている。

「───さあ、こんどは、どこへいこう？　エリセ」

「今考えてる」

「もう、ひがくれてしまうね」

「見ればわかるよ。私は夜に行動するのが普通なんだ。でも、きみだって疲れたろう？」

「ぼくなら、だいじょうぶ」

「本当かな……」

　霊体化できないまま彼を連れ回しているのは、消耗させてはいないだろうか？　急に行動不能に陥おちいったりしないだろうか？　私はまだ、自分のサーヴァントを扱いかねている。

「なーんか香ばしい匂いすんなぁ、焼き鳥かぁ？……メシ行こうぜ、メシにさ！」

　ガードレールに尻を引っ掛けていた私の耳元で、カリンがわめいた。

　赤い提ちょう灯ちんをともしたラーメンの屋台に目が釘くぎ付づけになっている。

「ついさっき口に入れたばかり。だいたいもう一生分のフルーツを食べてお腹なかいっぱいだよ。エウクレイデスさん、また涙目になってたよ？」

「オゴリのまたオゴリだもんなー……それはそれとして、晩メシは別べつ腹ばらだ」

　おそろしい消化力だ。栄養がカロリーにも魔力にも変換されていないのだとしたら、いったい何処へいってるんだ？

「そういやさ、ユーさんのドタキャンのわけを聞きそびれたよな」

「あっ……そうだね。またユークリッド的じゃなかった、とか言うのかな」

　ちょうど解説役を欠席したタイミングで、恐ろしいテロリズムが吹き荒れたことについては、彼女自身もばつが悪そうだった。その一方で私は今更ながら安堵した。あの難敵のンザンビに、フォーリナーのサーヴァントが操られる事態となれば、私の手に負える暴動では無くなっていた。それでなくとも……そうだ。欠席といえば、

「カリン、紅葉さんはどうしたの？」

「あーそれがさぁ、なんか機嫌悪いみたいだ。反応わるくって……。あたしも、さっきのサーヴァント・ロスの件で相談したいんだけどな。放っとけない事件だろ？」

「……そっか。そうだね。勿論そうだけど」

　サーヴァントを喪うしなった虚脱感を埋め合わせるものは、サーヴァントしかない。モザイク市では誰もがそう信じている。適切なケアを受けないままロス状態が長引けば、深刻な事態に陥ってしまう市民もいる。

　セラピーグループに影を潜ひそめていた親方マイスターの記憶が脳裏をよぎり身震いする。何かが進行している不気味さが私を焦じらす。

　今こそ私は彼らの恐怖と孤独を理解できる……そのはずなのに。

　───ボイジャー。空から降りてきた、私のサーヴァント。

　抱きしめたら砕けてしまいそうな金色の少年。

　ただそばにいてくれるだけでいいと、ずっと願い続けていたサーヴァントを、私は早くも持て余している。あのキルケーと彼女のマスターのような、支え合う関係を築けてはいない……。




（……？）

　前髪がかすかに揺れる。礼装経由でメッセージの着信があった。情報網ネットの秘ひ匿とく回線だ。

　相手は情報商の〝ボルジア兄妹きょうだい〟だった。テキストではなく音声会話を希望していた。私自身の急ぎの判断を要する用件だ。

『───今晩は、エリセちゃん』『今晩は、エリセくん』

「今晩は。セニョーラ・ボルジア、セニョール・ボルジア」

　カリンたちに身振りで通話中であることを伝えながら、歩道の脇へ下がる。

『エリセちゃんのお望みの情報があります』

「お聞きします」

　兄妹には幾つかの要望を投げていた。ほとんどダメ元みたいなリクエストもある。

　私は小声で尋ねた。

「……捕縛された朽目の件で進展が？」

『残念ながらそっちじゃない。別件のライデンフロース家の動向についてだ』

『ライデンフロースは、門もん人じんを一人移送したみたいね』

「それって……」

『なんでも新人トーナメントのチャンピオンだとか？』

（コハルだ……！）

　───コハル・Ｆ・ライデンフロース。

　以前に交換した私的なアドレスにこちらの近況を伝え、彼女の容態を尋ねるメッセージを送ってはいたのだけれどいまだに返信は無かった。

『移送先は《秋葉原》近隣の離れ島だ』

「……それって……隠れ家セーフハウス？」

『さすがエリセくん、鋭い』

「ま、待ってください。だってそれは、あなたがたの管理してる隠れ家セーフハウスなんじゃないですか？　そんな情報漏ろう洩えいがライデンフロースにバレたら───」

『要望があったのは、あくまで一般人枠だったものでね。例のチャンピオンというのも、まだ推測におさまる範囲だし？　待遇からして移送される人物は、特別な要人というわけじゃないらしい。確証は無いからこの情報についてはサービスでいい』

「……え？」

　そんなはずはない。当然、ボルジア兄妹は移送された人物を把握している。ただ言げん質ちを残さないように言葉を飾っているだけだ。

『そこでエリセちゃんに提案なのだけど、隠れ家セーフハウスの定員にはまだ余裕があるの。ちょっとしたバカンスはいかが？』

「───行きます！」

　私の強い語気に驚いて、雑談をしていたカリンとボイジャーまで振り返った。

　厳重な結界を施され、人払いをされた隠れ家セーフハウスは、高級ホテルのスウィート・ルームなどとは比べものにならない滞在費がかかる。以前にも冗談交じりで勧められたけれど、実際はとても個人で利用できるものじゃない。

　それでも私は彼女に会いたかった。コハルの安否を確かめたかった。

『そう───では、明朝未明、指定の場所でボートに乗ってくださるかしら？』





＊






　───翌日。

　隠れ家セーフハウスへと向かう船上に、私たちはいた。

「まあ、そう気を落としなさんな、エリち。めったに来られやしねー保養地なんだろ？　せっかくなんだからがっつり楽しんで───いった！　殴るなよ！」

　モーター付きの高級ヨットの船内でがっくりとうなだれている私の頭を、ぽんぽんとカリンに叩かれて思わず手が出てしまった。

　ボイジャーはボイジャーで船の舳先へさきにかじりつきながら、ヨットが波をかきわけ帆走する様子に夢中になっている。魔女からの助言のタイミングは偶然だったとしても、まさに出航の日となった。

「遊びに行くとかじゃないって言ったでしょ」

「なんだよー、そういうエリちだって水着持ってきてるしー？」

「これは……制服じゃ暑いし、動きやすいほうがいいから」

　カリンを置いて私だけで隠れ家セーフハウスを訪れることはもちろん出来た。

　……のだけれど、もしかしたらコハルに会えるかもしれないと明かした時のカリンがとても嬉しそうで。それに気落ちしているに違いないコハルを、私だけで励ませるかどうか不安で、そこでつい二人分の渡航をボルジア兄妹に依頼してしまった。

　ものすごい出費だ。なにやってるんだ私は。




　ボルジア兄妹は〝離れ島〟と表現していたが、正確には岬だ。《秋葉原》の南沿岸部の突端にあり、到達する陸路は閉鎖されている。

　宝石のような遠浅の海。強い陽ひ射ざしに輝く白い砂浜。南洋の野生植物の密林。すべては人工のプライベートビーチだ。

　専用のヨット以外で接近するものがあれば、無条件で攻撃される。もちろん、海棲ドローンへの対策だって抜かりは無い。

「───エリセ！」

　ボイジャーが鋭く私を呼んだ。のどかな風景に似つかわしくない緊迫感が伝わり、鼓動が加速する。

（なんだろう……）

　飛び出したカリンに続いて甲板に顔を出すと、すでにコンクリートの船着き場が見えてきていた。波止場の先に誰かが立ち、ヨットの到着を待ち構えている。

（…………ああ……）

　白いガウンに臙えん脂じ色いろのリボンタイ。伝統的な魔術協会の制服を着た少女、コハルがいた。歓迎を表して、ぎごちなく私たちに手を振ってくれている。

　そしてもう一人の意外な人物、サーヴァントの姿があった。

（まさか……ルキウス……？）

　ボイジャーがじっと見据える先───。

　コハルの傍らにはスーツ姿のルキウスが立っていた。上半身はいつものベスト。麻のパナマ帽をかぶり、裾をまくり上げたシャツから逞たくましい腕を露出させている。ボイジャーに向けて非情に得物を投げ下ろした槍兵の腕だ。

「……どしたよ、エリセ？　ボイジャーもさ？　コハルっち、元気そうじゃん？……ああ、そうだったっけ。例のバトルね」

　私とボイジャーの固い表情を見て、カリンもようやくあの日の対決を思い出したらしい。




　接岸したヨットから降船し、緊張の面持ちで二人と対面する。

「チトセまで来島しているなんて……そんなの、聞いてなかった」

「ほう？　我々は、きみが来訪することをチトセから教えられたのだがな」

　彼の言葉に隣りのコハルも神妙に頷く。

　ルキウスがいるのであれば、この〝離れ島〟にチトセもいる。万が一にもあのチトセがルキウスだけを遠方へ派遣するということはない。彼は私の懸念を察し、先回りして告げた。

「我が主あるじは、いまだベッドで惰だ眠みんを貪むさぼっているよ。コハルくんの見舞いを兼ねた、短い休暇だそうだ」

「…………もう若くはないんですから、体を労いたわるよう言ってください」

「手厳しいな」

　にがり笑うルキウス───サーヴァント聖ロンギヌス。聖杯戦争の絶対なる王者。

　その左頰には十字架のように交差する古傷が生々しく刻まれている。幼い頃におそるおそる触れさせてもらう無遠慮を働いたのは憶えている。どうして治療しないのか、痛くはないのか───そう問うと彼は、痛みを忘れないために残している。これは自分の一部なのだと笑った。

「…………？」

　すこし呆気あっけにとられていた私の目の前に、いつのまにかボイジャーがいた。

　私をルキウスから庇うように毅き然ぜんと立っている。

「エリセに、ちかづかないで」

　静かだが真剣な怒りの色を隠さない声でボイジャーは言った。

「ボイジャー？　いいんだ。ここは大丈夫なんだよ」

「…………」

　張り詰めた薄い肩に手を置いてその気持ちを抑えようとしても、彼は動こうとはせず、ルキウスから目を離さない。

　対たい峙じするルキウスもまた、ともすれば滑稽にすら映る少年の敵対心を軽んずるような真似はせず真しん摯しに向き合っている。

　コハルもカリンも、緊迫した様子で見守っている。

（……ボイジャー……きみ……震えてる……）

　あの時、ロンギヌスの槍が滅ぼそうとしたのは私じゃなくて、ボイジャー自身だったのに。私は懐かしい顔を見ただけで、もう心のどこかで凶行を許そうとしてしまっている……。

　隠れ家セーフハウスは不戦、不殺の地だ。ヨットの乗船前には、私とカリンに対して、厳重な不戦協定の誓約が求められ、魔術による略式の契約が施された。

　モザイク市の実権を握るチトセに、その程度の誓約がどこまで有効かは判らないが、故意に破るようなことがあれば、信用は地に堕おちる。

　わずかな沈黙の後───ルキウスは道端で知り合いと挨拶を交わすように帽子を上げて頭を垂れた。

「私とチトセは、きみたちの部屋からは離れた森側のコテージにいる。今日は他には誰も来客の予定は無いそうだ。では何かあれば───」

　船着き場に降ろされた積み荷を抱え上げそのまま彼は去った。




　見送りきってからようやく私とコハルは揃って大きな安堵の溜息を吐いた。

「ふぅぅ……緊張した」

「……はい。こんにちはエリセさん───プラン、あなたも息そく災さいのようですね」

「ボイジャー。ぼくの、なまえ」

「……ボイジャー……？」翠玉エメラルドの瞳が聡さとくきらめく。「では、真名がお判わかりになったのですね。素晴らしいことです。おめでとう、ボイジャー。あなたの新たな門出を祝福いたします」

「ありがとう。ぼく、あなたに、たすけてもらったね、コハル」

「…………」

　にこやかに微笑んだボイジャーの感謝も、彼女は素直に受け止められずつらそうにうつむいた。

「……ボイジャーの警戒心はもっともです。エリセさん、あなたはこの場所へ来るべきではなかった。でも───」コハルに微笑みが戻る。「エリセさんとはもうお会い出来ないのかと思っていました。だから、嬉しいです」

「……そうだね。私もだ、コハル」

　数日ぶりの再会に感慨を覚える私とコハルの間に、怪訝そうなカリンがわざとらしく頭を差し入れる。

「おう？　おーう？　なんじゃあー？　いつの間にそんなラブラブになっとったんじゃいごらぁエリ丸くんよぉ～？」

「ラブラブって……おまえな」

　コハルはボイジャーの真名やこちらの近況をまるで知らないようだ。私が幾度か送ったメッセージも彼女の目には触れていないのだ。

「そちらの人は……ああ、カリンさんでしたっけ。トーナメントのチケットを手配しましたね」

「はあ？　前にエリちの教室とかで会ったじゃん？」

「意識していなかったので」

「こいつ……大スター様だと思っていい気になってやがんだろ……」

「そうじゃないと思うけど」

　不満ぶちぶちのカリンにも全くとりあわず、船着き場から離れるコハルに私たちも付き添う。ルキウスが去ったのとは逆方向の浜へ向かう。

「では参りましょうか？　案内いたします。この先のビーチに海の家〝あーねんえるべ〟という宿泊施設があります。木造の古民家を改装した小さな建物ですけれど、皆さんでじゅうぶんにくつろげるだけの部屋数はありますよ」

「あーねんえるべ？」と首をかしげる少年。

「元は、飲食店だったようですね。今は無人で営業もしていません。でも、食料はふんだんに備えられていますし不便はありません。他にも利用できる別荘は幾つかあるようですが……」

「いいよ。コハルと一緒に寝泊りするコースで」

「わかりました」

　ギャラハッドの不在も気になったがその前に確認することがある。移動を続けながら尋ねる。

「それでだけど……ねえコハル？　療りょう養ように来ているのなら、他に医療関係のスタッフはいないの？」

「いません、私だけです」

「ええ……？」

　なんだか、妙だ。彼女に対してそんな扱いをしていいわけが無い。これじゃあ、まるで……。

（この場所に軟なん禁きんされている……？　逃亡を恐れて？）

「───昨晩、エリセさんがいらっしゃると聞いて、私は〝聖痕スティグマータ〟に掛け合う大切な相談があるのだと思っていました。違ったんですね」

「あんたのお見舞いに来たんじゃんさ、コハルっち？」

　気まずい私を置いて、カリンは遠慮なく詰め寄る。

「コハルっち……？　ともかく、あなたがたまで私などのために？」

「そーだぞ。すっげー金かかってんだからな？」やたら恩着せがましいカリンの背を小突く。出費してるのは私だ。「いって！　それで怪我はどうなんだ？　ギャラハッドがいないじゃん。召喚、ちゃんと出来るのか？」

　ぶしつけな態度にひやひやする。でも私だって気になっていたところでカリンだけを咎めにくい。

「…………怪我ではありません。負傷です。不名誉な私の汚点です」

　コハルはガウンの下から腕を出して患部をまざまざと見せてくれた。その行為自体が己おのれに課した逃れられぬ罰ばつであるかのように。

（でも外見的にはほぼ回復してる……）

　負傷した患部は右手首から手の甲にかけて、半透明の医療パッチで覆われていた。たとえ完全に切断された手足であっても、痕跡を残さず復元可能な現代医術の恩恵を受けて、一見問題ない回復状態にあるようにみえる。

　コハルは説明しながら静かに指を動かしてみせる。

「───屈くっ筋きん腱けんや伸しん筋きんの縫ほう合ごう処しょ置ちは良好でした。まだすこし動作に違和感がありますが、いずれ治ります。サーヴァントの召喚自体にも支障はありません。ですが……」

　暗い面持ちでコハルは言葉を切る。

「遺憾ながら《令呪》の使用は、難しいようです。ライデンフロース家の訓練室で試験をして確認しました」

　コハルは意識を集中させて、自分の令呪を浮かび上がらせた。パッチの下に隠れてぼんやりと見える彼女の令呪は、山さ茶ざん花かの花弁に似た円形に近い紋様だ。

　本来は点対称のはずのパターンは、片側がアンバランスに欠損したままになっている。

「見ての通り、令呪の自然回復もほとんど望めません。ンザンビの刺し撃げきは私の〝魔術回路〟の機能をほぼ奪ったようですね」

「………………そんな……」

　言葉に詰まる。悪い予感は的中した。

　ンザンビの異形のナイフは〝令呪狩り〟にも使われた凶器だった。物質化された神話概念の一部でもある強烈な呪じゅ詛その集積体。多くのサーヴァントを狂わせた呪いの一撃で、魔術回路全体を破壊され支配されなかった結果はむしろ奇跡だった。なんらかの魔術的な加護が働いたのだ。

（ギャラハッドが……憑ひょう依いしていた彼が彼女を護った……？）

　そう思い至り私ははっとした。

「だったら〝英霊憑依ポゼッション〟は？　ギャラハッドを憑依させるコハルの技わざは……？」

　コハルは薄い表情のまま首を振った。

「それも出来ません。今もぎりぎりで持もち堪こたえているだけです。高濃度の魔力を通わせる英霊憑依ポゼッションを行えば、酷使された魔術回路そのものが崩壊するだろうと……そう我が師メンターはおっしゃいました」

　カリンはその場に立ち止まり、コハルに神妙に語りかけた。

「それじゃトーナメントに復帰とか到底無理じゃん!?……なあ、あたしのモミに診てもらえよ。な？　モミってさ、怪我治すのはすげー得意なんだ。そうしろって！」

「……その必要はないです」

　にわかに頑かたくなになるコハル。初めて言葉を交わした時と同じ態度だ。

「───カリン、あなたは恐ろしく失礼な人ですね。ご覧の通り私はあなたよりも年少の身です。ですが一般人に魔術の経験や知見で劣るとお思いですか？　我がライデンフロースの技術を侮あなどられてはいませんか？」

「やってみなきゃわかんねーって……」

「わかっています！」

　震える吐と露ろの声に、彼女の悔しさと苦悩が滲にじむ。

「コハル、だいじょうぶかい？　やっぱり、まだいたむんだね？」

　カリンの脇をぬけて足早に先へ向かうコハルのあとから、てくてくと心配そうにボイジャーがついていく。残されたカリンはふくれっ面つらだ。

「クッソ生意気だなあいつ！　知ってたけど！」

「……まあ……気持ちは伝わったんじゃないかな」

　ぐぁらるるるぅ、と紅葉の咆ほう吼こうそっくりに憤ふん慨がいするカリンを宥なだめる。多少の摩擦が生じようともカリンの振る舞いは咎とがめにくい。間違っていても自分の意志を臆おくせず言葉にする。安易に他人から言葉を借りず、みっともない自分と向き合いながらも行動へ移す。少しずつ現実を変えていく。そんな当たり前な生き方の大切さを私は、時に満まん身しん創そう痍いになってそれでもめげないカリンの姿から学んだ。

　私は彼女カリンにはなれない。けれど私に出来ることはあるはずだ。
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『海の家〝あーねんえるべ〟』は私好みなデザインのオープンカフェだった。

　南国テーマの古風な民芸品に囲まれたログハウス。元喫茶店だった私の部屋にも若干似ている。ビーチハウスらしい開放的なつくりで、シンプルながらしっかりと建てられていて安心できる。コハルの言った通りこぢんまりとした寝室も揃っている。

　都市情報網に接続されたメディア機器は一切置かれていない。居場所を知られたくない隠れ家セーフハウス利用者の観点からは当然の処置だ。スマホも当然圏外で魔術回線だけが外部との連絡手段になる。




　コハルの怒りがひとまず落ち着いた頃合いをみて彼女をテラスに誘った。

　備え付けのお茶を適当に用意してテーブルを囲み、これまでメッセージ不通で伝えられなかった事柄を一つ一つ語った。

　瑠璃姫がコハルを気に掛けていたことも約束通り伝えた。トーナメントに関わる話題は迷ったけれど、コハルは気を悪くすることはなく、瑠璃姫の新しい働きを応援したいと願ってくれた。

「───ギャラハッドは海に遊びに出掛けてる……？」

「ええ……朝からずっとです。昨夜は昨夜で私を相手に延々と愚痴を垂れて……」

　キッチンにビールの空あき瓶びんが転がっているのを不審に思い、尋ねてみたらそんな答えが返ってきた。さすがに私も呆れた。霊体化して姿を隠しているのかと思ったら、まさか療養中の主人を放置したまま遊び歩いているとは。

「たまには全力で泳がないと、ケイ卿きょうに教わった泳ぎの腕が鈍なまるとか言っていましたが……」

「へ、へえー……。愚痴とかも言うんだ？　ギャラハッドって」

「あれが不平不満を漏らさない日は無いのです。昨夜なら、ここには碌ろくなワインが無いだのクロークにある水着が気に入らないだの、セレブの隠れ家だったら情じょう婦ふの一人や二人はベッドにはべらしておくべきだろうなどと───」

「じょうふって？」

　と、ボイジャー。

「ンンッ……！」

　むせる。あわてて取とり繕つくろおうとするより先にコハルが淡々と応じる。

「〝情婦〟というのはですね、ボイジャー。この私のような、つつましい胸や尻の小娘ではなく、男を立てる愛想も知らず、かよわく媚こびたり愚おろかな振りすらも出来ない、そういうみすぼらしいのとはまったく反対の、世にも素晴らしい理想的な乙女のことだそうです。あれが言うことにはですが」

「…………むつかしいな」

　神妙な顔でアイスココアを啜すするボイジャー。ストローがズズズと音を立てる。

「アッハハハ、ひっでえな！　でもボイジャーだって色々知ってたほうがいいよな？　世の中、綺き麗れい事ごとばっかりじゃねーんだしさ」

「うん。ぼくは、しりたい。にんげんのことだもの」

　爆笑するカリンを横目で睨みつけながらコハルは言葉を続けた。

「それより───エリセさん、あなたです。とても正気とは思えません。モザイク市を離れて、あのフユキへ行きたいなどと……誰に語ったところで否定的な応えが返るとおわかりでしょう」

「もう決めたんだよ、コハル。私はボイジャーと約束した。誰に邪魔をされたって必ずフユキへ行くんだ」

「…………そう……ですか」

　コハルは大きく嘆息した。私の顔色を窺うかがいながら何か口にしかけては躊躇ためらい、うつむく。




「お訊ききしたいことは山のようにありますが……まずこれだけは確認しなくては」

　ようやく紡つむがれ出した言葉に、カリンもボイジャーも真剣に耳を傾ける。核心をついてくる予感がある。

「なに」

「エリセさん───あなたが過去の聖杯戦争がいまだ継続していると考える根拠はなんですか？　カレン・フジムラがその有力な証拠を残されたのですか？　私には……その答えがフユキにあるとは思えません」

「…………」

　私にとって、死の間際に発せられたカレンの告白以上に重要な理由なんて無かった。

　だけどもそれを取り繕うわけにはいかない。これから私がコハルを巻き込もうとする危険を思えば、正直に語るほかに無い。

「……私にもわからない。確信なんて無い」

「〝賭け〟ということですか？　闘技場でギャンブルに興ずる観客のように、劣勢な望みにこそ逆転の願かけをすると？」

「そうじゃないよ。そうじゃないんだ」

　カリンとボイジャーに順に目をやりながら、誰にも言ったことのない秘密を告げる。

「───フユキには本当の〝聖杯〟がある」

　テラスのひさしの下、まぶしい海の色を背に座っているコハル。逆光で影になっている彼女の目がすっと細まる。

「その〝聖杯〟が、まだ生きているって私は思ってるんだ、コハル」

「……まるで……聖なる杯さかずきの実物があるかのような口ぶりですね？　聖杯戦争の本来の意義───聖杯とは魔法陣の敷ふ設せつ行為、すなわち奇跡を呼び起こす〝儀式〟を指すものでしょう。世界各地の主要な霊脈の結節点に、戦略的に敷設され、起爆された爆弾のようなものです。神秘存在としての聖杯の降こう臨りん先が有機物いきものか無機物モノか、そうした違いはあっても、本体はあくまで魔法陣ですから───。戦争中は大小を含めて三十以上の聖杯戦争が並行して臨戦状態にあったと確認されています。当初のうちは、各国で激化する戦乱やテロリズムを格好の隠れ蓑に秘めやかに行われていた聖杯戦争が、やがて大手を振って横行するようになった……」

　ライデンフロース家で学んだのだろう知識をコハルは雄弁に語る。

「うん。騙だまされたんだ。世界中の人たちがね。第三次世界戦争そのものが、無数の聖杯戦争を遂行するための培養地にされたんだって知るのは、もう完全に引き返せない段階になってからだった」

「はい。フユキはその戦地の一つです。有数の激戦区であったことは知っていますが、儀式の規模では他の戦地からは数段劣っていたはずです。苛烈な状況から最終勝者は不明、儀式として成立せず、集められた聖杯の魔力も霧散した……そのはずです。それをあえて探索に向かおうというのですか？」

「そうだよ。自分の目で確かめなくちゃはじまらない」

　私は再び決意を込めて頷いた。頰にボイジャーのひたむきな視線を感じた。




「なあ？　イマイチ区別つかねーんだけど」カリンが口を挟む。「あたしらの心臓にある聖杯はどうなんの？　わざわざ捜しになんかいかなくたって、もうここにあるじゃん？」

　そう言って彼女の胸に置かれた右手に、咲きかけの薔薇のつぼみに似た令呪が浮かびあがる。

（……無意識に私も含めているようだけど、正確にはカリンやコハルの心臓にある……だ。私についてはまだ判らないんだから）

　コハルが嫌な顔をせず丁寧に答える。どこか誇らしそうですらある。

「私たちの心臓にある聖杯は、聖痕スティグマータ……真鶴チトセと聖ロンギヌスによって獲得された至高の聖杯の、末端にして端末の装置です。最終勝利者である真鶴チトセは、願望器としての聖杯の存続と分配を願われたのですから……」

「ふうん、そっか。それで今のモザイク市があるんだもんな。端末か。じゃあ、あたしたちのは心臓っていうより、毛細血管みたいなものか」

「毛細血管……確かに。それは言い得て妙です。モザイク市の《聖杯》は全てが魔術で接続された、本質的には同一のもののはずです。個人レベルで許容される魔力の流れが、太いか細いかの違いと要約できますから」

　コハルは少しトーンを落として言葉を続ける。

「各地の聖杯戦争の勝利者たちが、また異なる戦地へ、さらなる高みを目指して転戦を繰り返した。他の勝利者の獲得した聖杯とその魔力を奪い合う泥沼の戦いのなかにあって、聖痕スティグマータだけが終止符を打った。奇しくも……トーナメントのように決着をつけた」

「だったら、最初から戦争なんか始めなければよかった。馬鹿馬鹿しい話だ。残されたのは膨大な量の犠牲者と、消耗して荒廃しきった世界だ。聖杯に願って得たものよりも、ずっと多くのものが永久に喪うしなわれてしまった」

「それは見方の違いです。エリセさんがなんと言われようと、聖痕スティグマータは人々に救済をもたらした英雄です」

　断言したコハルの横で、カリンがぽつりとつぶやく。

「ふーん……じゃあエリセはさ、そのフユキの聖杯ってのを見つけて、壊したいんだな」

「……はあ？　あんた何を───」

「───壊す!?　聖杯をですか？」

　コハルが身を乗り出したはずみで大きくテーブルが揺れた。ボイジャーが慌ててコップを押さえている。

「すみません。ですがっ……決してあり得ないことですが、それ事態が奇跡ですが……まだ手つかずの聖杯が残されていたとして、それを壊すことに意味がありますか？」

「…………」

　コハルの問いには即座に答えられなかった。ただ、カリンの言葉がとても気になった。

「聖杯を壊すだなんて、なんでそう思うの、カリンは」

「あー、なんとなく？　ぶっ壊したら気持ちよさそうな顔してるなーって？」

「真面目に答えてよ」

「……言っていいのかなぁ？　ぜってー怒りそうだし、ヤだ」

「言ってよ。たぶん怒るけど」

　迷いながらも結局カリンは語り出した。

「あー……これはさ、良い悪いの話じゃなくて。単純な〝感情〟の話でさ。エリセはようやくボイジャーを召喚しただろ？　これまでずうぅぅぅっといなかったサーヴァントを、やっとのことで手に入れた。じゃあ今度は、これまで自分がガマンしてきたぶんの仕返しをしなきゃ、ってなる。でないと自分の十四年間がまったくの無意味に思えて仕方ない。なんの意味も無く、自分が悪いんでもないのに罰を受けてたんだとしたら、この先どうやって生きていったらいい？」

「……そんなのが……私の感情？……私の罰……？」

　最低の嫉妬だ。ただの逆恨みじゃないか。それこそ何の意味もない。仕返しなんかじゃなく、人や社会の為になろうとするのが人間らしさだ。なのに、私はそれは違うとは即座に口に出来なかった。なんて恥ずかしいんだろう。

　それに……いかにも旧人類じみたリアリティを持つ言葉にも違和感があった。カリンは誰か身近な人間を思い描きながら語っているような気がした。

「…………まさか……」コハルが絶句する。「すべての市民からサーヴァントを剝はく奪だつしようというんですか!?　もう一つの聖杯を見つけて、モザイク市の《聖杯》と相殺することで？　それはまさに死神の所業です！」

　表情をこわばらせ、椅子から立ち上がりあとじさるコハル。

「待って待って待ってコハル逃げないで、そんなの一言も言ってないから。カリンもひどいな、なんておっそろしいこと言うんだ馬鹿！」

「おおーう？　理り不ふ尽じんかよ？　でもそういうコトじゃねえの？」

「……いいよ、エリセが、ねがうんなら」

　テーブルの喧けん噪そうに落ちたあどけないつぶやきに、肌が粟あわ立だつ。カリンもコハルも、ぎょっとして少年を見た。

「あの、くろいいぬも、いっていたもの。しがむかえにきた、って。エリセが、おわらせたいのなら、ぼくはね、ちゃんとこわすよ」

「……ボイジャー」

　今度は私が絶句をした。

　……ほんとうに、ちがうんだろうか。《新宿》や《秋葉原》で私が拾い集めた〝感情〟は、そんな下げ卑びた復ふく讐しゅう心しんのかけらだったんだろうか。他人のサーヴァントを狩る死神の仕事をしながら、日に日に猜さい忌きを募つのらせていたなんて、あまりにも哀しい。

　口で語る感情は、本物の感情じゃない。感情は行動だ。

　想うだけじゃ願いはかなわない。この現実は変えられない。

　世界を変えるのは、流される血だけ。

　……そうだろうか。本当にそうだろうか。





＊






　浮かない気持ちのまま、私たちは昼食を取った。

　冷蔵庫にたくさんシーフードがあったのでパスタを茹ゆでた。

　この数日、暇を持て余していたというコハルもてきぱきと手伝ってくれて、怪我の回復を実感した。同時に魔術回路の損傷を想って哀しくもなる。

　食後にはカリンの熱烈な誘いで〝あーねんえるべ〟のそばの砂浜へと向かった。




　気分を切り替えたいのは同感だった。カリン自身は遊ぶ気まんまんだったようだけれど……。

「エリちよー、なんで水着に着替えねーの？　あたしばっかり裸じゃなんか恥ずかしーじゃん？」

「そんなに普段と変わらないよ。第一、泳ぎに来たんじゃないって言ってるでしょ」

「せっかくコハルっちの水着も持ってきたのになー」

　とわざとらしくコハルを伺うカリン。

「え……？　私の水着を、わざわざ……？」

「私は止めたんだけど。お見舞いの品に水着なんてカリンくらいだよ」

「いいじゃん、着てくれよー。私の小遣いから買ったんだから。サイズは目測だけど自信あるし。クロークに備え付けのヤツ、あれガチガチの女児用じゃん。似合いそうだけど」

「なんて？」

　ビーチは写真集のように美しかった。リゾート都市の《秋葉原》でも有数の開放的な景観だ。

　吸い込まれるみたいにボイジャーが波打ち際に向かった。濡れるのも構わず、足首まで浸かり、さざ波の中に立っている。

「ああ、コウヨウ、やっときたね」

　ボイジャーの傍らに大きな影が落ち、物質化にともなって海水を勢いよく退しりぞけた。低い唸り声と共に、鬼女紅葉がその全身を顕現させた。

　跳ね上がった水をもろに被った彼がころころと笑う。南国の砂浜に黒々とした恐竜が闊かっ歩ぽし、少年と戯たわむれる光景はとてもシュールだ。




　波打ち際のボイジャーたちを眺めながら、見晴らしのよい砂丘に腰を下ろす。

「美しい場所ですが、私は遊ぶ気になんてなれません。ハンニバルや、エル・シッドが逝いったのに私だけが……。負傷したジャック・ド・モレーなどは、早くもトーナメントの再開に向けて精力的に金策に奔走していると聞きました」

　聖杯トーナメントのライバルを想うコハル。本当にその通りだ。

（犠牲者には、私が殺した相手だっている……。気易くコハルを励ます言葉なんて見つからない……）

　カリンは紅葉たちに交ざりたそうにしていたものの、コハルの嘆なげきを耳にして名残惜しげに戻ってきた。

　ふと、私たちの背後に誰かが立ち、砂の上に荷物を落とした。近づく彼の気配には早くから気づいていた。もちろん彼の主人も。

「───ギャラハッド……戻ったんですか」

「飲めよ。まだ冷えてる」

　砂に刺さっていたのはトロピカルなラベルの清涼飲料のボトルだった。

　振り返ると果たして、水着の上に薄手のラッシュガードを羽織ったギャラハッドが立っていた。サングラスをかけ、足下はマリンシューズ、青白い肌は心なしか日に焼けているような。とにかくリゾートを満まん喫きつしていることだけは瞭りょう然ぜんだった。

「あんたらもどうだ。〝死神〟だって喉くらい渇くだろうよ」

「ど、どうも……ギャラハッド卿。お邪魔しています……」

「うおっ。誰かと思った」とカリンも驚く。

　私はこの騎士にきちんと礼を伝えなければいけないのだけれど、ある意味衝撃的な格好に目を奪われ、つい口ごもってしまった。

「アルコールの匂いがします。またですか……なんですかそれは？」

　コハルが詰きつ問もんする。彼の手には無造作に摑まれた上等なワインの瓶びんと、生ハムのハーフの原げん木ぼくがぶら下がっていた。

「見てわかれ、と言いたいが世間知らずのおまえでは仕方が無いな。これは酒と摘つまみ物に決まっているだろう。俺の晩ばん餐さんだ」

「そんなことを聞いているのでは……ああまさか窃せっ盗とうを働いたのですか？　聖痕スティグマータのコテージから盗んできたのですね！　戻してきてください！」

　摑みかかる主人を軽々と避よけるギャラハッド。

「盗む？　人聞きの悪いことを喧けん伝でんするものじゃない。島にあるものは、なんでも自由に利用していいと言ったのは───」

「節度はわきまえてください！」




　ギャラハッドは主人の言いつけをまるで無視して〝あーねんえるべ〟に勝手に戻った。どこか楽しげですらある。

　一方のコハルはますます落ち込み、膝の間に頭をうずめている。

「コハル、さっきの話の続きだけど───」

　落ち込んでいる時は私は仕事の雑務に逃避する。コハルもまた同じ人種だと私は感じていた。思った通り、すぐに顔を上げてしっかりと食いついてきた。

「───私たちが交戦した敵について、ですね。ぜひ聞かせてください」

「うん。カリンも聞いて───ああ、ボイジャーたちも戻ってきた。ちょうどいい」

　ひとしきり渚なぎさの感触を堪能したボイジャーと紅葉が砂に腰を下ろした。

（……本当はギャラハッドも同席した場所で語りたかったけれど、まあ仕方が無い。こんなすがすがしい風景に全然似つかわしくない話題でもあるけれど）

「まず見て───これが敵の首謀者だ。コロセウムを襲ったテロリストだ」

　私は端末を取り出して全員に映像を見せた。コロセウムの警備情報網に残っていた記録映像を、とあるルートで廻してもらったものだ。苦心したけれどようやく入手した。

　逃げ惑う観客たちのなかで、周囲に構わず悠然と歩く者がいる。




　───一人は民族的なドレスを着た少女。

　───もう一人の（外見上ではもう一匹の）襲撃者は、細長い耳を持つ黒い犬だ。




　ンザンビと連携し行動していた襲撃の実行犯。

　聖骸布を持つカレンを破壊し、私とチトセの前から忽こつ然ぜんと消え去った二人だ。

　私の前では、民族服の少女は手に太い杖つえのようなものを所持していたが、映像中では確認できない。

「どちらもサーヴァントで間違いない。この時点ではもう気配を隠すこともなく、コロセウムの魔力計は振り切れていた。二人のどちらか、あるいは両方が、神霊クラスのサーヴァント」

「神霊級……ンザンビもまた神霊でした。重要な共通点です」

　コハルの推測に同意して頷く。

「ボイジャー、きみの出会った〝いぬ〟はこのオスの黒犬で間違いないはずだ。出会った時に、この女も一緒にいたかい？」

　迷わずボイジャーは頷いた。

「───いた。しあわせそうだった」

「……っ……」

　にわかに憎しみに突き上げられ、歯を食いしばる。

　カレンは常人以上の戦闘力は備えていた。一線級のサーヴァントには劣るとしても、聖骸布を所持する彼女は、こと男性が相手ならば鉄壁の防御を誇っていた。オスの駄犬であろうと同じだ。一方的に攻められる事態など考えられない。

　───つまり、カレンを殺した実行者はこの女だ。ぽるかporcaみぜーりあmiseria。私は、この女を、絶対に許さない。

「この黒い犬の真名は〝アヌビス神〟───違いますか？」

　映像を指差しながら、コハルはぴしゃりと断言した。

「私が知るアヌビスは、エジプト神話の冥界を司つかさどる神の一柱です。そもそも犬の姿を持つ神、という時点で候補は絞られます。モザイク市での顕現は未聞のはず」

「うん、そうだ。私もすぐにそれは思った。今のところ、アヌビス神の推測を否定する材料は見つけてないよ」

（やっぱりコハルに会いに来てよかった……）

　犬の姿の神。あるいは黒犬の頭を持つ神。それがアヌビス神だ。

　神の御み使つかいとしての〝神犬〟や〝魔犬〟を含めればぐっと候補は増えるけど、私が実際に目にした相手の知的な言動とはあまりにもそぐわなかった。

　連想される範囲では、たとえば犬頭の聖人クリストフォロス、征服王イスカンダルが遭遇した犬頭の民族キュノケファロス、円卓の騎士たちが退治した犬頭の亜人……これらの特徴には黒犬は当てはまらない。

（なによりもチトセは、この敵を知っていた……。だったら敵は真名を偽るつもりなんて微み塵じんもなく、わざわざ正体を見せつけに来たんだ）




　カリンが話題を切り替える。

「そっちのちっさい奴、エスニックなかっこの女は？　どこの神様？」

「それがまだ、見当がつかなくて───」

「へー？　エリちでもわっかんねーの？　じゃあよっぽどマイナーなサーヴァントだな？」

「……む……」

「外見だけで断定はできません。聖杯は気まぐれです。カリン、あなたのサーヴァントを初見で鬼女紅葉だと看破する者がいたら脱だつ帽ぼうものです」

「アッハハハ、マジそうだな！」

　コハルは自分の端末を取り出して私に情報の共有をリクエストすると、その場で端末内のデータベースで検索を始めた。

「とはいえ……エリセさんに判別つかないのでしたら、モザイク市に登録されたサーヴァントは除外されますね。過去の聖杯戦争で召喚されたサーヴァントについては情報が乏しいです。ライデンフロース家に戻ればある程度は情報収集できますが、それでもあまり期待は……」

「そうなる……よね」

　過去の聖杯戦争では、サーヴァントの真名は極力秘匿された。正体を敵に見誤らせる戦略は基本だった。そのせいで残された戦後の記録でも、参列したサーヴァントの真名は不明や推測となっているケースが多い。

　思案げに小首を捻ひねっていたカリンが、ふと思い立って言った。

「アボリジニのファッションでさ、似た感じのテキスタイルを見たことある」

「…………！　アボリジニ……？」

　盲点だった。エジプト神話のアヌビスと、コンゴの地母神ンザンビの存在が重く念頭にあった私は、ずっとアフリカの国々にばかり気を取られていた。

「アボリジニって───オーストラリアの先住民？」

「そうだっけ？　よく知らねーけど。《渋谷》じゃよく見るファッションのジャンルだからさ。なんかそれだけ憶えてた」

「アボリジニ、ですか……手元のデータで照合してみましたが、モザイク市で登録されているオセアニア圏のサーヴァントでは、やはり該当する者はいないようです。神霊、英霊を問わず」

「…………神霊……」

　ふとボイジャーと目が合う。

　じっと会話に耳を傾けてはいるけれど、どこまで理解しているのかは不明だ。

　ただその姿を前にして、まだ推測の及んでいなかった場所にも候補が拡ひろがってきた。

「人ひと型がたのサーヴァントだけど……〝ヒト〟じゃないのかも……この女も〝神獣〟とか〝幻獣〟、でなきゃ〝妖精〟の擬人化された存在なのかもしれない」

「……なるほど」

　コハルも神妙に頷いた。

「すみません。さすがにそういった民族伝承の文献までは。ここでは外部の情報網にも接続出来ませんし」

「ううん？　ちゃんと手がかりになったよ。ありがとう、コハル。カリンも」

　私たちは黒い犬のサーヴァントを、アヌビス神の神霊と仮定することにした。

　そしてあの時に交わした会話を、思い切って彼女たちにも打ち明けた。

　黒い犬は語った。ひどく思わせぶりに。





　『葬られたものだけが、変わらぬ真実となる』

　『昼が、夜を打ち倒す───。

　　女らしさを男が作り、男らしさは女に作られるように。

　　座はゆがみ、聖杯は欺ぎ瞞まんの泥で満たされた。

　　間もなく陽ひは沈む。昼を作り直す時が来た』






　そして自ら名乗ったンザンビはこうも言った。

　この私の〝邪霊〟を操る能力は、ンザンビ自身と同質イコールなものだと。〝死〟そのものだと告げた。

「───アヌビスも、ンザンビも、死と冥界にまつわるサーヴァントだった。そういったものたちが力を合わせて、一いっ斉せいにモザイク市を襲った」

　思わず砂浜の砂を握りしめる。

「でもこんな大がかりな襲撃、なんらかの用意周到なバックアップがなければ出来ない。しようと思うはずが無いよ。違う？」

「……では、まだ他にも未知の敵が存在する……と？」

　コハルの推察の言葉が胸に心地よく響く。やっぱり彼女は幼くても戦う者だ。常に最悪を予測するように訓練されている。

「……うん」

　唸りながらのけぞったカリンの反応もまたわかりやすい。

「げーっ？　やめてくれよ。まだ敵がいるって？　ウンザリなんだけどー！」

「そう警戒しておくべきだよ。可能性は高いと思う。冥界の神は一柱だけじゃない。神話の冥界だって一つじゃない。死と無縁の神話や宗教なんて、まず無いわけだから。神話の数だけあると言っていい。だから候補はイヤになるくらい多い」

　ざっと思い当たるだけでも、とても一息では言い切れない。

　地獄を支配する堕天使の長サタン。北欧神話の死者の国ヘルヘイムを治める女神ヘル。

　奈落の語源とされるインド神話の神ナラカ。閻えん魔ま大だい王おうの起源となった冥界の王ヤマ。

　メソポタミアの冥界の女王エレシュキガル───。

　そしてギリシャ神話のハデス。ティーターンを飲み込んだ原初の奈落タルタロス。

「……だから、私は魔女キルケーと偶然に出会った時に、情報を得られるチャンスだと思った。あの魔女は女神ヘカテの使徒だもの」

「ああ……司会の彼女と会われたのですね。私はキルケーと言葉を交わしたことはほとんどありませんが、女神ヘカテが女性と関わりの深い月神であり、またハデスと並んで冥府を司る神として信奉されていたことは知っています」

　コハルは魔女キルケーの神話を学んでいた。それなら話も早い。

「そう───そもそも、冥界の主たる神々が、たとえ権能を大幅に限定されたサーヴァントであったとしても召喚されるはずが無いんだよ。だって彼らは冥界そのものだから。彼ら自身が冥界なんだ。降霊された瞬間に、そこに地獄が拡がる。そうなったらもう戦闘やモザイク市の治安どころじゃない」

　もし冥界を象徴する神が一見無害そうな擬人化をされたとしても、その脅威が薄れるものじゃない。コミュニケーションをはかり、あまつさえ自分の意に従わせられるなんて恐ろしい思い上がりだ。けれど……冥界に通じる力を持つ者たちは確かにいる。

　思案しつつコハルが言葉を続ける。

「アヌビスは……冥界を司る重要な神ではありますが、その役割は絶対的な王ではなかったはず。死者を冥界へと導く者、生前に犯した罪をはかる裁定者だったのでは？」

「そうだね。エジプト神話版の閻魔大王様だと言っていいと思う。だからもし、アヌビスの部下や対等の立場で協力する者がいるのだったら───それは冥界と現世との境界に立つような存在だと私は思うんだ。だったらそれは……必ずしも霊れい格かくの高い神霊とは限らない」

　我ながら漠然としているけれど、素直に私の辿たどった推測を語った。

「あーそういや、キルケー言ってたな。女神ヘカテの飼ってた猟犬が死ぬほどおっかなかったって。あれも犬じゃん？」

　フルーツパーラーでの談話をカリンも思い出した。

「きっと関係あるよ。番犬が死者たちの魂を護る、ってイメージなんだろうね。まあ……キルケーの怖がり方はなんか、修行中に粗そ相そうをしたらヘカテししょうから猟犬たちをけしかけられて血も涙も無い無慈悲なおしおきされるって話だったけど……」

　そのキルケー自身もヘカテを見み倣ならってか、六首の狂犬の怪物スキュラを生み出していたりする。ヘカテ流の恨みは買いたくない。

「……それはともかく、私は冥界と深い関わりのあるサーヴァントについて魔女に助言を求めてみた。たとえば勇者オデュッセウスだ。この英雄は故郷に帰るために、とある預言者の亡霊に会う必要があって冥界に下った。しかも代償を一切払わずに無事に生還してる。すごいことだよ。例外中の例外だ。キルケーの助言が無かったらきっと不可能だった」

「ほんとかよあの面白い魔女が？　チートじゃん？」

「…………」

　オデュッセウスの名を出した際に、コハルにかすかに反応があった。しかしモザイク市にはかの大英雄が顕現した記録は無い。何か思い入れがあるんだろうか……？

「───たださ、キルケーはオデュッセウスの話はあんまりしたがらなくて。その代わりか照れ隠しなのか、彼女が知る二人の英雄の逸話を教えてくれた。どちらもモザイク市ではサーヴァントとしては未召喚」

「二人ですか……何者でしょう？　島に籠もっていたキルケーと知ち己きの者は限られそうですが」

　コハルの問いはもっともだった。私自身も迂う闊かつにも気づかなかったのだけれど。

「どちらもギリシャ神話のアルゴノーツの勇士だ。アイアイエー島に立ち寄った勇者イアソンの下でアルゴー号に乗船していた乗組員だよ。一人はへびつかい座のアスクレピオス。後に医神と呼ばれるほどの名医で、死者すらも蘇そ生せいしたっていう規格外の半神族。どちらかというと冥界よりも生死の理ことわりについて深く関わっているのかな」

　調査してみたところ、このアスクレピオスは過去の戦争中に召喚された記録があった。しかし戦況を左右する利用価値の高さからか敵陣営に警戒され、早期に敗退してしまっている。

「それにもう一人。名前は〝オルフェウス〟っていうんだけど───」

　オルフェウス───哀しみの輪から抜け出せない吟遊詩人。





＊






〝冥界下り〟は世界各地の神話の普遍的なテーマだ。

　神や英雄、あるいは恋人の片割れが、死後の世界へと下り、そして帰還を果たす。

　夫ドゥムジを追って冥界へ下った女神イシュタル。

　英雄ギルガメシュの落とした楽器を取り戻しに冥界へ向かったエルキドゥ。

　大神ゼウスの娘ペルセポネはハデス神にさらわれ、冥府の食べ物を口にしてしまったために一年の半分を冥府で過ごさなくてはならなくなった。

　日本の神話にも〝冥界下り〟の逸話はある。根ね之の堅かた洲す國くにを訪れた大おお国くに主ぬしの神かみは、須す佐さ之の男おの命みことの数々の難題をクリアして娘の須す勢せ理り毘びめ売の命みことを娶めとる。国産みの大神・伊い邪ざ那な岐ぎは、亡くした妻の伊邪那美いざなみを追って黄よも泉つ比ひ良ら坂さかを下るものの、妻の変わり果てた姿に恐怖して逃げ帰った。

　そしてギリシャ神話の吟遊詩人オルフェウスもまた、妻エウリュディケを取り戻すために冥府へと向かったが、その試みは失敗に終わった。




　アヌビス神はミイラ作りの神として知られている。

　別名を〝ケンテイ・セフ・ネチェル〟。「聖なる小屋の主」という。

　壮大なピラミッド事業によく表れているように、古代エジプトの人々の関心は、いかに死後の世界を無事にやり過ごして復活を果たし、栄光ある来世を迎えるかにあった。

　アヌビスが最初にミイラに加工した相手は、父神である豊ほう穣じょうの神オシリスだった。アヌビスは、オシリスとその弟セト神の妻との不義の子だ。セト神に妬ねたまれ殺害されたオシリスは、バラバラの肉片にされてナイル河に撒まかれてしまった。

　それをミイラとして元の体につなぎあわせ、復活させる奇跡を行ったのがアヌビスだった。つまりアヌビスは冥界の神であり、同時に蘇生神としての役割も持つわけだ。

　……そういえば、オルフェウスもその死の際には、女狂信者のマイナスたちに肉体を八つ裂きにされてしまっている。そのせいか彼は星座になることは無く、夜空に星座として輝いたのは彼の愛用していた〝琴〟のほうだった。




　夕刻となり〝あーねんえるべ〟に戻った私たちは、そういった神話について語り合い、神霊たちの襲撃の動機を探った。簡単に結論には至らない。

　この問題でチトセをあてには出来なかった。元から頼りにもしていない。魔術師は神秘を秘匿すると同時に、一般人をアンタッチャブルな危険から遠ざけてもいる。チトセが秘密を明かす段階はもはや、カリンは勿論、私の周囲のすべての市民が巻き添えになることを許容すると宣言したに等しいからだ。




　今度はボイジャーとカリンが食事の当番になった。メニューは無難にカレーライスと、トロピカルフルーツのサラダだ。私が不用意にカレーの鍋に近寄らないように、ボイジャーは見張りをさせられていた。まったく失礼な話だ。

　その食卓で、なにげなくコハルが口にした単語がふと気になった。

「東京……？」

「はい、そう言いましたが……？　どうかされましたか、エリセさん」

　首をかしげるコハルがなんだかおかしくて、笑い混じりに返す。

「関東地方の特にこの一帯を、東京地方といったんでしょ？　文献にはよく出る地名だからね。もちろん知ってるよ」

「いえ、そうではなくて……《東京》のことです」

「……？」

　コハルは食い下がるけれど、私には何もピンと来ない。

「エリセさん……大丈夫ですか……？　私の誕生する以前の話にはなりますが、確かに《東京》は───」

　どこか不可解そうに語りかけたコハルをやんわりと止めたのはカリンだった。

「カリン……さん？」

　ちょうどキッチンから戻ってきたカリンは食器をテーブルに置いてコハルを連れ出した。私から見えない場所でなにかボソボソと小声で話している。カリンのすることだから、わざわざ聴力を強化して盗み聞きをするまでもない。

「……ねえ、なんなの？　二人で隠し事？」

　でも意味もわからず蚊か帳やの外に置かれるのは不愉快だ。

　苛いら立だつ私を食事の手を休めたボイジャーがじっと見詰めていた。椅子が背丈に合っておらず、食卓に寄りかかり気味で。

「…………」

「どうしたの？　ボイジャー」

「……エリセは、いきたいのかい？　その、とうきょう、へ。ぼくが、つれていこうか」

「はあ？　ちょっとやめてほしいな。ボイジャーまで何言ってるんだよ。私が行きたいのはフユキだ。東京なんて知らない」

「…………」

　透き通った淡い水色の瞳に射すくめられる。彼はそういう眼差しを時折私に向ける。すると虚空にうち捨てられたように、私は胸を締めつけられる。

「……ボイジャー」

「わかった、エリセ。そうだね。フユキへ、いこう」

　彼の微笑みに意外にも深い安堵をおぼえる。




「───〝死神〟」

　ふと呼びかけられた。

　相手の騎士は食卓を背にしたハイバックのソファーに寝そべっている。すでに二本目のワインを開けていた。目前のローテーブルにはチェス盤が置かれ、チェスプロブレムの冊子が開かれていた。

「フユキに〝聖杯〟がある、というのは本当なのか？」

「……私にご質問ですか。他ならぬ〝聖杯の騎士〟であらせられるギャラハッド卿にお答えするのは恐縮ですが……」

「いちいち嫌味な女だな、ウツミ・エリセ。だが堅カタ物ブツのコハルよりは見所がある。宮廷の勤務に向いている。ブラック体質のキャメロットは嫌味な侍じ従じゅうほど出世するからな。なんなら斡あっ旋せんするぞ」

（それはお互い様だ。つい皮肉っぽくなってしまうのは）

　けれど彼は私の名前を呼んだ。たぶん初めてのことだ。ならば酔すい狂きょうな軽口から出た問いではあっても戯ざれ言ごとでは無いのだ。

「……それはお褒めに与り光栄です。お尋ねの件ですが……私はそう強く信じているんです。彼の地に聖杯が存在するって」

「ほう。信念には理由が不可欠だが、信仰には不要だ。有害ですらある。それとも破れかぶれの博ばく打ちなのか？　年相応の直ちょく情じょう径けい行こうならば好ましいが……ただ遺言に縛られているなどと愚かしい妄言は吐くなよ」

「…………」

　コハルからの問いを重ねて尋ねられた。気づけばボイジャーも私を見ている。

　叱咤されて、定まらない私の想いの輪郭が、ようやく研ぎ澄まされていく。邪霊たちが私の鋭利な武器になったように。私はリビングを横切りソファの脇に立った。

「───望みです。私自身の。探索の旅の末に、きっと聖杯が見つかるだろうと。私たちの世界を変えてくれる唯一の望みです」

「ふむ……たいそうな物言いだが。変化をもたらされるのがおまえ自身の世界だけならば、わざわざ聖杯を頼る必要があるのか？　他人を愛さない者に真に聖杯が必要か？」

「どういう意味です」

「せっかく〝死神〟の仕事を放り出すことが出来たんだ。いざ逃げ出してしまえば簡単なことだったろう？　なぜそのままなおざりにしておかない。ウツミ・エリセ、おまえはサーヴァントを殺し続ける自分に嫌気が差した。その贖しょく罪ざいのために聖杯の探索になど向かったところで、いざ満たされた聖杯を前にして途方にくれるだけだ。実際にそういう男がいた。自分には何の願いも無かった。ただ惰性のままに生きていただけだと思い知らされるのは、死ぬよりもつらいぞ」

「…………っ……私、は……」

　呵か責しゃくの無い事実を突きつけられ、なじられて、私は続く言葉を失った。すると───

「───ギャラハッド」

　つかつかと戻ってきたコハルが私の前に割り込んだかと思うと、ぴしゃりと騎士の頰を平手で打った。しかし騎士は難なく手を添えて頰をかばっている。構わずコハルは続ける。

「見過ごせない暴言です。あなたには、エリセさんにそんな無礼な口を利きく資格はありません。聖杯を知らないあなたが、そのなんたるかを講釈する資格など。ましてやエリセさんの生き様を愚弄するなど過ぎた口を！……ごめんなさいエリセさん。これは私の落ち度です」

　不承不服の態度を曲げないサーヴァントをよそに、小さなマスターは深々と頭を垂れた。真摯な謝罪を向けられた私こそ恥ずかしさで一杯になり、必死に彼女の顔を戻させる。

「いいんだ、いいんだよコハル、誰が見たってそうなんだもの。私は何も貫き通せていない情けない奴だ。その、それより……ギャラハッドが聖杯を知らない？　それってどういう───」

　コハルが決意を口にする。

「これまでトーナメントの広報の場や、対外的には伏せられていましたが、もう語っても構わないでしょう。よいですね、ギャラハッド」

「俺は自分から口止めを頼んだ覚えはない。おまえたちの勝手な都合だ」

　ふう、と小さく嘆息し、聖杯の騎士の主人は言った。

「……ギャラハッドは聖杯探索の旅を終えていません。キャメロットの城内に現れた幻覚でしか聖杯を知らないのです。ええ、そうです。彼はいわゆるオルタナティヴ・サーヴァントです。不完全な記憶と経験を持つ英霊───あるいは正史とは似て異なる人生を歩んだ人格を持つ英霊です。どちらなのかは彼自身はっきりしていない。一つ確かに言えるのは、ギャラハッドが自らの意志で聖杯の探索を放棄したということ」

（オルタ？……ギャラハッド・オルタ……!?　聖杯を放棄した……？）

　思い当たる節はある。ギャラハッドは〝聖杯の騎士〟のトレードマークともいえる赤い十字の盾を見せたことが無い。聖杯トーナメントの熱心なファンであれば、既に推測されていたのかもしれないけれど、そういった情報を私は完全に遠ざけていた。

（それに騎士王アーサーや湖の騎士ランスロットをも凌しのぐと言われる、最も高潔で勇敢なる騎士のイメージからはほど遠い態度だ……すくなくとも私にはそう見えてしまう。けれど態度の悪さをオルタ・サーヴァントの特徴だと短絡して捉えるのは早計だ。ドライなやり方は、私の好みですらある）




「たとえオルタ・サーヴァントであっても、ギャラハッド卿ご自身には違いない……はず」

　こみ上げる感激を抑えられず、私の関心は契約主マスターの彼女の方に移っていた。

　頑かたくななコハルが心を開いて吐露してくれたこと。自分のサーヴァントの汚点とも言える秘密を明かしてくれたことで、距離が狭まったと錯覚してしまった。

　だから衝動的に口にしてしまった。

「コハル───フユキに行ってほしいんだ。私と、一緒に」

「フユキへ……」

　彼女は少なからず戸惑った。年相応の少女らしく。そんな反応をギャラハッドはわざとらしく片眉をあげて面白がり薄く笑った。

「…………エリセさんがそう願われるのは、なんとなく解っていました。聖痕スティグマータへの訪問でなく、私の見舞いに来たと言われた時から。悪い予感が当たってしまった」

　白いガウンをかきよせコハルはうなだれる。

「……申し訳ありません、私は行けません。私は戦力にはなりません」

「大丈夫、コハル。怪我はきっと治るよ。それに私がコハルを頼りにしているのは、あなたが───」

（私と一緒に戦ってくれた、あなたが本当の戦いを知る人だから……）

　そう訴えたかった。けれどコハルは私の言葉を静かに遮り首を振った。

「そういう意味ではないのです。トーナメントの復帰とも無縁の問題です」

「……まさか、チトセに何か言われたの？　そうなんだ？」

「………………」

　俯うつむくコハルの表情から答えは読み取れない。私は彼女のパートナーを振り返った。

「───ギャラハッド卿」

　弱りきった私の顔は雄弁に懇願していただろう。けれど彼は眉一つ動かさず冷笑するだけだった。

「生あい憎にくだがな〝死神〟、これはコハル自身の意志だ。俺があんたの聖杯探索をどう思っていようが関係は無い。……ましてや俺を通じて説得をはかろうなどとは企たくらむなよ。こいつの頭の固さは十字の盾並でな」

　からかうようにギャラハッドがコハルの頭に手を伸ばす。少女はそれを不機嫌そうに荒々しく払いのけた。

「フン……。これ以上くだらん愁しゅう嘆たん場ばを見せられるのも願い下げだ。酒が渋くなるばかりでかなわない。乙女どもの城からは退散させてもらおう」

　そう言い捨てたギャラハッドは、目前で霊体化し退室する。テーブルには飲み止さしのワイングラスが残された。

　すがすがしいほどに無礼で不遜な男。ボイジャーの件で礼を伝えたかった気持ちなど吹き飛んでしまった。

「……あーあ、フラれちまったなエリち」

　テーブルに肘をつきデザートのシャーベットをすくいつつ傍観していたカリンは、ボイジャーに向かって勝手なことを言っている。

「いいかボイジャー、こういう時にあいつを慰めたりすると逆効果だからな。傷をえぐらないように注意しような」

「……でもね、カリン。エリセは、あんまりへいきじゃなさそうだ」

　ぜんぜん聞こえてるよ。……一人だったら泣いてしまったろうな。
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　やがて就寝の時間になった。

　私たちはわざわざ一つの部屋に寝具を並べて狭苦しく寝そべる。

　個々に別室で休もうとしていた私やコハルを、カリンの奴が無理矢理に同じ寝室に連れてきたのだ。カリンは昨夜もそんなノリだった。いにしえの修学旅行のようで楽しいと主張されたところで実感は湧かない。

　一応、性別男子ながら霊体化の出来ないボイジャーも同室だ。カリンが持ち込んだ菓子をつまんだりカードゲームを試したりと、一緒になってひとしきり騒いでいた。

　今は月光の差し込む静まった部屋で、あどけない寝顔で横になっている。全く睡眠を取らないサーヴァントもいるなかで彼は遊び疲れた子供そのものだ。

（やっと私も眠れる……と思ったけど、やっぱだめか……）

　眠気が薄いのは体が疲労を求めているからだ。日課のトレーニングで体を痛めつけないと悪霊たちがまた騒ぎ出す。それでも少しずつ眠りに落ちようとしていた時だった。




「ごめんなさい……エリセさん」

　横寝していた私の背でコハルがつぶやく。私以上にこの慣れない雰囲気に戸惑っていた彼女が。

「どうか、あの方を恨まないでください」

「…………チトセを……？」

「はい。聖痕スティグマータからは言外に他言無用と仄ほのめかされました。でもお話しします。私はエリセさんには知っておいてほしくて」

「…………そういうことなら……聞くけど」

　意地になり怒ったような返事をしてしまったのを私は悔やんだ。彼女の声はかすかに震えて、悩んだ末に打ち明けたのだとすぐに気づけたのに。

「コロセウムの襲撃の後、ライデンフロース家に戻った私は、そこで処分されると決まったんです」

「…………！　それって……！」

　息を吞みシーツをはねのけて私はコハルを振り返った。

　ボイジャーの向こうで寝ていたカリンも眠たげな声で呟いた。

「……処分……？……なにを？」

「なにをって……」

　処分とは───〝死〟だ。魔術師の血縁組織において他の意味は無い。

　コハルは魔術師であっても人間ではない、人工生命体ホムンクルスなのだから。

　そんな無慈悲な内実をカリンは知らない方がよかった。知ってほしくなかった。

　なのにコハルは淡々と丁寧に説明を続ける。

「───過去の試験体と同じように、失敗作として処理されます。普通でしたら、再利用可能な純粋な媒質と種子体セミナにまで還元されます。ですが……私の媒質は、既にンザンビの呪術に汚染されてしまいましたから再利用はされず、ただ廃棄となるでしょう」

「…………」

「ちょ、ちょ、ちょっと待てよ。なんの話だ。ついていけねーんだけど？　おい、エリち？　黙ってないでなんか言えったら！」

　話の不穏さにカリンも気づいた。なんて答えたらいい。当惑しつつ心のどこかではコハルの言動に納得しかけている。自分の中の矛盾に不快をおぼえながらも言葉を絞り出す。

「…………それで……？」

「私の後続となる覚醒前の試験体ガイスターは、すでに何体も生成されて準備されているんです」

　さらりと恐ろしいことを言う。ああ、嫌いだ。魔術師は大嫌いだ。

「そっか……じゃあ触媒があるんだね。サーヴァント召喚の〝触媒〟となる遺物が───」

「ええ。これもエリセさんには伏せる意味はありませんね。ライデンフロース家では、騎士ギャラハッドが身につけていた〝剣帯ソードベルト〟を入手しました。その準聖遺物を触媒にして降霊の儀式を行い、試行錯誤を経てついに召喚に成功し、安定したのが私です」

「聖なる騎士の剣帯を？　それはすごいな……でも実際に召喚されたのは……」

「オルタでしたね。私という契約主マスターの器では、それが限界だったのでしょう」

「…………円卓の騎士に本当にふさわしいマスターなんて、そうはいないよ」

　モザイク市では、市民それぞれのパートナーの召喚において触媒は必要とされない。《聖杯》の神託のままに、最も相性の良いサーヴァントがあてがわれる。

　それでも〝触媒〟を用いた儀式で仲ちゅう介かいし、召喚の対象を偏向することは出来る。表向きは完全に違法だけど、現実には触媒を取り扱う店は大繁盛している。

　私はそういった違法行為の延長線上で、街の治安をおびやかす犯罪者となったマスターとサーヴァントを何組も相手にしてきた。

「じゃあ……ライデンフロース家ではモザイク市の《聖杯》を積極的に利用する特殊な召喚方法を確立した。〝触媒〟とホムンクルスを組み合わせて、召喚するサーヴァントをコントロールする儀式を成功させた。そうなんだね？」

　こんな心の痛む場面なのに、カリンからの怪訝な視線を感じながらも私は、自分の好奇心を優先させている……。

「───はい。今となっては地球上のどんな霊脈地よりも効率が良いと、我が師メンターはおっしゃっていました」

「そう……」

　それを効率が良いと捉えられるのは魔術師だけだ。少なからず召喚に失敗した他の試験体は当然〝処分〟されたのだろう。疑似生命のホムンクルスを構成する媒質、アダムの土、第一質料プリマ・マテリアはとりわけ貴重だ。

「ですので……私はもう、エリセさんとは二度と会えないはずでした。けれど、事情が変わったんです」

「変わったって……なにがだ？」と不安そうに尋ねるカリン。わずかに楽観の望みをにじませながら。

「……その理由はもう私たちも知ってるんだ、カリン。あの夜以降、サーヴァントが召喚されなくなったからだ。ライデンフロース家もその状況を把握したんだ。たとえ有望な触媒を保有していても効率的な召喚方法があっても、ギャラハッドが再び召喚される保証は無くなった。そうでしょ……？」

「……エリセさんのおっしゃる通りです。私の処分については一時保留となりました」

　彼女はまた迷い、躊躇ためらいながらも最後まで私たちに教えてくれた。医療パッチで処置された右手に視線を落としながら。

「ただそれでも……我が師メンターは迅速にご決断をされました。私の令呪を引き抜いて他の試験体への移植を行い、その課程において呪いを分離すればよいと。うまくいけばギャラハッドごと次の契約主マスターに受け継がれます。私もそれが最善の方法だと思いました」

「……っ……それは誰にとっての最善、かな」

　私は急にコハルが恐ろしくなった。近寄りがたい異質なものにみえた。そのあり方はあまりにも正しくて、それでも尚なお歪ゆがんでいると。重なるのは自分自身の姿だ。街の平穏のためだと嘯うそぶきながら弱さを隠して力を振るった、そんな〝死神〟の過去が私を重く引きずる。

　───けれどカリンは違う。自由だ。

「じゃあ、なんだよ……さっきエリちの誘いを断ったのは、もう自分は死ぬから一緒には行けねーって？　そういうことなのかよ？」

「令呪もサーヴァントも失ってしまえば、私に存在価値はありません。令呪を持たない者に《聖杯》がサーヴァントを与えることは無いのですから。それに───」

「はあ!?　なに言ってんだアンタ！」

「カリン……声が大きいよ」

　聞くのが辛すぎて心にも無い注意を口にしてしまった。

「知らっねーよ！　だったらトーナメントは!?　コハル、あんたが聖杯トーナメントの選手なのも───」

「無関係ではありません。トーナメントの模擬戦は、私自身がちゃんとサーヴァントを扱えるマスターであることを証明する場でした。なにより、英霊憑依ポゼッションの有効性を知るために最適の環境です」

　月光が彼女の静かな満ち足りた微笑を照らす。本当につくりものの人形のように美しい。

「───ですが、聖痕スティグマータは我が師メンターの意向には不支持を表明されたんです。万が一にも令呪の移植に失敗して、今後永久にギャラハッドを失う危険は冒せないと。意志を伝えただけでは我が師メンターを信用できないともご判断されたのでしょう。私をこのセーフハウスへ移送して保護下に置くよう取り計らわれました。ライデンフロース家としても、無防備な私が他勢力に襲われ、ギャラハッドを奪取されるわけにはいきません。渋々に承諾したというところです」

「チトセが……そんなことを？」

「はい。ですから……エリセさん。この件で聖痕スティグマータにお怒りを向けるのは筋違いです」

「…………」

　現実の冷酷さに身震いする。いくらコハルが庇おうとも、それでもやはりチトセは親愛の情でコハルの命を守ったんじゃない。結果として救っただけだ。事態はすべてコハル個人の意志を無視して進行している。

　ホムンクルスを利用した召喚の環境が失われれば、ライデンフロース家とチトセの関係もこれまでのように良好とは言えなくなる。チトセの一方的な干渉によってすでに亀裂は入った。このまま唯い々い諾だく々だくと従っているはずが無い。一触即発の状況だ。




　ぽつ、ぽつと、しずくがシーツに落ちる。

　それは、うなだれるカリンの頰をつたう涙だった。

「カリンさん…………どうか泣かないでください」

　そっとコハルが手を差し伸べる。

「───聖痕スティグマータも、ライデンフロース家も、すべてはあなた方、市民の未来を思って成したことなんです。この街に暮らす人々の平和のために、誰かの為に生きられるなら、私は幸せです」

　……たとえそれが人工の生命に許される束の間の短い生だとしても。

　肩をふるわせるカリンは言葉無く押し殺した嗚お咽えつを漏らす。

「でも……私のために泣いてくださるのですね」

　そうふるえる声でつぶやいたコハルの指先が、おずおずとカリンの濡れた頰に触れた。慟哭を喉に詰まらせ、大きく息を吸ってむせぶカリンの指がシーツをかたく握りしめた。

「ううっ……くそっ、くそっ、クッソ！　違うっ、あたしは……いいわけないのに、コハルが自分から望んで戦って！　実験台やらされて！　それで納得してたって、あたしはそれが許せなくて、なのに何も出来ない、どうしようもねー自分が情けなくて……」

「ありがとうカリンさん……いいんです。十分ですから」

「やめろよバカ、やめてくれったら……言わねーでくれ……」

　交差した腕で泣きじゃくった顔を隠そうとするカリンは、まだ啜すすり泣なきながら天井を振り仰ぐ。

「ああっ、わりぃコハル……あたしみたいのが、覚悟キメてるあんたを可か哀わい想そうだなんて……安っぽい同情で泣いちまうなんて、馬鹿にするにもほどがある……ごめんっ……」

「カリンさん……」




　私の古い友達は───カリンは、たぶん恥ずかしいのだ。

　こんな境遇にある私のひねくれた態度に大いに呆れながらも彼女は、憐あわれむことは一度もなかった。自虐や感傷に共感して酔うことは一度だってなかった。

















　今コハル本人を前にして、彼女が悲劇の人物であるかのように、優越感の涙を消費してしまっている自分がくやしくてたまらないのだ。
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　翌朝、まだ薄明の砂浜に私は足を運んだ。

　無性に体を動かしたくて。ジョギングしながら独りきりで考え事をしたくて。




（コハル、泣いていた……あんなに気丈な、神霊ンザンビにも円卓の騎士ギャラハッドにもひるまない彼女が）

　コハルの流した涙は自分自身を悲観した涙じゃない。カリンの真摯な想いが届いたからだ。コハルは立ち止まって自分を憐れんだりなんてしない。そんな暇があるのなら一歩だって先へ進もうとするんだ。

　私は、カリンみたいな、何の酬むくいも求めない愛なんて持ち合わせていない。愛は等しく交換されるものだと思っている。

　臆病すぎてコハルのように全身全霊を使命に預けきる真似も出来ない。




　一夜を過ごし、今は一つの考えが頭にこびりついて離れなかった。

　起きざまに彼の寝顔が目に入り、慌てて寝室を出てしまったくらいだ。

（……ボイジャー……私が彼と出会ってしまったせいだ）

　彼が召喚されなければ、コハルがこんな目に遭うことは無かった。

　最後に召喚されたサーヴァントじゃない。その逆だったんだ。ボイジャーが召喚されたから、このモザイク市はおかしくなったのでは？

　私はきっと間違っている。アヌビスたちの所業がすべて元凶の可能性はある。

　……でも、チトセはボイジャーを滅ぼそうとした。

　私がサーヴァントを手放せば、召喚もまた再開されて、敵も私への興味を失って、みんな元通りになるのか？　ただそれだけのことなの？




　走り進んだ先の砂浜に、あの男ひ性とがいた。

　ボート置き場の伏せられた船体に座り、淡いピンクとブルーのグラデーションの波間を眺めていた。

「ルキウス───」

　傍らにチトセはいない。彼一人だけだ。

「お……おはよう───何、その格好」

「おはようボヌム ディエム、エリセ───変かな？　私もバカンスらしい格好をしてみたくてね」

　アロハシャツにスポーツサンダル。昨日のギャラハッドよりも浮かれた姿だ。

「しかしこのリゾートでは、はしゃぐ相手にも欠く始末でね。ギャラハッド卿もいることだ。遠泳勝負でも挑んでみるのはどうだろう？」

「うーん……あんまり見たくない光景かな。それより……」

　冗談を口にするほど態度はやわらいではいたが、警戒心は緩まない。私の隠しきれない緊張も彼はわかりきっている。機会を逃さず、思い切って切り出した。

「あの時、ギャラハッドが言っていた。ルキウスが手加減をしたって」

「そうだったかな」

　確かに言った。ボイジャーへ投じた槍の一撃を、ギャラハッドが遮さえぎるだろうと予期していたと。ギャラハッドであれば……と彼が期待したのも理解できる。

　ギャラハッド卿もまた、探索の旅の果てに聖槍を手にする伝承があるからだ。けれど聖杯を放棄したオルタだったと知った今では事情は変わってきた。

「……この島は一種の安全地帯だけど、どうせチトセには関係無い話でしょう。あの時はボイジャーを狙っておいて、今度は見逃す気なの？　すごい余裕だよね。舐めているんだ？　私と、ボイジャーを」

　せいいっぱい虚勢を張る私に、彼は場にそぐわない優しい笑みを浮かべた。

「ふむ……まだ挑発が下手だな。何かしら反応を引き出したいとしても、もうすこし刃を研ぎ澄まして突いてくるべきだ」

「…………ぐっ……」

　仕方ないじゃないか。私自身がまだ信じられないのだから。彼が私の敵にまわっただなんて悪夢のようだから。

（でも令呪はうずく……邪霊たちがざわついている……）

　昨日の波止場でもそうだった。ではボイジャーの恐怖が私に伝わっただけではなかったのだ。

「きみのサーヴァント、ボイジャーを侮あなどってはいない。私は」

　彼は立ち上がり言った。

「───ただ、あのようなだまし討ちで得た勝利は、勝利ではない。私はそれが不快だった。後ろめたい想いで勝ち得た栄光など、心を蝕むしばむ毒となって残り続けるだけだ」

「その頰の十字架の傷みたいに？」

「む？……ああ。まさにそうだな。これは十字架ではないが」

「そうだったの？」

「傷のことなら、きみはすでに尋ねているぞ。ずっと幼い頃だがな」

「ごめんなさい。十字架の話は忘れてしまった」

　彼の頰に触れた時だろうか。

　ルキウスはボートから取りあげた得物を、おもむろに私に投げて寄よ越こした。二メートルほどの木製の櫂オールだ。

「では───これはおぼえているか？」

　おだやかな口調とは裏腹に、彼の摑んだ櫂の先端が容赦無く繰り出された。すんでのところで突きをかわした私は、反撃の距離を取り砂の上で身構えた。そのまま模擬戦となる。手の中の得物は槍としては短すぎるけれど、最高の武器を調達するまで戦場は待ってはくれない。

　過去の日々での鍛錬もそうだった。

　両親の死後、《新宿》の花園で過ごした数年間───。

　幼い私はルキウスの振るう訓練用の木槍で転がされ、したたかに突き飛ばされた。短刀の一いっ閃せんを避け損ねては柄つか頭がしらで顔にあざをつくり、戦せん斧ぷで鎖骨を割られた。自分の手に負えない負傷をした時だけはカレンが手当をしてくれたが、それでもルキウスの白兵戦の教練を止めてくれる者は誰もいなかった。繰り返される虐待に私自身なんら疑問を持たず、彼やチトセを恨むことも無く、ただ鬱うっ陶とうしい痛みから逃れるために……男を殺せと貪欲に求める悪霊どもの囁きを鎮しずめるために、私はまた武器を握った。

　あの異常な鍛錬があったからこそ、私はまだ今も生き延びている。

　悪霊に冒され朽ちていく私を見かねた、彼の優しさのおかげで。




　ランサー───ルキウス・ロンギヌス。

　歴史上の聖ロンギヌスの生涯は謎に包まれている。

　実在の人物とは言い難がたい。聖書・福音書の外典アポクリファで見られる「ロンギヌス」の名前そのものが、男は架空の人物であると如にょ実じつに物語っている。ラテン語で槍はランケア、ギリシャ語ならばロンヒ。つまりただ「槍」にちなまれた脇役の名前にすぎない。古フランス語の槍に関連するランスロットの名も成立の事情は似ている。ファーストネームの〝ルキウス〟もまた古代ローマではありふれた名前といえた。

　それでも彼はサーヴァントとしての確かな実体を得た。聖杯戦争での輝かしい勝利を手中にした。

　私が彼から直接に聞き及んだり、後に学んだ知識から補完した経歴はこうだ。

　───ルキウスはローマ帝国の第二代皇帝ティベリウスの治世の軍人だった。白兵戦の達人、特に槍の遣い手として、目覚ましい戦歴をあげた彼は百人隊長ケントゥリオに抜ばっ擢てきされゲルマニアに派遣された。

　ローマ軍の指揮官はティベリウス帝の甥おいで、兵たちの絶大な信頼を得ていた名将ゲルマニクス。この名将はゲルマン部族の指揮官アルミニウスと数度にわたって激突し、多くの犠牲を出しながらかろうじてローマの威光を示す勝利をおさめた。

　その後、ゲルマニクスは不本意にも中東に派遣される。ルキウスは将軍の付き人として同行し、ゲルマニクスが不審な病死を遂げるまで仕えたという。

　その後、ユダヤ属州総督ピラトの預かる一介の衛えい士しとなったルキウスは、エルサレムのゴルゴタの丘で〝救世主〟の処刑に立ち会うことになる。




「この傷を残したのは女のドルイドだ」

「ケルトのドルイド……？　じゃあドルイダス？」

　悠然とした足の運びで、槍代わりの櫂を振るいながら彼は語った。私のように無駄に砂を蹴り散らすこともない。

「見た目こそ若く美しかったが、年齢不詳の異端の司祭だ。女はアルミニウスの直属の部下だったが、ゲルマン族ではないガリア人だ。ヒスパニアやブリタニアを歴訪し、ガリアの英雄ウェルキンゲトリクスに就いて、あのガイウス・ユリウス・カエサルの軍勢とも戦ったとうそぶいていたな。許されざるローマの宿敵だ」

「それが本当なら……百歳近くの老婆？……チトセみたいな……」

「私は何も聞かなかったぞ───その女ドルイドは、現代でいう二重スパイの振る舞いをしていた。私は女を利用するつもりが……深みにはまってしまってな。女は処刑されたが、その直前にこの傷痕を残していった。ただの手切れ金代わりの傷では無かった。この傷は、私の目から光を奪う、呪いの印ルーンだった。最前線で指揮を執り、事前に情報を得ていたゲルマン軍の奇襲を迎え撃とうという時に、私は前ぶれもなく視力を失った。戦場は大混乱に陥った。女ドルイドは見事に復ふく讐しゅうを果たしたわけだ」

「意外だ……女絡みだったとは……以前にその話を聞いた私、なんて応えたんだろう」

「ははっ。きみからは、すべて私自身に非があったんだと窘たしなめられたよ」

　ルキウスは櫂をゆっくりと下げて地面を突いた。今日の鍛錬はここまでにするという見慣れた合図だった。熱を持ち汗にまみれた肉体から、心地よく戦意が抜けていく。

「敗北し、盲めしいとなり、軍人としての私は死んだ。あの戦場で死ぬべきだったのだ。その後も、ただゲルマニクス閣下の温情にすがって生き長らえ、その閣下の死を防ぐことすらも出来なかった。───そして、あの方と出会うまで、私は暗闇を這はいずる屍しかばね同然の生を送っていた」

　それが、盲目となった男が再び世界に光を見いだし、聖ロンギヌスとなるまでの物語だ。
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　ルキウスと槍を交えた私は、時間を忘れて没頭してしまった。

　数年ぶりの手合わせは、自分の成長を量るどころか、過去の彼がどれほど手心を加えていたのか思い知らされる結果となった。全盛期の英霊の技と力量に、人間が正面から向かって敵かなうはずもない。解ってはいたけれど、〝夜警〟を担になってきた私の申し訳程度の矜きょう持じはへし折られた。

〝あーねんえるべ〟に戻るとすでにコハルが朝食の支度を進めていた。カリンもまだ眠たそうに手伝っている。

　きびきびと手際は良いけれどひたすら基本に忠実で面白みに欠けるコハルに、カリンがさりげなく助言を……いや邪魔くさく口を出して食卓の皿に彩りを添える。二人ともすっかり打ち解けて、少し疎外感を感じるくらい。なんだかちょっと不愉快だ。

　ただボイジャーの前でカリンから朝の外出について問われた時、外でルキウスと出会ったことはつい隠してしまった。ボイジャーを心配させたくなかった。

　食後、庭のシュロの木に渡されたハンモックにボイジャーが興味を示した。トランポリンのように飛び跳ねたりするのかと思いきや、伸縮したり重さを分散する構造が面白いらしい。

　いつのまにか紅葉も姿を見せて、庭の芝生に横たわり、朝の光を気持ちよさそうに浴びていた。

（……もう十分だ。ここは私がいていい場所じゃない）

　のどかな光景が私を不安にさせる。後にしてきた街の様子が心配だった。まだ顔を合わせていないチトセの存在も気にかかる。

　結局、ヒムロとマッキから聖骸布も譲ってもらえず、コハルとギャラハッドの助力も得られない私は、フユキに近づくどころか後退している。

「あ……ボイジャー？」

「だいじょうぶ」

　ハンモックから降りようとした彼に手を貸すと、むくれて断られてしまった。

「って、ああ、ホラ言わないことじゃ……」

　ぐるんと回転して、地面にぺちゃりと落ちる。

　幼い少年の姿が宇宙探査機ボイジャーの全盛期を示しているとは思えない。本来は無機物の彼が、ヒトの姿で現界するなら、どんな姿だっていいはずでは？

（宇宙を旅する〝星の王子さま〟……私の先入観は逆だったのかもしれない）

　これは、思い上がった妄想だけれど、召喚の因果は逆だったのかもしれない。私がサーヴァントに望む姿が、彼の外見に投影されてしまったのだとしたら、私は彼から戦う力を奪ってしまったことになる。でも、私は───。

（ボイジャーに……誰かを傷つけさせたくない……）

　終わったはずの聖杯戦争に縛られるサーヴァントたちを、いいように利用する人々と同じになりたくない。〝死神〟は自分だけで十分だ。

　砂を払い彼を助け起こす。

「……ボイジャー。きみはそのままでいてよ」

「それ、どういう、いみだい？」

「言葉通りの意味だよ」

　彼はまた不服そうに眉をひそめた。紅葉が心配そうに首をめぐらせ鼻先をこちらに向けた。

「コウヨウは、これにねるのは、ちょっとむりだね？　ざんねんだなぁ」

「女性の体重のことを、そうはっきり言うものじゃないよ、ボイジャー」

「……そうなんだ。ごめんなさい」

「ふふっ」

　───ぐるる、と紅葉も笑った気がする。

　よい機会だと思った私は、横に並んでハンモックに腰掛け、私の知る紅葉伝説について彼に教えてあげた。鬼女紅葉本人の前で生い立ちを語るのはさすがに緊張モノだけれど、長い付き合いだし、触れられたくない地雷の在処ありかもある程度は見当がつく。

　彼女が憎しみを向ける相手は推測できても、なぜバーサーカーとなり今のまどろむような穏やかな狂気の中にいるのかは私も知らない。契約主マスターのカリンもはっきりとは語ったことはない。ただ彼女が見た夢の断片を、語って聞かせてくれたくらいだ。




　そうやって戸隠山の鬼女の物語を始めてから、しばらくして───。

「エリセさん！　ボイジャー！　助けてください！」

　顔を真っ赤にしたコハルが、脱げかけた服につんのめりながら庭に現れた。

「……なにごと？　カリンに襲われでもした？」

「いえ、はい、あの、その───」

　すぐ背後から鬼みたいに無慈悲な笑みを浮かべたカリンが顔を出す。

「おーう、エリち、ボイジャー、その小娘をちゃんと捕まえててくれ。今からこいつを着せるからさ」

「ああ……買ってきた水着か。そういえばあったね」

「だからそれは、お断りすると……！　エリセさん!?」

　必死にすがってくる少女に私は冷ややかな値踏みの視線を向ける。

「じゃあさ、助けたら一緒にフユキに行ってくれる？」

「い、いまお話しすることですか？　それ!?」

「うーんそうかもね。どうせカリンの誘いで海水浴に行くんでしょ？　怪我に影響が無いならいいんじゃないかな。それにねカリンがこうなったら、もう抵抗はあきらめた方がいいよ。抵抗は無意味だよ。うん」

　私はもう経験済みだ。アパレルショップに付き合った時とか、過去何度も私の選んだ服にカリンからダメ出しをされて、彼女の着せ替え人形にされた。

「また、およぎにいくんだね？」

「そうだぞ、ボイジャー。こんなセレブ御ご用よう達たしのリゾートに来といて、あたしらまだ一度も海に入ってないからな！　おっ、モミも行くってさ」

「それはいいね」

　退路を断たれたコハルが猛抗議してくる。

「ううっ……恨みます！　恨みますよ！　ス、聖痕スティグマータにご報告します！　私、あの方の庇護下にあるんですから！」

「えー？　チトセの困り顔なら見てみたいなあー、もっとめちゃめちゃに困らせたいなあー」

「なんでそんなに意地悪なのですか？　今日のエリセさんは……」
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　───結局、それぞれ海水浴の準備をしてビーチへ繰り出すことになった。

　私は半ば自暴自棄だけど、彼女ほどではないかも。観念して着替えさせられたコハルは、身を包むようにタオルを羽織ってとぼとぼとついてくる。

「いーじゃん超似合ってるじゃん、コハルっち！　イケてるって！　おっとなんだなんだ海辺に天使が降臨しちまったかぁー？　男を搾しぼり取とるサキュバスかあ？」

「カリン？　悪ノリしすぎだ。でも全然変なんかじゃない。ちゃんと可愛いと思うよ？　ギャラハッド卿がからかってきたら私がひっぱたいてあげるよ。あの人また勝手に出て行っちゃったけどさ」

「…………うう……」

　ちょっと可哀想だけど、耳まで赤くなっているコハルが初々しい。

　オフショルダーのふんわりとしたビキニに、デニムのショートパンツ。露出度で言えばカリンより控えめだし《秋葉原》なら往来で見かけてもおかしくないくらいだ。

　不慣れなレジャー用の水着そのものに戸惑っているのなら、なお微笑ほほえましい。




　ところが───。

　目当てのビーチに着いてみると、今度は私がひどい頭痛に襲われる番だった。

「う、うわっ、わぁ……なにあれ……ちょっと勘弁してほしいんだけど……」

　目に入ってきた光景に衝撃を受け、たまらずコハルの肩に寄りかかる。

　美しい砂浜には先客がいた───真鶴チトセだ。

　白いビーチパラソルの下、海の青が映り込むサングラスをかけ優雅にサマーチェアに寝そべっている。それはいいんだ。問題はすこぶるきわどい真紅のビキニ。どことなく和風アレンジだけどそういう次元ではなかった。

　いやその、着るなとも泳ぐなとも言わない。言わないけど、露骨に若者と張り合うようなのは挑戦しないでほしかったんだ。後生だから。

「あの……エリセさん？　そのような態度はあの方に失礼なのでは……」

「ううう死にそう。脇腹痛くなってきた……」

「すっげー攻め攻めだな。んー？　なんでエリちがダメージ受けてんだ？　あれだな、着瘦せするタイプって実在するんだな！　都市伝説かと思ってたけど」

「都市伝説っていうか妖怪っていうか……」

　この場にルキウスは見当たらなかった。少なくとも実体化はしていない。無防備にも彼女一人きりだ。

　そのチトセが、ラムネ瓶を片手に何食わぬ顔で手招きしている。

　呼ばれるままにコハルと興味優先のカリンが応えるが、私はボイジャーと紅葉と一緒にその場に残った。

（ボイジャー……きみ、また震えてる……）




「おくつろぎ中のところを申し訳ありません」

　チトセのサマーチェアの前で、コハルはかしこまって頭を垂れる。

「おはよう、二人とも。ううん、もう昼ね。もしかして私の話をしてたの？」とチトセは小首をかしげ、自分の水着の肩かた紐ひもを軽くつまんだ。「プライベートビーチだし、べつにどんな格好でもいいかなとも思ったのだけれど、ちょっとハッスルしすぎたかしら」

「ハッスル？───い、いえ……よ、よくお似合いですよ？　本当ですっ」

　サングラスを外し、チトセは穏やかに微笑んだ。

「フフッ。貴女あなたほどではないわ、ライデンフロース。いえ、今日はお忍びのハルコさんかしら」

「お、恐れ入ります……聖痕スティグマータにそう言っていただけると、少し自信が。この水着はこちらのカリンさんにプレゼントしていただきました」

　紹介しつつも、自分の格好を再び意識してかコハルは赤面する。

「そう。では私からも礼を言うわ。カリン」

「アハハッ、いいって。ここにはエリちに連れてきてもらったしな。そういや、チトセさんに聞きたかったんだけどさ───」

　大胆にカリンが問いかけた、その時───。




　ふっとチトセが会話から意識をそらした。新人類にはすぐに伝わる仕草だ。サーヴァントとのテレパシー対話か、魔術による通信だ。これは後者だった。

　チトセ宛てに着信があり、察したコハルは、にわかに緊張した面持ちで挨拶を切り上げた。その場からすみやかに退さがるコハルを見倣い、カリンも肩をすくめ引き返す。

　私はといえば、漏れ聞こえる会話の内容から、チトセの通話相手の目星をすでにつけていた。

「ボイジャー？　私、チトセと話があるから。カリンたちと一緒に遊んでいて」

「……ぼくも、いくよ」

　ボイジャーははっきりと首を振った。反抗的、というよりはそれが当然だと確信する眼差しで私を見上げる。着ているのはボーダー柄のずいぶん派手な水着でアレだけど、本人は真剣だ。

「……いや、いいよ。きみ、チトセを怖がってるじゃないか。〝へび〟の話をした時みたいに震えてる。無理もないけどさ」

　ンザンビと対峙した時ですら、ボイジャーは怖おじ気けづいてはいなかった。チトセの恐ろしさにこの少年はちゃんと気づいている。だけど彼は意外な言葉を返した。

「あのひとはね……たぶん、へびじゃないよ」

「…………とにかく、私一人でいい。紅葉さん？　ボイジャーをお願いします」

　ぐるぅ……と一唸りして紅葉は了解してくれたが、彼は納得していないようだった。




　通話終了のタイミングをみはからって、私はチトセとの交渉を始めた。正視するとげんなり顔が表情に出てしまう。なるべく相手の首から上や水平線に視線をそらす。

「報告をしてきた相手は……ドクター・スノウ？」

「ええ。当たり」

　───サーヴァント〝ジョン・スノウ〟。

　彼はモザイク市の都市衛生部門のトップだ。看護職のマスターと共に、医学的な見地のみならず、魔術による汚染に対しても鋭く目を配っている。

　十九世紀初頭の英国の医師で、伝染病の予防に多大な貢献をした。かのヴィクトリア女王の助産役を務めたこともある。コッホやパスツール、北きた里ざと柴しば三さぶ郎ろうといった医学界の偉人と比べると、世界的な知名度はやや低いかもしれないけれど、私にとってはとても信頼の置ける、世話になっている人物だった。

　彼は自分の仕事に恣し意い的てきな干渉を受けることを嫌い、チトセとも距離を置いた完全に中立の立場をとっている。出会うきっかけとなったのは、カレンを仲介した、彼からの秘密裏の依頼だった。反対に私から彼の手を借りて解決した事件もある。

「魔術回線で映像もつないでいたんでしょう？　その格好を目にして何か言ってた？　ドクター・スノウ」

「うーん……残念ながら完全にスルーだったわ。面白いかなって思ったんだけど……」

　なるほど。生涯未婚だったスノウが、女性には興味を示さないという確信がまた深まってしまった。まあ、それはともかく───。

「街のほうで何か？」

　休暇中の聖痕スティグマータへのわざわざ直接の報告だ。よからぬ事態なのは予想がつく。コハルも気づいていた。

「……違法な召喚を行った市民たちに、また死者が出たわ。スノウの捜査によれば、召喚行為を切っ掛けトリガーとした広範囲に干渉する呪的トラップを確認したそうよ」

「…………トラップ？」

　違法召喚の増加についてはヒムロからも聞いていたしある程度の予想もしていた。

　サーヴァント・ロスを埋め合わせようとする市民たちがその当事者であり被害者だ。

　儀式中の過剰な魔力の投与によるショック死。個人の〝聖杯〟の機能不全。そして違法召喚の失敗後の衝動的な自殺……。発生件数こそ少ないが、コロセウムの被害者以外にも拡大している点が気になっていた。

　たとえば医術の進歩著いちじるしいこの街では、通常の感染症は問題とされない。心臓に同化した聖杯が早期に病巣を発見し、軽度であれば治癒する。重症化が予想されるなら都市管理ＡＩに自動的に報告され、治療を受ければ完治する。

　けれども、患者自身が自分を害するのであれば別だ。違法な呪じゅ物ぶつを身近に置いて、積極的に《聖杯》との連携機能を阻害したりすれば、いくらでも不健康になれる。

　心中ではすごく動揺していたけれど、かろうじて冷静を装い、チトセに鎌をかける。

「呪的トラップ───それって、首の無い動物を逆さに吊つるした呪物フェティッシュ？」

「あら……そこまで独自に調べていたとは驚きね。見てみる？　えっと……」

（的中した！　じゃあやはり───）

　端末の操作にちょっと手間取るチトセを手伝いつつ、現場で発見されたという写真を表示する。供く物もつにされたのは鳩、カラス、猫といった小動物。首が切り落とされ内側には詰め物をされて、鉢の上に立つ棒に巻き付けられるように吊るされている。とても痛ましい姿だ。だからこそ効果がある。

「…………〝イミウト〟……」

　それが呪物の一般的な名前だ。独自調査の結果なんかじゃない。当てずっぽうだった。使用されている実物を見るのは初めてだ。

（でも勘が当たった。〝イミウト〟はエジプトで多く発見された、間違いなくアヌビス神と関わりがある呪物だ。壁画に描かれたものを過去に見た）

「物知りね、エリセ」

「手当たり次第に、憶えられるだけ憶えてるだけ。まだ物忘れを気にする歳じゃないし？」

「……そう。褒めたのよ？」

　皮肉は効果が無かった。調子に乗って言い過ぎた。チトセにしてみれば、敵も見つけられず《聖杯》の異常ばかりが拡大し、打開策の無いまま真綿で首を絞められるかのような状況だろう。どれだけ有能な人材が揃っていても、市民の心が離れてしまえば対処の難しい問題はある。そんな彼女の寂しそうな横顔につい私も気が緩んでしまった。




「コハルのこと……ありがとう、チトセ」

　自然と口にしていた謝礼の言葉にチトセが目を丸くする。私だって素直に感謝できた自分にびっくりしている。でも掛け値なしの本心だ。

　コハル自身がホムンクルスの運命に甘んじるのなら、彼女を救える立場にあるのはチトセだけだった。

　チトセは悪戯いたずらっぽく瞳を輝かせる。とたんに魔術師らしい酷薄な顔つきが戻ってきた。

「ふうん。気に入ったの？　ライデンフロースが欲しいのならあげましょうか？　彼女の師メンターには私から伝えておくわ」

「…………！」

　意外すぎる提案に思わず息を吞んだ。なんて気易く言ってくれるのだろう。

「───だったら、彼女を自由市民にして」

「それは駄目よ。彼女は誇りある剣闘士だもの。彼女自身が望まないわ。でも、あなたの目的に沿うのなら使ってみなさい」

「…………」

　悔しさに歯を食いしばった。まるでコハルが重ねてきた貢献の恩賞であるかのように言う。確かにこの島でかごの鳥でいるよりは、有効に力を振るえる。けれど───。

「それはっ、私や、チトセが決めることじゃないっ」

　思わず声を張り上げた。波打ち際のカリンたちが振り返る。

「私が始めたことだもの、最後まで私が責任を持つわ。幸福は人それぞれ。街を守り、人々には実現の手段を提供するのが私の務め。選択の自由と、私利私欲を履き違えるのなら罰する」

「…………チトセ……」

　手ひどい反はん駁ばくの言葉をぎりぎりのところで飲み込んだ。

　チトセは、人々に望まれて戴たい冠かんした指導者じゃない。歴史上ではごくありふれた独裁者、圧倒的な暴力を誇示する僭せん主しゅ───タイラントなのだから。

（それに……コハルをサーヴァント同然の手段としか見ていない。この人には、カリンが流した涙の意味なんて一生理解できないだろう）

　でもまさか海の底抜けの青さのおかげじゃないだろうけれど、交渉の相手がとびきり機嫌がいいのは確からしい。

　都合のよい提案に面食らいはしたものの、これは唯一のチャンスだと思った。

（だったら、つまらない意地で逃すべきじゃない……！）

「わかった……ライデンフロース家には、期限付きで私が預かるって伝えて。彼女の治療が済むまで。彼女はキズ物なんかじゃないって」

「ええ。了解───手を出して。大丈夫、変なものを仕込んだりはしないわ」

　チトセの手の甲に鋭い十字型の令呪が浮かび上がる。短い小節の詠唱で、魔術的な契約手形を譲渡された。ホムンクルス個体の所有権を示す強制力の無い形式的なものだけど、役には立つ。




「一応報告しとくけど、《新宿》でマッキに会った……から」

「そう……マッキに。ヒムロのお店かしら？」

「そんなところ。あの人に街の結界の外で何をさせているの？　チトセがやらせているんでしょう？」

「入り込みすぎよ、エリセ。環境調査……と言っても信じてはくれないか。マッキとは互いに協力者。半分は彼女が望んでやっていることだわ。《東京》の夜警だった彼女がね」

「……東京の？」

「…………っ……」

　唐突にチトセが絶句した。またその名前だ。繰り返されるたびに、心にさざ波が立つ。反応に迷う私に彼女はほんの束の間、弱々しい微笑みを向けた。泣きそうな顔で。私は無意識に自分の耳に触れる。

「……どうしたの、チトセ？」

　チトセは顔をそむけ遠い波に目をやり、話を打ち切った。

「コハルを連れていきなさい。島を出るの。私の気が変わらないうちに───イル・ヴァレンティーノ……ボルジア兄妹への連絡方法はわかるわね？」
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　島を離れた私たちは再び《新宿》に戻った。

　ボートは街の西側の最下層の水路、淀橋ブロックの地下に着港した。

　通称〝面おも影かげ橋ばし〟と呼ばれる舟しゅう運うんのためのターミナル港だ。薄暗い水面に都市を支える巨大な柱が林立している。鉄道路の直下の航路を運行する、他の街と往復する貨物船が何隻も停泊している。私たちの重要なライフラインだ。

　ボートの移動中に結界の薄い場所を通る際には少し緊張した。私はその結界の外へ行こうとしているのに今さらな話だ。それでも未知の場所への恐怖が体に染みついている。




　街に近づくと、島の滞在中に受信できなかった瑠璃姫からのメッセージが届いた。内容は彼女の初仕事の顚てん末まつを報告するものだった。

《秋葉原》でも違法召喚にまつわる事件が起きていた。瑠璃姫は早速その対処に駆り出されていた。子を持たない夫婦が、我が子同然に愛していたサーヴァントを失って自殺未遂の末に重態となり、残された伴侶とそのサーヴァントが、失うきっかけとなった他者を襲ったというものだった。

　暴走したサーヴァントを消滅させることもなく、瑠璃姫自身も大きな怪我を負わずに無事に処理できたようだ。それ自体はとても素晴らしいことだ。牛若丸の言葉も噓ではなかった。言葉選びに自信が無いけれど、心からの感謝のメッセージを返信しておく。

　ただそれでも今後も事件は増えていく。人間の満たされない願望を相手にしている限り、それで終わりということは無い。探偵ドラマのように、犯人を捕まえて収監してそれで万事解決となればどんなにいいか。続く苦しみの中で彼らの願望はまた肥大し、周囲を巻き込んでいく。

　過去に自分が担当した事件でもそんなことがあった。あまりにも異常で殺すべきだった犯罪者を激闘の末に捕らえ、更生を願って生かす選択をした。しかし犯罪者は後日に逃亡をはかり、さらに多くの犠牲者を出す惨事を招いた。以来、私はもう躊躇ためらわなくなった。

　これから瑠璃姫と牛若丸が経験していくだろう苦悩を思うと、身勝手にも私の胸は痛んだ。




　長い長いエスカレーターで上層へ運ばれながら、コハルが言った。

「エリセさん、一つお願いがあるんです。今後どういう行動をとられるにしても私、一度ライデンフロース家に戻りたいと思うのですが、そのお許しをいただけませんでしょうか？」

「ちょっと、コハル……お許しとかやめて……」

　───チトセとの交渉後、コハルの立場に起きた変化を本人にも伝えた。

　コハルは驚いてしばらく呆ぼう然ぜんとしていたが、島を離れる私とカリンに不満を示さず同行した。あまりにもすんなりと激動の運命を受け入れている。素直すぎる。

「……正直言うならね。私はもうコハルに家に戻ってほしくない……危険だと思ってる。私がまだライデンフロース家を信用できないのが大きいけれど」

「……エリセさんがそうおっしゃるなら……」

「で、でも、駄目とは言ってないんだ。念のため理由を教えて？」

「ライブラリーで調べ物をしたいのです。それと……我が師メンターに暇いとま乞ごいと御礼を伝えなければと」

（自分を処分しようとした相手に、そんな礼儀を尽くす必要があるものか……！）

　最悪、コハルの令呪を奪われるかもしれない……。そんな不安にかられながら私もまたコハルを所有物同然に扱っていることに気づいて歯は嚙がみする。それじゃチトセやライデンフロース家の魔術師と変わらない……！

　私の迷いに手を差し伸べてくれたのはカリンだった。

「なあエリち、あたしがついてこーか？　コハルっちの家とやらにさ」

「え？　カリンが……？」

「エリちはまだ《新宿》でやることあんだろ？　コハルっちも別にいいよな？」

「本気ですか!?」

「なる……ほど。そっかその手が」

　カリン個人はともかく鬼女紅葉が同行してくれるなら、魔術師の精神誘導で懐かい柔じゅうされる危険もぐっと下がる。私も訪れたことのない場所でカリンに任せるのは不安だけれど、むしろコハルへの負担になるのだろうけれど、一般人には逆に手を出しづらいのでは……という打算も働いてしまった。

「私はエリセさんが構わなければ……。現在のフユキやモザイク市の外部の状況についても、何か得られる情報が無いか調べてきます。それに……私も気持ちの整理をさせてください」

「…………」

　まだ彼女の口からはっきりと、私に同行しフユキを目指すという決意は聞けていない。それでも前向きな態度でいるコハルには感謝しかない。

「わかったよ、コハル。万が一に備えて、魔術回線を結線リンクしておこう」

「……いいのですか？　あっ、それにライデンフロース本家の許可が無いと、私との回線接続は困難かと───」

「追跡とか盗み聞きされたりしないように守護ブロックされてるんでしょう？　でも平気、チトセから手形を預かってるから。今は私にも権限がある」

　魔術回線であれば、隠れ家セーフハウスのように電波通信の遮断されているエリアでも連絡を交わせる。しかしその接続の深さゆえに、一方が呪術に汚染された時などには、もう一方にも伝染する危険はある。私も過去に仕事仲間と期間限定で交わした数度の経験しかない。

「それとも私と結線リンクするんじゃイヤ？」

「いえそんな……初めての経験なのでちょっとびっくりして……でも、嬉しいです」

　他愛のないことで頰を赤くしたコハルの反応が初々しくて私だって照れてしまう。が、すかさずカリンがジト目で睨んでくる。

「おいおいおぅい、またラブラブかよ。いい加減にしろよ至近距離でメスのフェロモン嗅かがされるこっちの身にもなれっての」

「カリンうるさい。真面目に話してるんだっ」

「ハハッ。まあ気いつけろよな、エリち」

　カリンからは勢いよく肩を叩かれた。

　コハルは彼女の髪留めカチューシャの魔術礼装と、私の前髪の礼装とを接触させて回線の接続の調整を終えると、ボイジャーに向き直って告げた。

「ボイジャーも頼みます。エリセさんはお強いですが、あなたにしか成せないことがあるはずです。あなたはエリセさんのサーヴァントなのですから」

「うん」

　ボイジャーは神妙な顔で頷いた。

　でもそれはね、コハル───あなたがギャラハッドに託す期待そのものなんだ。

「そういえばカリンさん」

「ん？」

　コハルがカリンに尋ねる。

「あの時、ビーチで聖痕スティグマータに何をお尋ねしようとされてたんです？　着信でお話を切り上げた際の件ですが」

「エリちのばあちゃんに？　ああ、アレな。あの時は水着だったけど、いつも着てるあのボルドーカラーの……ワインレッドのセーラー服さ、何ど処こで買ってんのかなって。《渋谷》じゃ全然見ないし、また《新宿》に来るならあたしも着てみたいなーって」

「そ、そんなことでしたか……聖痕スティグマータの召し物ですから、当然礼装だと思いますが……」

「カリンらしいな。確か《新宿》の紳士服のテーラーに特注してた気がするけど……」





＊






　二人から別れた私が向かった先はカフェーの麗人座会館だ。

　今回の目当てはヒムロ・カレンじゃない───あの夜警の女性、マッキだ。

　仕事柄もあって、私は人捜しは結構得意だ。前回のカフェーから退店する間際に、従業員の当番表にマッキらしい名前があるのを盗み見ていた。

（でもあのカフェーでマッキが何を……？　アニー・オークレイみたいに用心棒とか……？　まあ実際に行ってみればわかるのかな）

　ただし気になるのは、マッキがヒムロの店の関係者なのは納得できるとしても、あんなに距離の近い捕まりそうな場所で無警戒に現れた朽目の意図だけが腑ふに落ちない……。




　路面電車で運ばれながら、ボートでの会話を再び思いなぞる。

　コハルは強く主張した。協力して行動するのなら、互いの戦力をきちんと把握しなくてはいけないと。ボイジャーに戦闘が見込めないのならば尚なお更さらであると。

　まったくその通りだ。コハルの提案はチーム戦を経験している選手らしいものだ。秘密主義の魔術師からは出てこない発想だし、私自身はあまりにも個人プレーが身についている。

　カリンもまた彼女なりに話を合わせ、新人類の経験を遠慮無く披露してくれた。正式な契約主マスターであれば、自分のサーヴァントの特性はある程度、知識として付与される。場合によっては数値で定量化された戦力評価すらも《聖杯》から導入されるケースがあると。

　サーヴァントを持つとは何なのか、ただ思い描くばかりで、本当は何も知らなかったのだとあらためて痛感させられる。彼女たちには当然のことでも私にとっては初の経験で、どうしても手探りになってしまう。私が詳しい分野は、サーヴァントたちの英霊としての過去とその弱点、どう戦えば有利を取れるのかという情報ばかりだ……。




　───そうこうするうちに、二日ぶりの麗人座会館に戻ってきた。

　夕刻が迫り、店も混み出す頃合いだった。予想した通りヒムロも店には不在だ。

　着くなり待ち構えていたようにボイジャーは女給たちに囲まれた。すっかり人気者で呆れる。当の本人は事態をよくわかっていないと思う。

「あなたたちって、じょうふかしら……それとも、おとめかしら？」

　……なんて世にも恐ろしい問いを囲む女給たちに投げかけて、きゃいきゃい言わせている。さながら庭に咲き誇る五千の薔薇の花だ。

「こーらぁ！　おまえら油を売ってんな！　持ち場に戻れ！」

　私が青ざめながらボイジャーへの餌付けのお誘いを丁重に断っていると、フロアに姿を現して怒鳴りつけてきたのはマッキだった。案の定だ。

　たちまち首をすくめた女給たちが散ちり散ぢりになる。口々にマネージャーには逆らえない、マネージャーは絶対神、などと愚痴りながら退散していく。

　残った私とボイジャーを見つけてマッキはぎょっとした。予想外の格好の彼女に、こちらこそぎょっとする。先日の男物のスーツ姿からは打って変わって、エプロンとヘッドドレスの女給スタイル。長髪は後ろで結っている。

「マネージャー……？　女給さんじゃなくて……？」

　思わず疑問を口にしてしまった。マッキは居心地の悪そうに顔をしかめた。

「いやこれは……人手が足りなくて……仕方なくだ」

「似合ってますね。皮肉とかじゃなくて本気で」

「ぐっ……くっそヒムロめ……帰ってくる早々こき使いやがって……」

　マッキ本人は、ここでの自分は女給じゃなく単なるホールスタッフだと強調した。女給になりたがるのは一癖ある者が多く、店の規律を引き締めるためにもオーナーのヒムロからマネージャー役を一任されている、いや半ば強要されているのだと説明した。

「───いいんだそんな話は。それよりおまえだ、ボイジャー。ここはおまえみたいな子供がいる場所じゃない。それにエリセも……バイトの求職に来たはず無いな。わかった、河か岸しを変える。店ここじゃ耳がありすぎる」




　女給姿のままのマッキに連れられてカフェーを出た私たちは、そう遠くない『カピー』という喫茶店に場所を移した。店内は広く、隣席に気兼ねする必要もない。それでも彼女が油断なく注意を行き渡らせているのは感じられる。

「───おまえ、どういう神経してるんだ。あれだけ言われたら普通もう来ないだろ。油断したよまったく……。聖骸布ならあげないからな？」

「それはもう期待してないです。それより───あなたには色々と聞かせてもらわないと。私の先輩なんでしょ？」

「…………ハァ……」

　いいタイミングに訪問出来た。しばらくは逃げる口実も与えないで済みそう。

　ふてぶてしく向かいの椅子に座るマッキは、今にも煙草でもふかしそうな雰囲気だが、実際に手にしているのはグレープフルーツジュースだ。私とボイジャーには、入店するなり適当に注文された、冷やし担々麺とマカロニパスタの中間みたいな奇妙なメニューが振る舞われた。

「───まず朽目の件はどうなったんです？」

「それはヒムロに聞け。機密事項だ……と断るべきとこだが。結論から言えば残念ながら朽目あいつはシロだった。とんだ骨折り損だ」

「彼からは何も出てこなかったと……？」

　そう聞いて喜んでいる自分に気づく。理性では絶対に怪しいと解っているのに。

「ああ。虚偽の情報をこっちによこして、実際には〝令呪狩り〟の手引きをしたんじゃないかと疑ったが……アリバイとなる映像記録が各所に残ってた。裏付ける目撃証言もある。いかにも怪しく振る舞ってた理由は、路上演奏の場所を見み繕つくろっていたと言うが……そんなでまかせは信じていない。そうは言っても、これ以上の拘束も出来ない。それで無罪放免だ。元々の情報のやり取りにしてもオレの私的な交渉だからな……結局、小銭稼ぎの小悪党にオレが無駄金を渡してしまっただけだ。そういう結論になった。それでもマークは続けていくが」

「……とすると、コロセウムの襲撃の時のアリバイもあるって言うんですか？」

「うん……？　それはオレも確認した。あの日は《新宿》にいた記録が残ってる……なんであいつが闘技場のある《秋葉原》に居たと思うんだ、エリセ？　何か別筋の情報があるのか？」

　私自身が目撃したわけじゃない。カリンがそんな気がすると言っただけで、確証は薄かった。

「いえ、すみません。情報というほどじゃ。そうですか……そういえばあの人の、朽目さんのサーヴァントは？」

「あいつにはサーヴァントはいない。最初に会った時からずっとな」

「えっ……いない？　でもちゃんと契約主マスターの令呪があったはずじゃ？」

「〝召しょう喚かん障しょう害がい〟だ。エリセ、おまえも夜警だったなら知ってるだろ。なんの望みも持たない、生きる動機の希薄な市民にはサーヴァントが召喚されないことがある。あるいは召喚されても顕現には至らないことがある」

「……それは知っています。少数だけれど障害を持つ人々が一定の割合でいることは。けれど……サーヴァントを隠し持っている可能性だって───」

「いや、いない。オレが確かめた。あいつははぐれマスターだ」

　マッキは強い調子で断言した。魔術的には難しい判断になるはずだが、彼女は自信に満ちていた。〝はぐれマスター〟なんて隠語ジャーゴンも初耳だ。たぶん彼女の冗談みたいなものだ。

　朽目についての情報を総合してみると、清せい廉れん潔けっ白ぱくなただのストリート・ミュージシャンだとは言いい難がたい。だけれど、もしかしてアヌビスたちとつながりすらあるのではないかと勘ぐり始めていた私の疑念は急速に薄れていく。

（善人じゃないにしても……カリンにつらい報告をしなくて済むのなら……）

　安堵する私の隣席で、店内を見み廻まわしていたボイジャーが口を開いた。

「ごうもん、したのかい？　マッキ？」

　唐突なボイジャーの問いに私も彼女も面食らう。前回もそんなことを気にしていた。ボイジャーは音楽家としての朽目をわりと気に入っているらしい。私とはどうも意見が合わない。マッキは表情を歪ゆがめて応じる。

「し、してない。拷問じゃない。尋問だ。いや、まあ、跡が残らないように、ちょっとだけはな……ん……？」

　マッキも若干しどろもどろだ。その彼女がふと少年を注視し、フォークを握っていた小さな手に触れた。返かえす返がえすその感触を確かめている。

「マッキさん……何を？　わ、私のサーヴァントが、どうかしたん───」

「ボイジャー、おまえ……霊体化できないのか？」

　マッキの指摘に少年は素直にうなずいた。

「うん」

「ちょっと……ボイジャー……」

　彼女が敵であれば絶対に知られたくない私たちの弱点だ。

　そんな現状を一目で看破したマッキを気にするべきだった。けれど私は、マスターとしての辱はずかしめを受けたように思えて、かっと熱くなってしまった。初めて感じる不慣れでいたたまれない感情だ。

「……ええ、なんにも出来ないんですボイジャーは。霊体化も、テレパシーの対話すらも。普通のサーヴァントなら常識のことも全然です」

「ひどいなあ、エリセ。そんなことないさ」

　抗議するボイジャーが頰をふくらませる。確かに彼はンザンビを退散させた。けれどその理由だってまだ不明だ。

「……エリセ、ボイジャーそのこを責めるな」

　いっそう周囲を意識してマッキが声をひそめる。

「おそらく……霊体化できない原因はマスターのおまえにある。無意識下で邪霊たちを実体化する霊障が、ボイジャーにも影響しているんだ」

「私の……せい……？　私の呪いの……？」

　憤ふん慨がいするのは私の番だった。

「───違う。そんなはずない、私のせいじゃない。ボイジャーは、元の対象が人間でも生物でもない機械のサーヴァントだ。霊体との相性が悪いせいだ」

「エリセ……オレはそうたくさんの英霊を詳しくは知らないけど、すべてのサーヴァントの出典が人間とは限らないんだろ？　なんだっけな……人間であれ動物であれ機械であれ、偉大な功績を残せば輪りん廻ねの輪わから外れて英霊に昇しょう華かする、って知り合いだった魔術師から聞いたことがある。動物とか人形とか、絡から繰くりとか。神話上の人物だってヒトの形はしているけれど、血肉を備えた生物とは言い難い」

「…………っ……確かにそうですけど……」

「オレに解るのはここまでだ。霊体化できない原因は判っても具体的にどんな理屈なのかは……不勉強なオレにはうまく説明できない。ただの直感だ」

「…………」

　とりつくしまもなかった前回と違い、今日のマッキはずいぶんと物わかりがいい。一時的にでも夜警の仕事から離れているせいなのか。

（それとも夜警の仕事中は気を張っていて、本当は面倒見のいいこっちの性格が素だとか……？　でなければヒムロから店のマネージャーを任されたりはしない……）

　黙りこくった私に何を思ったのか、ボイジャーが顔を覗き込んでくる。

「れいたいか、できなくったって、そうわるかないよ。ぐっすりねたり、はだしのゆびで、うみのすなをつかんだり。むしろいいことだよ」

「……いいこと……？」

　苛いらつく言い分だ。コハルに戦力を確認したいと言われた時に感じた漠然とした焦りが、またぶり返してきた。

「だったらボイジャー、きみはいったい何が出来るんだ？　まさか、わざと私に意地悪してるの？　本当は出来ることを隠してるっていうの？」

「……エリセこそ、なにもはなしてくれないね。それでぼくが、きずつくとおもってるのかい？　それとも、きらわれるのがこわいのかい？」

「……なっ……な……!?」

　なんて生意気な口を利くんだ。こんな奴だとは思わなかった。しかもさらに追い打ちをかけてくる。

「それにさあ？　なんにでもかけすぎだとおもうよ？　すぱいす。したのたべものがさ、みえないんだもの」

「それはっ、私の好みの問題でしょう？　きみこそ女給さんたちの機嫌を伺っておやつをねだったりして。食い意地が汚いんだ。恥ずかしいのは私なんだ」

「そんなことしてない。どうしてエリセがはずかしがるんだい？　へんでしょう？」

「ぜんぜん変じゃないね」

「おお、おい……エリセ？　ボイジャー？」

　うろたえるマッキも無視して、あまりにムカついた私はボイジャーのマフラーを引っ張りあげてすっぽりと顔にかぶせてやった。マフラーを戻してむくれ顔が現れたところをまた引っ張りあげる。

「おいやめろ。やめろっておまえら。喧嘩をするな。頼むから」

　弱り切ったマッキが席を立ち、私の頭を押しのけて、ボイジャーを庇うように仲ちゅう裁さいしてくる。




　嘆息しつつもマッキは再び席に戻り、真剣に私に問いかける。

「フユキに行きたいのか、エリセ」

「……その話はヒムロにはしてないのに」

「ヒムロは間抜けじゃない。間抜けのフリは得意だけどな。アイツが何万人の人間を観察してきてると思ってるんだ。いちいち反応するのが面倒くさいだけだ。とにかく今日は私にフユキの話を聞きにきたんだろ」

　私は素直にうなずき、淡い期待すらしたのだ。けれど返ってきたのは予想もしない宣告だった。

「まずこれだけは言っておかないといけない。宇津見エリセ、おまえは体質的にモザイク市の結界の外へは出られない。出れば───数日で死ぬ」

「……え……？」




（モザイク市を離れたら私は死ぬ───死ぬって？）

　唐突な言葉の重みを量りかねる。

　全てを額面通りに信用できるはずはなかった。

　魔術師は言動の端々に独特な価値観が出る。そういった差異に私は敏感なつもりだ。

　二度の短い接触で私なりにマッキという人物を分析し、夜警の仕事の要領でプロファイリングもしてきた。

　マッキは外見的には二十代だが、経歴からしても実年齢はたぶん四、五十歳前後だ。もっと若いのかもしれない。だとすれば若くして相当な辛酸を舐めたことになる。サーヴァントによく見られるような、見た目だけ若作りをしつつ世を達観した老ろう者さではない。

　朽目を捕縛した時の身ごなしから、鍛錬は積んでいるがそこまで体格的にも体術的にも優れているようには見えなかった。

（聖骸布を奪おうと思えば、いけるのでは……）

　などと一瞬誘惑にかられてしまう。

（……でも彼女は、あのフユキを生き抜いた人だ。聖杯戦争の難民経験を活かして外部調査に就ついているんだろう。だとしたら私に劣らずマゾヒスティックだ。外は一般市民が生きていけるような生易しい地獄じゃない。危険を回避する特殊な能力があるとも、ヒムロは言っていたけれど……）

　なによりモザイク市の市民であればサーヴァントがいるはずだ。それらしきそぶりも見せていた。迂う闊かつな真似は出来ない。

　ヒムロの弁では彼女はフリーの魔術使いだ。確かに彼女の態度は根っからの魔術師のそれとは違う。一般社会に埋没して暮らすならもっと巧妙に振る舞うものだけれど、そこまで器用でもない。探究心ではなく、ただ生存のために魔術知識を身につけたのだろう。

　まとう厳しさには死地をくぐってきた傭兵じみた覚悟が滲む。けれど、それでもまだ一般人らしい感性を奇跡的に残しているように思える。

　───好ましき隣人。魔術使いとしては二流。

　それがマッキへの私の評価だ。だけれど依然として疑問はつきまとう。両親とも近しかったそんな人物をなぜ私は憶えていないのだろう……？　そのわけを知るまではこの女性も、彼女の言葉も信頼は出来ない。




「これを脅しと考えるなら構わない。冒険心で死にたければ勝手に街を出て行け。オレも、チトセさんも止めはしない。ともかくオレがおまえにフユキの話を聞かせるのが、ただの時間の無駄だと思ってる理由がわかったか？───さて、あまりサボってもいられない」

　喫茶店を去ろうとするマッキ。私はまだ一番重要なことを聞いていない。言い出せなかったのは……怖かったからだ。知らないでいられたらと心の何処かで私は叫んでいた。それでも───。

「また……行ってしまうんですか。私を置いて」

　虚勢を混ぜた私のつぶやきに、退店しようと腰を浮かせかけていたマッキはわかりやすく反応した。

「エリセ……おまえ記憶が戻ってきてるのか……？」

「……誰かが、私の記憶をいじったんですね？　誰です。チトセ？　それともまさか───アヌビス？」

「オレは……アヌビスについては殆ほとんど知らない。聖痕スティグマータの旧敵だということくらいしか。警戒はしているがモザイク市は広い。オレの手に負える範囲を越えてる」

　マッキがどこか懐かしげな眼差しをボイジャーに向ける。視線の先に彼の首にかかるゴーグルがあった。

「……難民として外の廃墟を放浪していたオレを、モザイク市に誘ってくれたのが宇津見とナミだった。まだ最初期の、街の造成に着手して間もない頃だ。宇津見とナミには感謝してもしきれない、オレの恩人だ。もうずいぶん昔だ。その頃はまだ、おまえは生まれてもいなかったよ」

「私が生まれる前の……お父さんと、お母さん？」

「ああ……」

　じっと私の反応をみるマッキ。

「おまえ……記憶が戻ったわけじゃないな。ハッタリか。だけど……もう限界なんだろうな。子供じゃないってことだ」

「…………聞かせてくれるまで、私はあなたから離れませんよ。いくらでも仕事の邪魔をします」

「はは……いつだって世話をかけてくれるよ。両親のこと、よく憶えていないだろ。じゃあ子供の頃は《新宿》で暮らしていたと思ってるんだろうな。おまえは確かに《新宿》で生まれたんだ。チトセさんの住む実家で」

（病院じゃなく……？　なぜ？）

「───でも、違うんだ。《新宿》は二番目の都市だ。モザイク市で最初に造られたのは《東京》なんだ。今では無人の、侵入を禁じられた水没した廃墟だ……冥府《東京》なんて呼ばれてるよ。宇津見とナミはその街で、赤ん坊だったおまえと暮らしてた。廃墟になる前の《東京》で」

「冥府……《東京》……？」

　胸がざわめく。本当はここから駆け出して逃げ出したい。でも知らないままでいるのも恐ろしい。

「おまえには記憶のキャップがある。《東京》について意識し続けないと、またすぐ忘れてしまう。不快だから無意識に避けているんだ。おまえのそのクセは、近しい人間ならとっくに気づいてるだろ」

「じゃあマッキさん、私があなたのことを忘れていたのもそのせい？　昔は《東京》の夜警を務めていたんでしょう、だからなの？」

「…………こんなに話すはずじゃなかった」

　マッキはそれ以上は答えず毅然とした態度で席を立った。表情も急速に冷え、その横顔には夜警としての殻そとがわが戻ってきていた。私は……正直ほっとしていた。

　彼女は最後に淡々と告げた。

「よかったなエリセ。おまえのサーヴァントが来てくれて。……ボイジャー。エリセを頼む」

「うん。ぼくが、いっしょにいるよ───バイ、マッキ」

　少年がうなずき、いつかの別れの挨拶を真似して返す。彼女は苦々しく微笑んだ。





＊






　コハルとカリンからは、あれから何の連絡も無い。

　別れて向かった先の《秋葉原》にいるのは確かだけれど、テキストメッセージの返信は無かった。接続したばかりの魔術回線すらも通じない。これまでの対応からライデンフロース家の秘密主義は十分に窺うかがえる。それなら音沙汰が無くても必ずしも危険の兆候というわけではないはずだ。多少不安はあっても迂う闊かつには動けない。強引な連絡を試みて、彼女たちを内通者のように印象づけるわけにはいかない。




　医療局のジョン・スノウにも連絡をとってみた。

　アヌビスたちに動きが無いか情報を期待してだ。

　通話に対応したのは彼のマスターの方で、スノウ本人とは結局話せなかった。私ともすでに顔見知りのマスターは、短髪のきりっとした雰囲気の女性看護師だ。彼女が言うには、スノウは多忙を極めていて私的な用件は徹底的に後回しにされているとのことだった。

　申し訳なさそうに頭を下げられてしまった。ドクター・スノウの活動ぶりが精力的すぎるせいか、この主従からはいつも立場が逆転している印象を受ける。

　それでも召喚障害にまつわる事件が《新宿》中心に起きている情報は得られた。内密に呪物〝イミウト〟の発見ポイントのデータも教えてもらった。これは大きな収穫だった。

「あの……つかぬことを聞くのですが……」

　ふと思い立ち《東京》についても尋ねてみた。相手はきょとんとして、依然無人の廃墟のままであり、変化の報告は無い、と語った。私に何か含むようなニュアンスは感じられなかった。




　───《新宿》にまた夜が訪れる。

　路面電車の行き交う高架脇の歩道をボイジャーと連れ立って歩く。所々で立ち止まっては礼装アプリの魔力計を確認したり、当局の通信を傍ぼう受じゅしたり、身にしみこんでいる夜警の習慣をこなす。

　適度にうるさく乱雑で、適度にみだらで暴力的なごくふつうの夜だった。戦乱の時代を経た傷ついた大人たちが、街の営みはたやすく壊れてしまうものだと知りながらしがみついている。

　大衆劇場の三角屋根の上で、煌こう々こうと赤くギラつく風車の羽根がまわっている。角筈名物の動くネオンサインだ。今夜は少し風が強く肌寒い。飛ばされそうなマフラーを押さえるボイジャーが、ぽつりと言った。

「───あのひとはさ、エリセの、おかあさんみたいだったね」

「おかあさん……？」

　マッキのことを言っているらしい。おねえさん、からの格上げだ。

「……宇宙探査機のきみが、お母さんを知ってるの？」

「へんなことをいうなあ！　しってるさ。うみみたいなひとだ」

「へえ。海……海か。ピンと来ないな」

「そうかい？　あきはばらは、うみにかこまれているのに？」

　私の母代わりとなったのは、祖母のチトセだけれど、彼女が海だとしたら真っ白に凍り付いた北ほっ氷ぴょう洋ようだ。ただ寒々と美しいだけで、求めてもぬくもりは拒まれる。

「……じゃ、お父さんは？　海じゃないなら空とか？」

「うーん……それはちょっとむつかしいね。ぼくには、おとうさんとよべそうなひとって、なんにんもいるからさ。みんな、それぞれちがうゆめをもっていた」

「夢っていうか、野望とか政治だね。ＮＡＳＡの科学者に技術者、プログラマー、それに暗殺された合衆国の大統領……そんなところ？」

「ああ、そうだよ。ぼくに、はなしかけてくれる、ともだちだって、いっぱいいたよ」

　この数日でボイジャーはまた少し雰囲気が変わった。はっきりと意志を示すだけじゃなく、すこし大人びてもきているようだった。旧世界について語るたびに彼の時間は流れ、私たちに追いついてくる。そうかと思えばあいかわらずこんなこともする。

　ひょいと彼は歩道脇の欄らん干かんに飛び乗る。欄干の向こうはビル二つぶんほども落差のある隣り町だ。

「危ない、降りて」

「ふふっ……あのやさしいひとたちが、もういないってふしぎだなあ」

「……ちょっと……」

　仕方なく、言うことを聞かない彼の片手を支えながら歩く。触れるたびにその華きゃ奢しゃな身体にはっと驚かされる。

　本来の彼の船体ボディが搭載するのは、たった七十キロバイトの記憶容量メモリーのコンピューター。画素数一メガピクセルにも満たない素朴なデジタルカメラ。エジソン効果を利用した百六十ワットの原子力電池。現代から見ればあまりにも貧弱なスペックのそんな機械製品のボイジャーですら、親となる存在の記憶を持っている。

「……ん？　じゃあ、ボイジャーのお母さんて誰？　海みたいな人が身近にいたの？　そんな記録、読んだことないな」

「…………」

　私の素朴な疑問にはボイジャーは答えず、いたずらっぽい微笑みを返すだけだ。

　彼は言った。

「───エリセ、〝はなぞの〟へいこうよ。ぼくは、きみのうまれたばしょを、みてみたいんだ」





＊






　私は花園町へと向かった。五年ぶりの実家だ。

　幼い私がチトセと過ごした場所。マッキの言葉を信じるなら、私の生まれた家だ。

　本当は《新宿こちら》でも顔の利くボルジア兄妹の系列ホテルを利用するつもりだったのに、ボイジャーの手に引かれるようにして自然と足は《新宿》の高層区画へと向かっていた。

　花園という名前の通り、公園の緑や庭木の多い閑静な町ではあるけれど、夜ではその美しさも半減だ。町の一角には先日の火災跡がまだ生々しく残っていた。




　慣れ知った帰路をたどって、私は久々に実家の前に立った。

　古めかしい木造の一軒家だ。案の定、家に灯あかりは無くチトセも不在だ。

　一帯は近隣の愛住町と並んで〝山の手〟と呼ばれる住宅地で、豪邸らしい派手さは無いが一軒ごとの敷地はそこそこ大きい。この家には二階建ての家屋に広めの裏庭、離れの温室がある。庭木もすっきりと手入れされていて、経過した年月を感じさせない。

「……はいらないの？」

　暗い玄関の前で立ち尽くす私をボイジャーがせかした。

「ああ、うん」

　波ガラスの木製引き戸におずおずと手をかける。玄関の魔術錠はとっくに取り替えられていると思ったら、がらがらとあっけなく横に滑り開いた。不用心なことに錠も鍵も私が家出をした時のままだった。

「ただ……いま……」

　ヒバ材と三た和た土きの、懐かしい我が家の匂いがどっと胸に迫る。玄関に飾られたマリア様の像と信しが楽らき焼やきの花瓶もそのままだ。何も変わらない。ただすこしだけ、いろんなものが小さくなった。

　誰もいない薄暗い家の中で、柱時計が時報を打つ。私はこのとぼけた音が好きだった。ぜんまいを巻き上げるがりがりとした感触が好きだった。

「ぼーん……ぼーん……」

　ボイジャーが両手を添えて耳を澄ます。

　時計が幾度時を刻んでも、私の体は前に進もうとしない。胸を締めつけ私を誘さそう暗がりからあとじさり、強く首を振った。

「帰れないよ。……私はまだ、帰れない」

　なんでこんな場所まで来てしまったのだろう。ささいなきっかけだけを頼りにして。

　その理由はもう分かってる。

（帰りたかった、いつもずっと帰りたかったからだ───）

　戸締まりもおざなりに私はその場から逃げ出した。五年前の決別の日と同じように。
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　───町の葉状構造体リーフを帯状に縁ふち取どる公園へ夢中で走った。

　《新宿》の夜景を見下ろす公園の鉄柵に荒い息でもたれる。輝くネオンの花壇が涙の向こうでマゼンタに滲にじんでいく。

　やがて私を追ってきた彼が、静かに隣りに立って言った。

「……ごめんなさい、エリセ」

　吹き上げる風が麦畑の穂ほ群むらのように彼の髪を乱す。

「ぼくが、つれてきてしまったからだ。きみが、そんなにいやがるなんて」

「…………違う……」

　ボイジャーのせいじゃない。私こそ彼に謝らなければいけないのに。血が昇り、耳に熱をおぼえて私は手すりを握りしめる。

「……私、カリンたちに噓をついてしまった。ボイジャーきみにも隠していた───あいつは言ったんだ、あの黒い犬が、アヌビスが私を迎えに来るって。私は、あいつらの側に立つ者なんだって。また迎えに来るって確かに私に言った……そんな大切なことを私、みんなに言えなかった」

「……うそにはならないさ。こわくて、いえなかっただけでしょう？」

　二人で同じ夜の街を眺めながら、彼はなぐさめの言葉をかけてくれるけれど、私はますます恥じ入り縮こまる。

「もっとひどい。だって……私はきっと迎えにきて欲しかったんだ。待ってたんだ、あいつらを。だからいつまでもこの街で、往おう生じょう際ぎわ悪くうろうろしてる。犠牲者たちの無念を晴らそうなんて、本当は望んでない。カリンも、コハルまでも巻き込んで、勝手に大おお事ごとにして、自分は正しいことをしてるって思い込もうとしてる！」

「ただしくなくたっていいさ。だれのためでなくても、いいんだ」

「……っ……」

　彼にルイの面影が重なる。

　感情なんか必要かい？　そう私に尋ねた美貌の王子の姿が。

　二人の向かう先はまるで正反対で相あい容いれることのない、最果ての光と、奈落の底の闇だけれど、おどろくほどその横顔は似ている。

「───こわいんだね、ぼくのことも。エリセが、ぼくをこどもあつかいするのは、ぼくに〝たにん〟でいてほしいんだ。しらないひとでいてほしいんだ。じぶんがきらいだから、しっかりと、みはっていてほしいんだね」

「そう……怖いよ。本当の自分なんて、知りたくない……」

　私にとってサーヴァントは〝答え〟だった。

　英霊たちと契約を交わせば、ただそれだけでたどり着ける手軽な真実だと。

　星の数ほどもある正しい答えに、こんな卑屈な自分でも手を伸ばせば届くと思っていた。

　そうすれば私が何者か判る。聖杯を前にはっきり願いを言えるんだって。自分だけの聖杯が手に入ると信じていた。

　それなのに彼は淡いブルーの瞳で残酷に問い続けてくる。




「ぼくも、ちょっぴりきみがこわいな」

　彼が手を伸ばし、寂しそうに微笑みながら私の指先を握る。

「───ねえ。さんぽには、いいよるだ」

　少年が、とん、とつまさきで地面を蹴る。私の重苦しい体が、重力を無視してふわりと浮かびあがる。

　するすると上昇し、驚き戸惑う私は、あっけなく夜空へと放り出される。

　花園の公園が、私の飛び出してきた懐かしい家が、あっという間に小さくなっていく。

「飛んでる……ボイジャー、きみ飛べるんだ……！」

「きみが、まほうをしんじてくれたらね。エリセ」

　突風に流されながらさらに高く舞い上がる。私は彼の細い腕にすがりつく。重量軽減の魔術で自由落下する感覚とはまるで違う。彼もまだ飛ひ翔しょうに不慣れでいるのがわかる。

「……まだ、ぼくのことこわいかい……？」

　かたく握り合わせた手が、左手の甲の令呪が熱い。

「ぼくは、そんなのはいやだな。じぶんがこどもなのは、そのとおりでしかたないけどさ。きみとは、ともだちでいたいんだ、エリセ───ぼくは、ずっととおくから、たったひとり、きみのところへきたんだもの。いちばんさびしい、きみのもとへ」

「……ボイジャー……私に何も教えてはくれないの？　間違ってるって言ってくれないの？　私のサーヴァントなのに、私だけのサーヴァントなのに……！」

「ぼくは、きみのしるべになろう───ほしをみつけて、かぜのゆくえをおしえてあげられる。でも、こぎだすのはきみなんだ」

　冷たい強風に揉もまれてばらばらにちぎれてしまわないように、必死に互いの腕を摑み抱き合う。

　そうしてもみくちゃにされながら、彼は少しずつ飛び方に慣れてきた。ようやく、眼下に拡がる圧倒的な光彩に、落ち着いて目を向けられるようになってきた。

「───エリセ、このせかいを、こわそう。きみのせかいをこわしてしまおう。このよるのさきに、なにがあるかなんて、だれもしりやしないよ。なにがただしいかは、きみがきめるんだ。いったものがちさ。〝せんそう〟って、きっとそういうものだよ」

「私が……」

　ボイジャーは耳元で囁ささやいた。星の瞬またたきのように、輝くことばで。

「そうさ───きみを、すいんぐばい、するよ」




　ただ彼にしがみついているばかりじゃない。

　彼に触れさえしていれば自分の望むまま、風を切り飛べることに私は気づいた。そのたびに私の秘める魔力がほとばしり彼に伝わっていく。すこしどきりとする。

（私の令呪は……まさか……!?）

　確かめると令呪を消耗したわけではなかった。ただし魔力は確実に失われていく。

　無限に飛べるわけじゃない。地上へ降りたら私はへとへとになっているだろう。でも心地よい疲労だ。飽ほう和わする街の灯あかりから離れると、こんなにも空の星々が近かったことにも気づけた。

（すいんぐばい……か……）

　スイング・バイは、まさに宇宙探査機である彼の特有な技術まほうだ。

　重力をクッションに彼は公転する木星にぶつかった。そうして木星の速さのほんの一部を分けてもらい、一気に時速三万六千キロも加速した。それが太陽圏を飛び出すほどの旅の力となった。今も彼は人類の創造物のなかで、最も速く、最も遠くを旅し続けている。

　そんな彼の魂がここにあるはずはない……ここにいていいはずは無い。

　もしもそんな奇跡が許されるのなら、意味がある。彼と共に勝ち取るべき運命がどこかにある。

「───ごらんよ、エリセ。ぼくのおかあさんは、このほしだ。あおくてふかい、うみのほしだ。こんなにおおきくてあたたかい。でもさ……はなれてしまうと、とてもちいさくて、かなしいくらいちいさくてね。ようく、めをこらさないと、きえてしまいそうなんだ……」

　震える彼の指先を私は握り返す。拡がる《新宿》の街並みが彼の喩たとえた海の底の珊さん瑚ごのようだ。




　───まるで夜空を遊ぶ、ピーター・パンとウェンディ。

　でも本当はちょっと頭が痛い。今頃、某所では対空監視のアラートが鳴り響いて、偵察役の使い魔がこちらへ向かっているにちがいないんだから。彼のマフラーは燦さん然ぜんと輝いて、夜空を見上げる人々の目に映っていることだろう。なんてはた迷惑な私たち。でもいいや。こんな夜は二度とはないだろうから。
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　───翌日の朝。陽光の差し込むホテルの寝室で。

　私は聖杯の夢から覚醒した。夢はあまりに突然で衝撃的だったけれど、不思議と違和感は無かった。私の手に令呪が刻まれた時と同じように、到来すべきものが来たのだという直感があった。その令呪はたった今も私の手の甲で熱を持ち、魔力の流れの余韻を残している。

　ベッドサイドに置いた端末には待ちかねたコハルからの連絡が着信していて、再び《新宿》で合流する旨を告げていた。

（そうだ、あれを確認しないと……！）

　同じく端末内のメモには、昨日のうちにマッキとの会話をなるべく詳細に書き残しておいた。その記録を読み返しながら、自分の記憶とずれが生じてはいないか照合する。今のところ欠損は無いように思われた。このチェックは定期的に行っていく必要がある。

（で……さて、さっきの夢はやっぱりアレなのかな。〝聖杯〟の啓示ってやつなのか……）

　隣りのシングルベッドに目をやる。少年はまだシーツにくるまり、子犬のように丸まっている。カリンと違って寝相がいいのは助かる。




　夢は、紛まぎれもない聖杯戦争の開戦の合図だった。

　昨夜ボイジャーと魔力を交わし深く繫がったことで、何かが更新されたのか───。

　ひょっとすると異なる場所で新たなるサーヴァントが召喚されたのかもしれないが、その可能性は低いと思われた。

　ざっと一般のニュースや市民レベルのトピックをチェックしても、似たような啓示の夢を見た者はヒットしない。それよりも不穏なニュースばかりが目に付く。すでにサーヴァントの召喚障害は一般市民も認識するものとなっている。ではやはりこれは、私個人に起きた特別な出来事なのだ。

　熱いシャワーを浴びながら、夢の印象を必死に胸に留めようとする。




　───どこか懐かしい声で、夢は告げた。

　七騎のサーヴァントがついに戦場に揃ったことを。

　他のマスターたちもすでに戦いの準備を始めており、各おの々おのが危険に備えるように促うながされた。

　私もまた聖杯を求めるマスターの一人として参戦する限りは、容赦無く敵を打ち倒し、敵の命を供物として捧ささげなければならない。立ち塞がる英霊を皆殺しにしなくてはならない。

　そしてボイジャーは、この新たなる聖杯戦争に顕現した、クラス〝航海者ボイジャー〟のサーヴァントである……と、そう夢の声は告げた。

（いやちょっと……どうなんだろうか、それって……）

　過去の聖杯戦争でも、そんなクラスの出現例はやっぱり聞いたことがない。モザイク市で最後に召喚されたサーヴァントにはふさわしい……？　魔女の甘言に乗せられ、彼を特別視したい私自身の思い上がりが、夢の記憶を歪めてはいないだろうか？

　けれど私は、ボイジャーとの絆きずなを深められた喜びに酔っていた。戦闘の不得手な英霊、そんなサーヴァントが一騎くらいいてもいいと驕おごっていた。とんでもない話だった。

（夢の中の声……顔はわからなかったけれど、あれは……カレンの声だった……）

　時間が経たつごとに啓示の確証も揺らいでいく。もしやこの啓示の夢を、チトセも見たのだろうか。

　気を引き締めなくては。臨戦の態勢を保ち続け、マスターとサーヴァントが無数にあふれるこの街で、日常のバイアスに吞まれてしまわぬようにしなくては───。
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　待ち合わせ場所に指定された、新宿御ぎょ苑えん内の甘あま味み処どころでカリンたちと合流する。

　建物が密集する《新宿》では最大の緑地で、一区画が丸ごと庭園になっている開けた空間だ。

　店先にはすでにカリンとコハルが到着していた。紅布が張られた野の点だて風ふうのベンチ脇に立つ二人の姿を目にして、まずは無事の帰還に安堵した。

　実際にコハルの姿を目にしてみれば懸念のしすぎだったようにすら思えるけれど、数日前までは処分が実行されるか否かの瀬せ戸と際ぎわだったのだから。喜ばしいことだ。

　今日は鬼女紅葉と、私服のギャラハッドの姿もあり、ちょっと賑やかだ。

「……で、カリンのその格好は？」

「よっかろー？　モダンガール！　モッガー！」

　スカートの裾をつまんで見せびらかすカリンは、ダンスホールのようにボイジャーの手を取りくるくると華麗なステップを決める。その横ではコハルが申し訳なさそうに肩をすくめる。一目瞭然ではあるけど、こちらへ来る途中で貸衣装店に立ち寄ってきたらしい。

　早速ベンチでくつろいでいるギャラハッドにも尋ねてみた。

「どうでしたか卿サー、ライデンフロース家の反応は？」

「フン……。悪くはない見世物だった。魔術師メイガスは闖ちん入にゅう者しゃをずいぶんと面白がっていたな。コハルが他人を連れてくるのも初めてのことで、自我意識の成長過程として興味深い、とかな」

　ギャラハッドの弁を聞いてカリンが食って掛かる。

「はぁー？　闖入者ってあたしのこと？　あのおっさん、全然そんな態度には見えなかったけど？　こっちはひたすら腹が立って仕方なかったっての。コハルっちの手前我慢したけどさぁ」

「あれで我慢をされてたんですか……？」と怪訝そうなコハル。

「そーだよ！　出来るなら、爆弾で全部ぶっ飛ばしてやりたかったよ！」

「やめてください。高価な機材がたくさんあるんです」

　彼女たちの何処かズレたやり取りを見て、私もある程度は察した。

「……だいたい理解した。まあ無事に戻ってこられてよかった。紅葉さんも付き添いありがとう」

　礼を伝えながらさりげなく身振りで、彼女たちに魔術的な紐をつけられてはいないか、あちらで他に異変は無かったかを尋ねる。同行したギャラハッドの目と評価を信用しないわけではないけれど、彼が問題のライデンフロース家によって召喚されたサーヴァントであることには違いない。

　紅葉は静かに首を振った。

（……なら、ひとまずは安心してもいいのかな。また後で詳しく聞かせてもらおう。それより今は、私から伝えなければいけないことがあるのだし）




　甘味処では食事のメニューも出していた。私は遅い朝食を、カリンたちは少し早めの昼食を取ることにする。

　ボイジャーとカリンがお喋りで盛り上がる脇で、そっとコハルに尋ねる。

「コハル……昨日の晩、何か変わった夢を見なかった？」

「〝夢〟ですか？　いいえ……私は自分の夢というものを見たことがありません。だから明確にはわからないのですが、唯一あるとすれば……」

　少女は自分のサーヴァントを横目で見る。

「……ギャラハッド卿の過去を、夢の中で体験したことが……？」

「はい。あれは白昼夢というのでしょうか……。円卓の騎士であった生前の、若い姿のギャラハッドの生き様を物語性のあるビジョンとして見た経験はあります。ですがその内容については……」

「そっか。そうだね。彼の許しもなく私が教えてもらうわけにはいかない───それはいいんだ」

　私は深く安堵した。万が一にもコハルと聖杯戦争の舞台で敵対する事態など起きてほしくはない。

　そういえばカリンも鬼女紅葉の過去を覗いたことがあると言っていた。部屋に置いてきた夢見のグロかわ人形を思い出す。




　甘味処の席上と、その後のうららかな庭園の片隅で、マッキから得た情報を彼女たちと共有する。朽目の放免の件、そしてマッキと私の両親との関係を。ただし私自身の記憶のキャップについては触れずに（きっとややこしいことになる）。

　ボイジャーがまだつたないながら飛行能力を発現させた報告は彼らを驚かせ、私も悪くは無い気分だったけれど、それどころじゃない。

　最後に私は思い切って打ち明けた。

　アヌビスたちの去り際に、私が奴らの強い誘惑を受けたことを。私の力と同質イコールなものだと言うンザンビの言葉を裏付けるやりとりがあったことを。

「───マッキは断言したんだ。モザイク市の外では私は数日も生きられない、生命に危険が及ぶって。きっと関係があるんだと思う。悪霊に憑かれた、私の霊障の体質と関係が」

「……エリセさんの霊障については私は推測することしか出来ませんが、それは私たちも無関係ではありません」

　私の告白を真剣に受け止めながら、コハルがさらに応じる。私たちとはカリンを意識しての言葉だった。コハルはホムンクルスでありながら同時に、心臓に聖杯を持つ新人類にも属していた。

「どういうこと……？」

「───モザイク市の霊脈から離れれば、《聖杯》から魔力の供給を受けることも難しくなるでしょう。それはつまり───」

「……って、モミも、ギャラハッドも顕現できなくなるってわけかぁ!?」

　先回りしたカリンの洞察に、コハルは頷く。

「令呪は魔力のプールとして機能します。しかしそれが尽きれば、サーヴァントがどうなるかはわかりません。しばらくは単独行動の可能な者もいれば、最悪の場合、魔力を求めてマスターに牙を剝むくことすらあると。昨日、ライデンフロース家に戻ったのは、モザイク市の外部の情報を探りながら、そういった私の憶測が正しいのか確認したかったからです」

「…………マスター自身の魔力がどれだけ意味を持つかは未知数、か」

　言わずもがな、コハルは令呪を損傷している。

　私よりも消沈し浮かない顔でいるコハルに、ギャラハッドは無言のまま薄笑いを向ける。

　私は自分の軽率さをすっかり棚に上げ彼に腹が立ってきた。
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　しばらく話し合った上で、私たちは《多摩》への移動を決意した。

　戦前の記録上では西日本の内海に面する古都であったフユキに、少しでも近い街であるのが一つ。そしてモザイク市において《多摩》は陸地に囲まれ、強固な結界はあれども、外界の脅威に大きく接する街であることが選択の理由だ。警護する民兵ミリシャや都市管理ＡＩから何か情報を得られるかもしれない。

　どのみち船を使わずに陸上からフユキを目指すのなら、おのずと《多摩》が私たちの出発地となる。




　中央駅へと向かう私たちは、都会の街並みをなごり惜しむように、昼の繁華街を抜ける道を選んだ。過去の地名にちなんだ〝新しん宿じゅく通どおり〟と通称される大通りだ。

　通行人の多い路上で、紅葉はいつものように姿を消していた。トーナメント有名選手のコハルは帽子で顔を隠しているが、かたやギャラハッドは空気を読まず堂々としたもので、シャツとジーンズの私服姿で目立ちまくっている。

（……おかげで〝死神〟への注目が逸それて助かる）

　コハルもあえて霊体化させず好きにさせている。というより、ああするしか今のギャラハッドにはコハルを守る手立てが無いのだ。かろうじての実体化でしか。




　三みつ越こしデパート前を通りがかる。普段と異なる雰囲気で催もよおし物ものをやっているようだ。

　ガラス張りのショーウィンドウには、中東や地中海のアンティークが陳列され、背の高いタペストリーがデパートの壁面を飾っていた。古代遺跡の壁画風のグラフィックデザインだ。

「あん？　『大エジプト展開催中』……？　オイオイ、ずいぶんタイムリーだな。こっちはエジプトの神様をおっかけてるってのに」

「確かに、よりにもよってだけど……」

　ボイジャーはポスターの写真に目を引かれている。

「これが、みいら、ってものかい？」

「どれ？───ううん。これは彩色された人ひと型がたの木もっ棺かんだね。ミイラはこの棺ひつぎの中に入っている。でもこれは展示物だから、今は空カラだよ」

「……えっと、正確には大英博物館の収蔵品の展示のようですね。過去に貸たい与よされた収蔵品が本国に返却されないまま戦争が激化して、世界が分断されてしまいましたから」

「ふうん。きみたちも、かえれないのか……」

　コハルもボイジャーの隣りに立ち、ウィンドウの展示物に見入っている。こうすると二人は歳の近い姉弟のようにも見える。

「へーなるほどな。そういうグッズなのか。ちょっと見てくかー？」

「うーん……？　カリンはその服をまだ着ていたいだけなんじゃないの？　あっ、ちょっとカリンたら！」

　答えも待たず、ボイジャーを引っ張ってデパートの玄関へと向かうカリン。

　すでに図録で見たような有名な展示物ばかりだ。その幾つかは精巧なフェイクで実際の発掘品では無いとも知っていた。博物館マニアとしてはそれなりに気になるけれど、楽しむ気分にはなれそうもない。

「うっ、ちゃんとミュージアムショップも併設されてるのか。企画した人、がんばったな……」




　カリンを呼び止めようと天井の高いデパートのグランドフロア内に入る。

　エレベーターホール前で私を振り返ったカリンが急に目を見張った。

「エリセ……！　それ……」

　───ぽたりと、私のシャツの胸に黒い滴しずくが落ちた。視界が濁にごる。

　眼がん窩かの底で霊障の傷が開き、頰を黒い血がつたい流れる。ぞくぞくと悪寒が追いかけて背筋を走り抜ける。

（〝邪霊〟がさわぐ……！）

　急に立ち止まった私の異変に気づいたコハルは、素早く帽子を髪留めカチューシャに戻し、周囲に目を配らせた。カリンも紅葉を実体化させる。顔から黒い血を流す私の様子と、異形の恐竜サーヴァントの出現に、周囲の客たちも驚いて身を引く。

「これって罠わなか？　エリセ？」とカリン。

「……まだわからない。何これ……どこなの……？」

　大勢の客で賑にぎわっているデパートそのものが罠であれば惨事を免まぬがれない。闘技場での虐ぎゃく殺さつが脳のう裏りをよぎる。

（襲撃……いや違う、そうじゃない。明確な殺意とは違う。でも私たちのごく近くに敵がいる……？）

　執しつ拗ように周囲に視線をめぐらせ、ようやく一人の少女の姿に目が止まる。

　大正モガスタイルのパステルグリーンのワンピースを着た小柄な少女が、たったいま私たちが通ってきた広い玄関の脇にしゃがみこんでいた。

　持ちきれないほど品物の詰まったショッピングバッグを、どうにか一人で抱え上げようと奮闘している。その顔は帽子で見えない。




「───待って。そこのあなた」

「……っ！　……えへへ……ひゃっ！」

　少女の前に立って声をかけると相手はわかりやすく動揺した。

　たくさんのバッグを身に寄せながら、しゃがんだままの姿勢で移動しようとする少女の背後の壁を蹴りつけて行き先をふさぐ。

　そうやって追い詰めながらも、私は驚きょう愕がくしていた。

（気づかなかった……この女は間違いなくサーヴァントだ……認識阻害の魔術でカモフラージュしていた？　そんなあり得ない、高度すぎる!?）

　位置的に女のすぐ脇を通過していながら、私もコハルも、誰もその存在に気づかなかった。記憶の片へん鱗りんにすらない。ギャラハッドの目すらも逃れたことになる。私の霊障が騒ぎ出すまで誰も存在を知覚しなかった。

　女はうつむいたままおどおどと泣き言をつぶやく。

「───あの、困ります。わたし、もう帰りたくて……そこをどいてくださると……」

「逃がさない。ねえ、こっちを見てよ」

（じゃあ───宝具……？）

　完全に存在を隠いん蔽ぺいするタイプの宝具、でなければまさに神霊の振るう権能の領域だ。

　だとしても隠しきれない魔力の放出を感知する方法はあったはずだ。ルイの使った宝具さえ結局は発見された。

　それなのに、襲撃犯を血ち眼まなこになって捜索中の捜査員やサーヴァントたち、人工知能の無数の防犯カメラの監視めを出し抜いて、のうのうと街でショッピングを満まん喫きつしているなんて！

　屈辱と憎しみに血が燃え上がる。私の殺意に応える〝邪霊〟たちが生いけ贄にえを求めて、どろどろと身体の上を這はう。

「ひぃっ……ごめんなさいっ」

　女は私を突き飛ばして駆け出そうとした。勿論、好きにさせるはずがない。

（───絡め取れ〝鞭むち〟よ！）

　うごめく黒い粘液を長い〝枝えだ〟へと変質させて急激に伸ばし、女の手足を強固に拘束する。相手はたちまちつんのめり転倒する。

「ひゃわっ」

　倒れた女はぶざまにもがき逃れようとする、そこへさらに───。

　どっどっ、と地響きと共に駆け寄った紅葉が、腕の形態と質量をダイナミックに変化させ、鬼の腕と化した豪腕でなぎ払う。

　女は鞠まりのように吹き飛び、玄関の内扉のガラス板を粉砕し、太い石柱にしたたかに叩たたき付つけられた。その場にくずおれた相手からも、私は〝枝〟の拘束を解きはしない。

「みなさん退さがって！　違法なサーヴァントです！　危険です、ご協力は不要です！」

　コハルが冷静に声を張り上げ、悲鳴をあげる周囲の買い物客たちを避難させる。

　腕自慢のサーヴァントが突然の捕とり物ものに加わろうと歩み寄ってくるが、私の〝魔王の枝〟が目に入るとぎょっとしてひるむ。

「エリちぃー!?」

「アヌビスと一緒にいた女だ！　カレンの……仇かたきだ!!」

　背後に駆けつけたカリンとボイジャーに向かって叫んだ。

　ようやくあらわになった少女の容貌は間違いない、民族服を着てアヌビスの横に立っていたあの女だった。淡い色の長髪は二つ結ゆいのお下げにされ、手足には赤銅色のアクセサリーのようなものをアシンメトリーに装着している。

「やだ、ひゃら、やです、離してぇ～」

　情けないうめき声をあげながら身み悶もだえする女を〝鞭むち〟でたぐり引き寄せる。と───。

　がくんと突然にその手応えが裏切られる。鞭に拘束されたまま私の靴先に転がり戻ってきたのは、女の片腕と片脚だった。

（……なっ……腕と脚が取れた？　違う、これは義ぎ肢しだ！）

　転倒したまま残された女の虹色の両眼、その縦に割れた瞳孔が怪しく輝く。

　すると私が足下で踏みつけていた義肢は、人型の一部であることをやめて、複雑な機構を見せながらばらりと変形した。拘束を逃れ、しゅるしゅると蛇のように私の脚に巻きついて這いのぼり、私の眼球めがけて突進した。

「───！」

　鋭い先端が私の両眼を突き刺す寸前、間一髪でギャラハッドが蛇の胴体を摑つかみ取とっていた。

「───こいつは……機械か？」

　さらに絶え間なく変形しながら、掴み所無く逃げまわり、今度はギャラハッドの眼球と喉元を狙う。ギャラハッドは強引に引ひき剝はがした蛇を大理石の床に叩き付けた。

　がちんと、まぎれもない金属音が響く。即座に剣を抜きつけて切り払おうとするが、蛇は火花をあげながら、身をくねらせて切っ先の直撃を躱かわした。

（まずい───逃げられる！）

　蛇は恐ろしい素早さで、女のもとに這い戻る。

　そのまま霊体化して薄れていく。手に摑んでいたショッピングバッグが、ばらばらと中身をこぼしながら落ちる。ところが───。

「どどど……どうしよどうしよ……」

　女はこぼれた品物を慌てて拾い集めバッグに詰め戻すと、胸に抱きかかえながら建物の外へと逃走した。実体化したままで。

　唸りをあげ紅葉が叩たたきつけた太い尾の一撃を、ぽうんと飛び越えて。




「───はあっ!?　なにそれ？」

　意味不明なムーブに啞あ然ぜんとしながらも、私は髪の一房を抜いて女の持つバッグめがけて投げつけた。かぎ針状に可変した礼装が、女の持つ実体物に刺さる。追跡用のマーカーだ。たとえ霊体化されても、その実体物を持ち歩く限り居場所が追える。

　私は素早く振り返り、カリンとコハルを一いち瞥べつする。彼女たちの無事を確認し、追跡の意志を眼差しで伝える。そこへボイジャーが駆け寄ってくる。

「ぼくも、いく───」

「だめだ。私に近づかないで！　ボイジャーはカリンと紅葉さんと一緒にいて！」

「……エリセ！」

　ボイジャーの呼び声を背後に残し、強化した脚力でその場から駆け出した。私の〝枝〟はボイジャーを傷つけてしまう。

　これは千せん載ざい一いち遇ぐうの機会だ。あわよくば仲間と合流するところを押さえられる。

　けれど、このアクシデント自体が罠かもしれない。なぜこんな場所に堂々と姿を現したのかも疑問は尽きない。けれども考えるのはあとだ。

　一つだけ確かなことがある。あの時の黒犬アヌビスと女は、闘技場に満ちた海水を媒質として投影された木で偶く人形だった。これは本体だ！

（チトセの……『拘束』の聖せい釘ていだったら、たとえ霊体でも捉えられたのに……！）





＊






　───歯は嚙がみしながらも私は追跡を続ける。

　行き交う人々と乗用車の脇をぎりぎりで駆け抜け、走行する路面電車の天井に飛び乗りツーステップで乗り越えて、十秒もかからず逃げる女の背中を捉える。

「ひゃああああぁぁんッ！　ごめんなさいっ見つかっちゃいましたアヌビス様！　どうかおたすけくださいっ、アヌビス様、アヌビス様ぁ～!!」

　逃げながらこちらを振り返る女が泣きわめく。あまりに白々しすぎて呆れてしまうが、決して油断はしない。窮地になるほどサーヴァントが危険な存在となるのは身に染みて理解している。

（でも、まさか本気で泣いてるの？……ていうか本当に神霊？　ともあれ一般人への被害はまだゼロだ。捕縛したらどう動く？　機械の義肢の他に、どんな切り札を隠してる？　それともいっそ泳がして先回りすべきか───？）




















「───エリセさん！」

　たゆまず走り詰めていた私の隣りに、迅速にコハルが追いついた。彼女も身体機能を強化して私の人間離れした機動スピードに合わせてきた。

「他にあやしい動きをした者は感知できません。あの女サーヴァントの単独行動の可能性が高いです！」

「助かるコハル！　でも身体は大丈夫なの？」

「平気です！」

「……うん、大いに結構エクセレント」

（そうだった……これはいつもの仕事とは違う）

　頼もしいコハルの横顔に安堵しながら、これは夜警の孤独な任務とは異なる状況なのだと思い直す。私は前髪の礼装に触れた。

「こちら宇津見エリセ。元《秋葉原》地区嘱しょく託たくの直属エージェント───」

　緊急の通信回線を通して当局へ通報する。襲撃犯容疑者の現在地と外見を伝送し、追跡用マーカーの識別信号を共有した。

　よし。これで当局の捜査員たちが先行し、ヒムロの管理する監視カメラが逃げ場無くあいつを追い詰めるはずだ。それでも尚なおまた正体不明の隠蔽技術で逃げおおせるのならば───。

（私たちの手には負えないかもしれない……チトセやコハルの師メンタークラスの魔術師でなくては……だめだ。そんな口惜しい事態にさせるもんか）




　すぐさま礼装に着信があった。上位通信権限の強制的な着信だ。

　当局かヒムロからの問い合わせかと思いきや、相手は別の知人の声だった。

『エリセ───オレだ。何処だ───ああ確認した。新宿通りの端はしだな』

「マッキさん？」

　わずかにうわずるマッキの声に、ただならぬ緊張を覚える。

『協力しろ。魔獣が現れた。二体いる』

「魔獣ぅ!?　って、そんなまさか！」

　私の非日常の許容量を超える情報だった。この街中に魔獣が召喚されるなんて。

　通信越しにノイズをフィルタリングしきれないほどの猛烈な銃声が響く。

　一呼吸遅れて中継の映像が空中に投影された。




　それはトラックの車体ほどもある巨獣だった。鬼女紅葉を十人集めたよりももっと質量があるだろう。もはや怪獣だ。

　特徴的すぎる外見で、私にはすぐにその名前も判ったが到底信じられなかった。

　凶暴な牙の生え並ぶ顎と頭部はアフリカに棲すむナイル鰐ワニ。逞たくましい上半身と勇猛なるたてがみは獅子ライオン。そして下半身はふてぶてしい河カ馬バのものだ。

　三種の動物が交ざり合ったキマイラというより、古代エジプト世界での暴力と恐怖の象徴の競演と称すべき怪物。

（〝アメミット〟……こんなのを予期しろなんて、無理だ……！）

　人間への警告が足りなかったとアヌビスが翻ほん心しんしたというのなら、やりすぎだと叫びたい。私のような夜警ナイトウォッチが、暴走サーヴァントを相手にして守ってきた街の平穏と常識を無に帰するほどの衝撃がある。




　今すぐ救援に向かいたい。けれど───。

「でもマッキさん！　こっちにも逃亡中のコロセウムの襲撃犯が───！」

『こいつはやばい。サーヴァントが喰くわれる……！』

「……っ……通信が……!?」

　通信が大きく乱れ、途絶えた。それとも自主的に切断したのか。

　あちらの居場所は一目瞭然の〝靖やす国くに通どおり〟だ。現在地からは隣接した区画だ。数分あれば駆けつけられる。

「なんです今の怪物は───エリセさんご存じですか？」

「〝アメミット〟。魔獣じゃない。エジプト神話の冥界の幻獣だ。それが二体も───」

「幻獣……!?　ではアヌビス神が遣つかわした獣ですね？」

「そうとしか考えられない、けど……」

　サーヴァントのゾンビ化は、ほぼ《秋葉原》の闘技場に限定して起きた事件だった。多数の犠牲者を出した惨劇とはいえ、市民はまだ「自分には無関係だ」と自分を偽ることもできた。〝令呪狩り〟については広範囲で報告されたとはいえ、市民レベルでの脅威にはなっていない。

　しかし───街中に堂々と魔獣や幻獣が現れるというのなら、もはやモザイク市は安全な街とはいえない。

「……早くマッキのところへ行かなくちゃ。犯人を泳がせたりしてる場合じゃない。あいつを即そっ刻こく捕まえよう！」

「はい！」
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　女の逃げる先には新宿御苑の玉たま藻も池いけが垣かい間ま見みえ、その水面を輝かせていた。あのサーヴァントを水辺に近づけるのは危険な予感がする。

　それに逃げるばかりで接近戦でやりあうつもりも無いのなら───私にはこんな武器もある。

「コハル、あいつの逃げ足を一瞬止められる？」

「それは愚問とお答えします」

「結構。馬上槍試合トーナメントの覇者に失礼だったね」

　加速し、逃げる女の横へと走り並んだコハルは、通せんぼをすると見せかけて相手の逃走進路を予測範囲におさめた。

　女が慌てて方向転換した先の空間が陽かげ炎ろうのように歪む。空気密度を操作され不均等にその粘性を増した。コハルの手には魔力がプールされた黄金の腕輪トルクが輝く。

「風精よ従え───〝ダイラタントの壁〟です」

（風属性の魔術をノウブル───）

　透明な壁の前で女が躊ちゅう躇ちょし二の足を踏んだタイミングを逃さず、私はシングルアクションの詠唱魔術を起動する。

「───魔弾フライシュッツ───!!」

　指先から発射された呪いの弾丸は、逃げる女の右太股を正確に撃ち抜いた。はっきりと手応えがあり、疑似物質の血液流出を確認する。すかさず次弾を装塡ロードする。




〝七発の魔ま弾だん〟───。

　狙撃に特化したこの魔術の基礎となったのは〝ガンド〟と呼ばれる北欧の呪術だ。

　ボヘミア地方の伝承に現れる悪魔ザミエルが、とある狩人かりゅうどに必中の弾丸の鋳ちゅう造ぞう方法を教えたという。この魔術は悪魔の弾丸を再現するべく、ガンドの性能を強化し偏向した模造品だった。

　魔術回路にエーテル体の弾丸を装塡する儀式には手間と時間がかかり、また必ず七発を装塡しなくては効果が発揮されない。この弾丸は一発を撃つたびに精度が高まり、打撃力も増大する。ただし最後の七発目を発射すると、自分自身にも弾丸で撃たれたに等しい最悪の反動が起こるのだった。サーヴァントにも人間にも効果的な便利な概念礼装だけれど、人を呪えば墓穴は二つ必要となる……その言葉を体現している呪術だった。

　ただ伝承で語られる本物の『魔弾』と異なるのは、抜け道があることだ。失われたのなら再装塡リロードで弾丸を補おぎなうことで、カウントをリセットできる。いつかは途方も無い殺傷力にまで高められた最後の弾丸を発射しなくてはならないとしても、それまでは使い勝手の良い武器だ。愚かな私は過去に一度だけ七発目を発射し難敵のサーヴァントを仕留めたが、自分もまた病床で一ヶ月死地をさまよったことがある。もう二度と御免だ。




「───魔弾フライシュッツ───魔弾フライシュッツ」

　第二射、右胴体に命中。第三射、左太股に命中。

（神霊ならばこの程度じゃ効果は薄い。あの時だって───）

「エリセさん……！　情報が聞き出せない状態になっては……」

「記憶が破壊されなければいい。霊れい核かくは外してる。そのための魔弾だもの。むしろ自害なんかされたら厄介だよ」

　自律して動く義肢もあえて狙わない。弱点とは限らないが生身の部分を容赦無く撃ち抜いた。女は良く耐えたが、五発目の弾丸を撃ち込んだところで一歩も動けなくなった。

　虫の息で路上を這いずる少女の姿にも、気の毒に思う感情が一切湧いてこない。操られた市民の死体を押しのける感触と、サーヴァントを奪われた人々の嘆きの声は私の胸を今も離れない。




　通報が功を奏し、付近の市民の避難は完了していた。車も乗り捨てられ、人気のなくなった路上の真ん中にコハルと私は進み出る。

「義肢に注意して。よく観察すると全身に金属パーツが散在してるみたいだ」

「はい。エリセさんは拘束の術式を───」

　反撃を警戒しつつ、倒れ伏す女の脇に立つ。

　否いや応おうなく高まる殺意に〝魔王〟が昂たかぶり蠢うごめいて、虎こ視し眈たん々たんと機会をうかがっている。コハルの咎とがめる視線が無ければ過ちを犯してしまいそうになる。

「アヌ……ビス……様……」

　血だまりの中で女は確かにその名を呼んだ。その名前を確かめただけでも追ってきた価値があった。

　私は感情を抑えながら夜警の仕事の手順通りに自動的に動いた。サーヴァントを拘束する封霊の魔法陣を周囲に敷設していく。即席の魔法陣ではごく短時間しか効力を発揮しないけれど、当局の収監チームが来るまで持てば十分だ。




　するとその作業中に何の前ぶれもなく、コハルが高々と浮き上がった。どっ、と空気を介して衝撃が私にも伝わった。

「……なっ……！　コハル!?」

　空を振り仰ぐ間にも、少女は優に五十メートルは飛ばされ、放物線を描いて繁華街のビルに衝突しようとしている。

　はじかれたように全速力で駆け出した私は、〝枝〟を第二第三のかぎ爪の手足として伸ばした。進行方向側面のビル壁を抉えぐり、コンクリ片を撒まき散ちらしながら斜めに這いのぼる。コハルの墜落地点に先回りする。

「───！」

　が、またも突然に私の眼前には新たな敵が割り込み、進路を阻まれた。

　鮮やかな原色のケープ。黒い肌に赤い瞳の裸ら形ぎょうの女が。

「よう、ムスメタチ」

　重機のショベルにフルスイングされたような強烈な蹴りだった。かろうじて受け身の姿勢を取ったけれど、すでに腕は痺しびれて感覚が無い。では、この蹴りをコハルはまともにくらったのだ。

（コハル───！）

　幸いにも壁面に叩きつけられる直前、空中に出現した私服姿のギャラハッドに彼女は抱き留められた。そのまま壁を蹴って二人は着地する。

「ギャラハッド卿……！」

「───許せ。俺の落ち度だ。気絶しているが、致命傷ではない」

「いえ、あなたのせいでは……！　私のミスです……」

　この時に限って彼が霊体化していたのは油断とはいえない。私さえ無用な殺意を抑えていれば、接近に気づけたかもしれなかったのだから。そのまま彼のもとに合流し、新たな敵と対たい峙じする。




　現れた女はその場でくるりと旋回し、華やかなケープをこれみよがしに見せつける。

「やっぱりミエちゃってるか。ちぇえ、ズルは続かないねえ」

「……ンザンビ……！」

　再び姿を現した神霊のサーヴァントは、地面に倒れた女のそばに片膝をついた。私たちを引き離すために、わざと距離を稼ぐ打撃を放ったのだ。

「この雲隠れの呪まじないはたいしたモノだけどさ、一度正体を現してしまうと無効になるのが惜しいトコロダ。またアイツにかけてもらうのはメンドウだね」

　倒れた女が弱々しく指先をンザンビに伸ばす。

「ンザンビ……ちゃん……ごめんね……」

「イイヨイイヨ」

　ンザンビはにこやかに、仲間の女の血だらけの頭を撫なでくりまわした。

「……サテサテ、術を見破った勘のいいヤツがいるね？　これはスコシ痛めつけておかないと、逃げても追いかけられちゃうカナ？」

「逃げる……？」

　以前に私たちを圧倒した敵の言葉とは思えなかった。

「はははは。オレのナイフは修理中なんだ。刃は毀こぼれがヒドくて研とぎ直なおしてるのさ。だから今日はオマエたちとは遊んでいラレナイ。ザンネンザンネン」

「…………？」

　わざわざ明かす必要のない情報で私たちを巧妙に挑発しているのか、ただただ頭がおかしいだけなのか。

　そんな憶測を吹き飛ばし、ンザンビは路上に駐車していたオート三輪の車体を軽々と摑み上げると、こちらへと投げつけた。

　コハルの身体をひょいと私に預け、ギャラハッドが進み出る。

「ちょっ……」

「それはいいことを聞いた───では今日こそは、貴様を討うつには絶好の日だ」

　聖杯の騎士は敵を見据えながら抜き払った剣の切っ先を掲げた。ガチャリと鉄の触れあう音とともに、彼本来の甲かっ冑ちゅう姿へと戻る。

「せいぜい逃げてみせろ！」

　飛来した車体を両断して跳ね飛ばし、騎士は一瞬で距離を詰める。

「オオッ？───ホッ！」

　ンザンビは仲間の女を抱き起こして連れ去ろうとするが、ここぞとばかりに彼が斬りかかりその場の離脱を許さない。視力を強化されていなければ人間の目では捉えることなど不可能な、サーヴァントの全力の連撃がンザンビを襲う。

　宣言した通りにンザンビは異形のナイフを持ち出すことなく、周囲の乗用車や郵便ポストといった器物を利用しながら、鮮やかな身ごなしと強烈な足技だけで応戦している。

　だがそれが全くの敵の噓で、隠し持たれた呪いのナイフがギャラハッドを襲うのではないかと、私は気が気ではない。

（自分が出るべきだったのに……！）

　盛大に飛び散る破片から、腕の中のコハルを庇いつつ容態をみると、彼女は小さく呻いた。意識を取り戻したようだ。

「コハル……？」

　背骨を粉砕され内臓が破裂していてもおかしくない打撃だったが、そこまでの負傷ではない。倒れた女からの反撃に備えて抜かりなく障壁をめぐらせていたのだろう。

（すぐに治癒を……ああ、紅葉さんがいてくれたら！　でもこの場にカリンたちを巻き込みたくない……！）




「はははは、ははははははは！　オモシロイね！　コッチは斬れるかい!?」

　圧倒的な騎士の剣技を前に劣勢とみたンザンビは次々と呪術を繰り出した。

　ケープの下から束ねられた骨を取り出して放ると、たちまちアスファルトが割れて大きく開き、突き出した巨獣の鋭利な肋ろっ骨こつが、顎あぎととなって騎士を吞み込もうとする。

　ギャラハッドの持つ〝奇妙な垂れ布の剣〟は細身の剣でありながら、襲いかかる牙の群れをたやすく粉砕していく。

「ふざけるな───落おち穂ぼ拾ひろいにもならん」

　しかしその間にもンザンビは次の呪術を見舞っていた。乾燥した大粒の葡ぶ萄どうのようなものを幾つも路上に転がす。

　すると一帯が冷気に満ち、全身の総毛立つ虚うつろな泣き声に包まれた。赤ん坊の泣き声だ。取り囲むように現れた、赤黒い無数の赤子の霊が津波のように押し寄せ、私たちに襲いかかる。

「むっ……」

　たちまちギャラハッドは霊体の波に埋うずもれ、じりじりと這い上ってくる千人もの赤子の指に両脚を絡め取られて身動きを封じられる。

　姦かん淫いんの罪を犯したイスラエル王の剣では分の悪い相手のようだ。本来の聖杯の騎士ギャラハッドであれば、霊たちは触れるだけで浄化され霧散したのだろうが、どうやら確かに彼はオルタ・サーヴァントだ。

「まかせて！───攫さらえ！　魔王エルケーニッヒ！」

　だが、行き場の無い霊たちは私にとってはまさに格好の獲物だ。

　足下に座らせたコハルを庇いながら〝枝〟を長い竿さお状に伸ばし、先端には鎖で連結された棘とげ付きの鉄球の束たばを成形する。

（〝接棍フレイル〟───！）

　大きく旋回させた連接棍で霊たちをなぎ払い、一網打尽に叩き潰す。

　やはりンザンビの術と私の力は、心地よいほどに相殺する。

　この打ちょう擲ちゃくは浄化でもなく、強制的な昇天でもない。邪霊の来きたる異界へと送り還しているのだ。黒くうごめく邪霊たちは私自身の霊障、醜く刻み延ばされた私の傷口そのものだからだ。

　赤子たちの霊から脱し、形勢を立て直したギャラハッドが再びンザンビに肉薄する───ところが先ほどまでの剣の切れ味は徐々に失われ、徒手空拳のンザンビと拮きっ抗こうする勝負になりつつある。

　意識を取り戻し、うずくまっているコハルにもまた異変が起きていた。

「……コハル、それは……？」

「この程度は、なんとも……ありません……うっ、ぐっ……」

　息を切らしながら、コハルは不快そうに表情をゆがめ、右手の医療パッチを自ら破り捨てた。手の甲の令呪を発端として魔術回路がまざまざと浮かび上がり、肩を覆って右頰にまで達している。

「……うっ……」

　見かねた私は呻きをもらしてしまった。これは攻撃じゃない。契約主の身体を侵しん蝕しょくするほどの、過剰な魔力の供給の結果だった。

　これまでもサーヴァントを現界させるだけで精一杯だった、彼女の傷ついた魔術回路が悲鳴をあげている。それでも尚コハルは毅き然ぜんとして戦意を保ち、ギャラハッドを支えようとしている。




「得物が無いってイッテルだろう？　ちょいと卑ひ怯きょうじゃないか？　この世でモットモ高潔な騎士サマァ？」

　ンザンビの挑発も、ギャラハッドは意に介さない。

「くだらない御ご託たくは地獄でハンニバルの爺じじいに聞かせてやるがいい。変わり者が好きなエル・シッドの奴なら、貴様のような屍し臭しゅう紛ふん々ぷんたる女でも鼻をつまんで酒を酌くみ交かわしてくれるかもしれんな。俺は死んでもごめんだが───」

「はははは！　オマエも英霊であるカギリ、オレの子だ！」

「さてどうかな、穢けがれし地母神よ。不貞の親など、ひとつがいでじゅうぶんだろう」

　毒突きながら、ギャラハッドはおもむろに剣を鞘さやへとおさめる。

　そして───腰の剣帯に提げられた二振りのもう一方の剣の柄ヒルトへと手套グローブを乗せた。

　優美なる装飾を備えた黒鞘の長剣に、遂に手をかけた。

（───!!　あの剣は……！）

　帯刀の動きの意味を撤退と見誤ったンザンビは、距離を取るタイミングを逸した。

　威圧感を増しながらギャラハッドは歩幅を整え、左脇後方に構えた剣の鯉こい口くちをわずかに切る。髪の幅ほどのぞいた刀身から、濃密な魔力がほとばしる。

　呼応して電に打たれたように、コハルが身を激しく痙けい攣れんさせてあえぐ。

「は……あ、ああっ……！」

　展開する気だ。神霊すらも討ち取れると彼が判断した剣を、おそらくは彼の隠された〝宝具〟を───。あの黒い鞘の剣が抜かれた局面はまだ一度も見たことがない。




　敵に対峙する彼は、コハルの身の異変を知っているのか。それともコハル自身がテレパシーを断って隠しているのだとしたら……！

「……っ……ギャラハッド卿……!!」

　私は彼の背に向けてうわずった制止の声を放っていた。コハルの身を憂いたカリンよりもひどい侮辱となるのは理解していた。それでも見過ごせなかった。よろめきながらコハルは前に出て、おのれの健在を示そうとする。

「……ううっ……構いません、やりなさいギャラハッド！　その者を倒すには今が最大の好機です！　宝具を───！」

「だ……だめだギャラハッド卿！　魔力の消費にコハルが耐えられない！　その剣を抜けば、彼女は死にます！　あなたも消える！」

「──────」

　殺伐とした沈黙。聖杯の騎士は攻撃の間合いに敵を捉え、剣の柄に手をかけたまま微動だにせずンザンビとにらみ合う。今のコハルは命令を強制する令呪を起動できない。ただ彼の意志だけが、状況を左右する。

　呼吸すらためらう緊張の末に───彼は儚はかない微笑を浮かべ、わずかに身を引いたように、私には見えた。




　───巨獣の咆ほう吼こうが沈黙を破った。

　私たちが敵と居合わせた路上にも、間近に迫る地響きと、家屋の崩壊する音が間断なく反響して届いた。

「アメミットがこっちへ……!?」

　素早く端末に目を走らせる。カリンからのメッセージ着信と、そしてヒムロの配信する緊急避難警報が届いている。《新宿》の地図上では、超小型の台風の進路予想のように、二体の怪物の進行状況が図示されている。

　怪物の一体は靖国通り周辺を広範囲に蹂じゅう躙りんし、そしてもう一体は一直線に私たちの現在地を目指して直進していた。

　ンザンビが高笑いを響かせる。

「はは！　やっとキタか！　早すぎたケンゲンの割には動きは遅いな、あの心臓喰いは。どうするね、ヤクタタズの騎士ドノ、どうするムスメたち、オレたちを追ってみるか？　気が済むまで付き合ってヤルゾ」

　そう言いながらも、倒れた仲間の女を荷物のように乱暴に担かつぎ上げる。

　生じた隙を狙ってすかさず〝奇妙な垂れ布の剣〟へと持ち替えたギャラハッドが抜きつけるが、ンザンビは瞬時に後方へと飛び跳ねながら剣撃を躱かわした。そのまま二体の敵サーヴァントは霊体化して姿を消した。地母神の嘲笑だけがビル街に残響した。

「くっ……」

　追跡用のマーカーはめざとく廃棄されてしまった。それでも姿は見えずとも魔力の痕跡を辿れば、まだンザンビを追うことはできるはずだ。一日中だって追いかけ回す自信がある。私はまだそれだけのスタミナも魔力も残している。が……。

「どうやら俺はここまでだ」

　ギャラハッドは剣を納めこちらに戻ってきた。死闘に水を差され、その甲冑の音も寂しげだ。

　地面に片膝をついて覗のぞき込こみながら、ぐったりしているコハルの具合を窺う。

　するとコハルは彼の頰を弱々しく張り飛ばした。今度は彼も避よけなかった。

「なぜ従わなかったのですか……まだ私をマスターと認めないつもりですか……！」

　小さな身体に怒りを満たし、屈辱の涙にまみれながらコハルは震える声で言った。

「……俺の役割は殺すことではない」

　物憂げに立ち上がり、彼は少女を見下ろす。

「ましてや貴様と諸もろ共ともに死ぬなど願い下げだ───」

　憎まれ口を残し、ギャラハッドは霊体化して消えた。消える直前に彼は私に彼女を預ける視線を送っていった。

　少女の細い肩は拒絶に張り詰め、私を見ようともしない。すっかり嫌われてしまった。でも私は正しい選択をしたと信じたい。
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「───カリン？」

『エリち？　もうそっちへ着くぞ』

　開放した通信回線にカリンの声があった。

　間を置かずに伝わってきた、どすどすという振動に一瞬戦慄したが、それが聞き慣れた紅葉の足音であると気づいて安堵した。

　直後こちらへ向かって快走する鬼女紅葉が姿を見せる。その背にはカリンとボイジャーを乗せていた。

　背から飛び降りたカリンは、戦闘後の周囲の惨状に目を見張った。ボイジャーもまた私のもとへ駆け寄りそうになるが、獲物をかぎつけ勝手に首をもたげた〝枝〟を前にして、顔をしかめて立ち止まった。それでいい。

「うわっ、滅めっ……茶ちゃ苦く茶ちゃだな。お、おい大丈夫か、コハルっち？」

「紅葉さん───」

　私が詳細を語るよりも早く、鬼女紅葉はコハルの怪我の具合をみて為すべきことを察したようだ。心配そうに唸り声をもらし、すぐに治癒に取りかかる。

「……どうかお願いします」

　くやしいことに私は、私自身を治癒することしか出来ない。それだって苦手だ。治癒の魔術とは絶望的に相性が悪かった。肉体的な損傷であれば応急手当だけは出来るが、コハルのそれは違う。

「……で、どうする、でけえのが来るぞ。避難誘導されたけど、封鎖線を飛び越えてきた。このまま避難するか？」

　私は再び端末を見た。一直線にこちらへと向かっていた一体は、途中で方向を変えて、より人の密集する繁華街へと進んでいた。

「あれは、アメミットっていう幻獣なんだ。私はマッキに加勢しないと……！　ボイジャー、そのまま聞いてほしい」

　昂たかぶり脈動する〝枝〟を抑えつけできるだけ自分の身に引き寄せる。

「───きみはさ、一人きりでも飛べるのかな？」

「とぶのは、エリセのちかくでないと、だめだね。さっきだってほんとうは、とんできたかったのだけど、できなかったから」

「そっか……だろうね」

　すでに経験したように、あれだけの疲労を伴うのだから、ボイジャー単身で飛行すれば、魔力の過剰な消費で彼自身の存在が危うくなってしまう。




　コハルにも今は頼れない。

　ならば私は一つの決断をしないといけない。悩んでいる暇はなかった。

「───〝令呪〟を使おう。それしかない」

「……れいじゅ、かい？」

「私の〝枝〟はきみを傷つけてしまうから。食べてしまうんだよ、サーヴァントを。きっと私も、あの怪物と同じなんだ……。だからさ、私自身の力からきみを守らないと」

　ボイジャーは胸を張り、ゴーグルを持ち上げて自分の頭に載せた。

「いっしょにとぶんだね、きみと。なら、なんだってできるさ」

「……うん。やろう、ボイジャー」

　令呪のある左手を、少年へ向けて差し向ける。

（これで、令呪の根源だってはっきりする……！）

　私は慎重に〝枝〟を伸ばし、彼の差し出した細い腕を取り巻くコイルのように周回させた。〝枝〟は舌なめずりをして今にも、ボイジャーを侵蝕しようとするが必死に堪こらえる。





『令呪を以もって命じる───この私の〝枝〟に抗あらがえ……！』






　驚くほどの魔力がほとばしり、エーテルの霊光を発して彼の霊体を満たす。

（これが……令呪を使うということ……！　私の、聖杯への最初の願いだ……！）

　そして〝枝〟の制御を解く。その途端に、びしりと彼の腕に〝枝〟がきつく巻きついた。通常ならばそのまま霊体内部へと潜り込み、霊核を探り当てようとする。が、ボイジャーの身体の表面で、〝枝〟は退しりぞけられている。

　ボイジャーもまた怯ひるまず、私を見詰めかえす。

（ひとまずは……成功してる）

　手の甲の令呪は確かに消費され、紋様の一番手首に近い箇所が、薄い傷痕のような状態に変わった。サーヴァントへと渡った膨大な魔力は、特定の対魔力の効力を有する術式に変換されたのだろう。けれどこの耐性は、強化魔術と同じくおそらくは一時的なものだ。魔力の根源は、数時間後にこの令呪が回復するか否かで判明する。

　結果論ではあるとしても、令呪の消費を躊躇ためらわなければンザンビたちを殺せたのかもしれない。

　それとも逆に、この対処でもまだ十分ではないのかもしれない。過去にも令呪で抵抗してきた市民のマスターは幾人もいたけれど私は打ち破ってきた。

　なんて相性が悪いんだろう。なんて私は、彼にふさわしくないマスターなんだろう。




　慎重にボイジャーの手を取り、その場から飛び立とうとした時───。

　紅葉が短く唸り私を呼び止めた。呼んだのは治療を受けているコハルだった。

「……エリセさん、これを……今の私には不要です。護符代わりには……なるはずです」

　かろうじて意識を保ちながら、苦しげに彼女は自分の呪具の金の腕輪トルクを差し出した。

「ありがとう、コハル。今は……安息を」





＊






　ボイジャーを片腕にすがらせる体勢で、ビルの合間を垂直に上昇する。

　低高度の移動は電線に引っかかりそうで厄介だ。それに微妙な機動にはまだ自信が無い。

（船乗りに比べたら飛行家の歴史はほとんど気にしたことがない……黎れい明めい期きの宇宙飛行士たちが軍のテストパイロット出身だったとか、テグジュペリが病的に飛行機に取とり憑つかれていたことくらいか）

　単身で飛行能力を持つサーヴァントは、モザイク市にも少ないけれど存在している。墜落王（と自称している）オットー・リリエンタールとか、熱気球で人類最初の有人飛行を成し遂げたモンゴルフィエ兄弟がそうだ。彼らの飛行形態は適切な機材さえ用意すれば一般市民にも実行可能だ。宝具や魔力での強引な浮遊ならば、その他の多くのサーヴァントや魔術師にも可能だろう。効率的か否かはともかく。

「ああ……これって、夜よりも全然怖いな」

「こうしょきょうふしょう？」

「違うったら。でもなんかまだ慣れないんだ。おへそがふわふわして」

　花園の公園から何度も俯ふ瞰かんした《新宿》の風景が、眼下に拡がっている。こんな事態の渦中でなければ素晴らしいフライトなのに。




「いた……あれだ！」

　照会地点を強化した視力で望むと、半壊したビルの陰から大きな粉ふん塵じんの白煙が昇り、所々で火災も発生しているのが判った。途切れ途切れの銃声も届く。あの煙に隠れてアメミットがいるはずだ。先史時代の幻獣のはずなのに、魔力はあまり感じ取れないのがかえって不気味だ。

「あのそばへ降りなくちゃ……わわっ、とと……」

「エリセ、へただなあ。ぼくがやるよ」

「…………はい」

　ふらつく飛行を見かねたボイジャーに主導権を渡して操縦を交替する。打って変わってすべらかに高度を落としながら現場へと接近すると、果たして巨獣が眼前に姿を現した。

「……映像よりずっと大きい……別の個体なの!?」

　挙動に注意しつつビル側面に張り付き、高所から観察する。

　巨獣の周囲では自動小銃を手にした特殊部隊員や機動隊員が距離を取って応戦している。先ほどの通信で見た姿よりも遥はるかに大きい。中型トラックと特大のバス車両ほども違っている。

　ただしアメミットの動きは鈍重で、火急の応援は求められていないようにみえた。その大きさゆえに格好の的まとになっている。

　見る限り、飛行する私たちのアドバンテージは大きい。骨こっ董とう品ひんの有人攻撃ヘリでもあれば効果的なのだが、あいにくモザイク市には航空機も攻撃性のドローンも存在しない。

「マッキ、いないね？」

「……うん。きっともう一体の対応にまわってるんだ。私たちもそっちへ合流して状況を確認しよう。でも……」

　予想していた光景と違い私は戸惑う。サーヴァントがいないのだ。後方にはそれらしき姿があるが、なぜか最前面に配置されているのは人間の武装隊員ばかりだ。

　こういった怪物が相手ならばまさに白兵戦や猛獣狩りに慣れた彼らの独壇場となるはずなのに。

（そうだ……マッキは叫んでいた───サーヴァントが喰われる、と）




















〝アメミット〟は、エジプト神話の冥界アアルに棲む審判の獣だ。鰐わにと獅子と河か馬ばの三獣が融合する戯画的コミカルな外見ながらも、恐るべき役割を担になっている。

　古代エジプト世界においては、肉体を離れて魂たましい〝バー〟となった死者は、長い旅を経て、冥界の主神オシリスが鎮座する裁判の間へと至る。

　この裁判で生前の善行が認められなければ、神々の住まう冥界に死者が迎え入れられることはない。死者は四十二柱の神前で自らの潔白を告白し、その仕上げにアヌビス神の判定する天てん秤びんに自らの〝心臓〟を載せる。天秤の一方には真実の羽が載せられ、告白に虚偽がなければ天秤は等しく釣り合う。

　しかしわずかでも天秤が傾けば、死者はアメミットに心臓を貪むさぼり喰くわれる。聖刻文字ヒエログリフで残されたアメミットの名は〝心臓を貪る者〟〝死者を喰う者〟を意味している。すでに死んでいるはずの死者が味わう二度目の死とは、完全なる滅亡だった。死と生が繰り返される輪りん廻ねを信じていた彼らにとって、地獄よりも恐ろしい最大の恐怖がこのアメミットだった。




（まさか吸収してしまった……彼らを飲み込んだのか……！　英霊たちを！）

　アヌビス神が遣つかわしたとおぼしき幻獣アメミット。ンザンビたちを逃すためだけの、ただの囮おとりとは思えない。幻獣をこれだけ使役できるのならば、出し惜しみをする意味が無い。

　何か予定されていたものが早まり、不完全な状態で実行されたと考えるのが自然だ。一体ではなく二体現れたのも気になる。

（であれば、まだ他にもアメミットが現れたっておかしくない……）

　こちらを見上げる怪物と目が合った。

　大気を震わせ咆吼する幻獣。その脅威と重圧に私は敵意を込めてにらみ返す。

「……くっ……エリセ……」

　不安な想いに囚とらわれる傍らで、少年が身じろぎして呻うめいた。彼の腕に巻きついた〝枝〟が侵蝕を始めていた。触れた服の一部がちりちりと消失していく。今にも令呪の抵抗を突破しようとしている。私は息を吞みひるんだ。

「……っ……ごめん……そんなつもりじゃ」

「マッキのところへいこう、エリセ。やな、かんじだ」

「そうしよう。私たちが一緒に飛べる時間はあまり無いんだものね」

「……ああ……そうだとも」

　私は壁をぐんと蹴って加速し、地を這う死神の分ぶん際ざいで再び空を翔かける者となる。

　下方で銃を構える隊員がこちらの姿を認め、私がもう一体の現在地を確認する仕草で方向を示すと、相手もまた大きく腕先を向けて指示を返してくれた。また戻ってくるまで無事でいてほしい。

　さらに空中で不器用に加速しながら、私は少年に尋ねた。

「───ボイジャー、教えてほしいんだ。あの怪物があなたの言う〝へび〟なの？」

「……わからない……きっとちがう……」

　彼は迷いながらも、首を振った。

「もしへびなら、あいつはね、のみこんでるんだ」

「象とかを……？　ハンニバルの象たちなら戦ったばかりだ」

「もっと、もっと……おおきいものだよ」




　もう一体の獣狩りの現場には、すぐに到着することが出来た。二区画を横断する靖国通りの外れまで移動している。破壊された家屋の被害だけでも甚大だ。

　そして今まさに古代の幻獣は、全身に銃創を負い、大量の体液を撒まき散ちらして息を引き取ろうとするところだった。英えい雄ゆう譚たんとはほど遠い、醜く泥臭い幕切れ。予想通り先ほどの個体よりも小さい。

（でも、倒せるんだ……！　人間が……通常の武器で！）

　それは素晴らしいニュースだ。

　自身も怪我を負い出血しながらも、指示を叫ぶ健在なマッキの姿がある。

　女給姿のまま出動したアニー・オークレイもいた。大型狙撃銃のハードケースを担かついでバイクに飛び乗り早速移動を開始している。

「来たか、エリセ。おまえなんか飛んでこなかったか？　とにかくヒムロから報告は聞いたよ。ンザンビともう一人の容疑者は逃したそうだな」

「……面めん目ぼくありません」

「いや……オレこそ被害を抑えられなかった。これほどの直接の攻勢に出てくるなんて……」

「……あれは幻獣のアメミットで間違いないですね？」

「ああ、そうらしい。オレは初めて見るバケモノのタイプだ」

　どこか引っかかる言い回しだったが、気にせず確認を重ねる。

「あなたの得物は？　聖骸布はどうだったんです……？」

「ああ……こいつらはメスだった。おかげで苦戦させられた。本の虫のエリセも知らないことが結構あるもんだな。ハハ……」

「……えっ、そんな……あれがメス……？」

　誤った思い込みに私は青ざめた。知っていればいの一番に警告をしたのに。

　そう、恐ろしい形相に反して、アメミットの性別は全て雌めすなのだった。たとえ獣が相手であろうと雄オスでなければ聖骸布の拘束は効果を発しない。なるほど、死者の心臓を飲み込み虚無へと還す劫ごう罰ばつは、胎内への回帰にも通じる神話の思想を感じられた。

「じゃあ尚更、まだ健在のもう一体はどうするんです？　私ならすぐに戻れます。有効な対策があるのなら教えてください！」

「…………」

　問いかけには答えないままマッキは嘆息し、瓦が礫れきの上に腰を下ろした。粉塵にまみれて真っ白になったスーツには血ち糊のりがべっとりと付着している。隠しきれぬ疲労と後悔が、彼女に急に歳をとらせたように思えた。

　ビルの地上店舗を半なかば押しつぶし、どっかりと倒れ伏した獣の活動音は途絶えている。だが完全に息絶えているにもかかわらず、その死体が消失しない。

（実体化したまま……？　銃器が通用した理由はそれなの……？）

「マッキ……？　だいじょうぶかい」とボイジャー。

「気にするな。見た目はひどいが、たいした怪我じゃないんだ。ボイジャーこそ、飛べるようになったのか。すごいな」

「うん。まだ、エリセがおもいけどね」

　心配そうに労ねぎらう少年にマッキが微笑を返す。まるでサッカーのシュートが打てるようになった子供を褒ほめるように。

「───対策のことだが、今は古代オリエント学に詳しい連中に、確実に封殺する方法を探らせている。なんでもエジプトの『死者の書』に〝ワニを追い払う呪文〟だとか〝ふたたび死なないための呪文〟とかがあるらしい。望み薄な気はするが……」

「ここもサーヴァントたちが少ないですね」

「……ああ。それが最大の問題でな」




　───すると、相談する最中の私たちの頭上から場違いな声が届いた。

「衛生兵メディック！　衛生兵ーメディーック！　ホラ、最後の怪我人だぞ……私は肉体労働には向いてないんだったら……よいしょぉ！」

　見事な輝く翼を広げてふらふらと飛来した魔女が、逃げ遅れて負傷した店舗従業員をみずからハーネスで吊つり下さげて運んできた。そのまま待機していた医療スタッフへと受け渡す。そういえば飛べるサーヴァントがここにもいた。

「魔女キルケー？　あなたも幻獣の対応に駆り出されて？」

「なんだ、またきみかよエリセ。こうやって飛ぶのはマスターに負担をかけるんだけどさ、できる限り手伝ってあげて、と令呪込みで頼まれたら仕方が無いだろー？　まあ、すんでのところでうちの店も無事だったし。あと大魔女だぞ」

「搬送協力、ご苦労。助かった、キルケー」

　礼を口にするマッキと、魔女キルケーは互いに補いながら、状況を簡潔に説明してくれた。

　突如、市街に出現した幻獣アメミットは、複数寄せられた通報から呪物イミウトを媒介として顕現したものと判明した。

　周囲の人間とサーヴァントを手当たり次第に襲い、かぶりつき、そして飲み込んだ。

　魔術に対して強い抵抗力を持ち、投射される魔術も無効化してしまう。キルケーの魔術すらも意に介さなかったという。肉体への物理的な損傷を与えることは出来るが、その肉体をほぼ瞬間的に再生してしまう。

　もっとも最悪なことはサーヴァントへの被害だった。アメミットに接近したサーヴァントたちは、ただそれだけで霊体が腐敗し、あるいは燃え上がるという深刻な被害を被こうむった。まるで神罰であるかのごとく。

　マッキたちが倒した個体は、聖人として著名な格闘系のサーヴァントが応戦し、唯一突破口を開いた。その奮闘で武装隊員が集結する時間を稼ぐことが出来たのだという。そのサーヴァントも現界が難しくなるほどに消耗し、戦闘離脱を余儀なくされた。

　さらに魔女が饒じょう舌ぜつに語る。

「あの冥界の化け物は、あろうことか市民たちの心臓を貪って〝受じゅ肉にく〟してるんだよ！　サーヴァントたちの霊体も活動の燃料に変換されてる。放っておいたら、いずれはこの街の全市民とサーヴァントを食い尽くすまで蹂躙し尽くすぞ？」

「もしかして……もう一体もそのせいで、あれだけ大きく成長を？」

　マッキが無言で頷く。本当に悪夢のような怪物だ。

「ひじょーに遺憾だが!?　魔術も毒も効きめが薄いのであればだ、高性能の爆薬とかで吹き飛ばしてみるのはどうだい？　口の中にぽいと放り込んでさ」

「あのサイズに対応する爆薬では、爆風で一区画ブロックの表層が吹き飛ぶ。それにヒムロいわく、今いる場所は都市構造体の主要な柱が集中していて、連鎖崩壊を招きかねない」

「うあ……でも豆鉄砲で追い立てながら持久戦に持ち込んだって同じことだろう！　被害が広がるばっかりだ！　貪るばっかりで頭はひどく悪そうな怪物だが、そんなに都合よく動いてくれるもんか」

「それは……仰おっしゃる通り。最悪、角筈を棄てる必要がありそうだ。大たい火かの延焼をふせぐ江戸時代の破壊消防みたいにな。今は避難を優先させてる」

「すてるぅ!?　やめろぉー！　私たちの店が！」

　魔女は摑みかからんばかりだが、マッキも苦渋の決断を求められている。

　戦争難民のマッキも、キルケーのマスターにしても、自分たちが暮らしていた場所を奪われてようやく安住の地を得たのに、またそれを失おうとしているのだから。

「……そうです、その場しのぎじゃだめだ。街が守れないんじゃ意味が無い！」

　ずっと勝手を通してきた私には大義も正義もありはしない。ただの感傷だけれど、それでも言わずにはいられなかった。

「───出現の原因が呪物のイミウトなら、これが最後とは限らない。また現れるかもしれない！　今倒さないと！　私たちがこんな怪物には負けないってはっきり見せないと、敵を諦めさせることが出来ない！」

　マッキは動じず私を見返す。

「……何か方法があるか？」

「魔術や、聖骸布が通用しなくても……私の〝枝〟ならあいつを拘束できるはず。短時間であれば」

「マジで？　じゃあ、そこへいい感じに威力を調整した爆弾を全身に突き刺してさ───」とキルケー。

「それって、エリセもしんじゃうね。いいのかい」

　弱り顔でボイジャーがつぶやく。魔女は腕組みして、犠牲と成果を秤はかりにかけるような思案顔をしているが冗談じゃない。そんなカミカゼ戦法は願い下げだ。

「よくないし、死なないよ。マッキさん、瞬間硬化性の合成樹脂とか無いんですか？」

「あるにはあるが、そういう戦前の遺物は、もう大量には集められないんだ。せいぜい足を固める程度だろう。先ほどの戦いでは片足がちぎれてもすぐに再生していた。超硬ワイヤも嚙かみ切きられてしまって役立たずだ。《多摩》の基地から対大型獣の装備を移送するだけの時間も無い」

「まったくたちの悪い……だったら拘束後にあの巨きょ軀くの全身に一気に物理的なダメージを与える必要があるわけだ……」

（ワイヤを嚙み切る……つまり見た目よりも密度があって重いんだ……）

　ふと、アイデアが浮かんだ。あまりにシンプルで口に出すのも気後れするほどの素朴なプランだ。

　鍵となるのはボイジャーだ。彼の意志を窺おうと隣りを見やると、

「それ、いいね。やってみよう、エリセ」

「……え？」

　私は何も口には出さなかったのに、ボイジャーは私の考えを察して微笑んだ。

　マッキは刻々と変動する集中インフォ情報図グラフィックに目を通しながら告げた。

「避難完了まで、まだ少しだが時間は残されてる。出来るならあがいてみろ。おまえも夜警ナイトウォッチの端くれだ」

「……はい」

　その言葉が激励のエールに過ぎなくても私は嬉しかった。

　さらにマッキは医療チームの装備から機材一式を持ち出すと、どさりと魔女に押しつけた。

「キルケー。せっかくだからもう一働き頼む。ライフセンサーと無線カメラを持って飛び回ってくれ。建物の倒壊で、監視の目が減少してヒムロが困ってる。ほとんどはサーヴァントと一緒に避難してるが、まだ要救助者がいるかもしれない」

「うえぇーしょうがないな。アイ・イン・ザ・スカイの役なんて、クオンジの使い魔にやらせろよ。令呪がなきゃ絶対断ってるぞー！」




　再びボイジャーと手をつなぎ、私は空中へと浮かび上がった。

　マッキが一瞬ためらう様子を見せつつも、私を呼び止めて言った。

「……たった今、スノウ医師からの通報があった。新しいイミウトの発見現場にあいつらしき男がいたそうだ」

「…………まさか……朽目ですか？」

　そんな直感は外れてくれと切望した。けれど、マッキは神妙に頷いた。ぞくりと悪寒が走る。あまりにもタイミングが悪すぎる。

「イミウトは破壊し無効化したが、男は姿を消した。オレはそっちへ向かってみる」

「……気をつけて……」

「心配ないさ。聖こ骸い布つだってある。おまえこそ気をつけろよ、エリセ」

　去り際に、眼下で小さくなっていくマッキが、袖から繰り出した緋色の布を掌てのひらのように振ってみせた。
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　───再び、先ほどのアメミットのもとへと飛び戻る。

　荒ぶる巨獣は貪るべき心臓を求めて、さらに街の傷口を広げていた。獲物の存在を敏感に感じ取り、避難の遅れている地域へと足を速める。

　主戦力となるサーヴァントたちが接近できず、本来なら効果絶大な攻撃性の呪具の大半も逆効果とあって、武装隊員の負傷者も増加している。

　対するアメミットは、ダメージをものともせず、先ほどよりも回復速度が早まっている。大型の狙撃銃や、戦時の遺物である対装甲ドローン用の光学誘導弾がかろうじて功を奏していた。

　抗戦する隊員の中には数名の顔見知りも含まれていた。彼らのもとで状況を聞き取り、これから私の行うプランを説明し、支援を要請する。

　とても幸いなことに、私の〝夜警〟の資格は期限付きで復活していた。マッキがヒムロに手をまわしてくれたらしい。




　隊員の中には、私を真鶴チトセの関係者と知り〝コード・クリムゾン〟の発令を訴えるものが少なからずいた。最強のサーヴァント、聖ロンギヌスの槍であれば、と望みをかける者たちがいた。

　……かく言う私も、心のどこかでそれを望んでいるのは否定できない。いまだ不動の態度を取り続けるチトセを心底恨んでもいた。けれどもこの場所では私情を捨てて、あえて彼らを説得しなければならなかった。

　この巨獣の出現と街の蹂躙が陽動でないとは言い切れない。ただの始まりに過ぎないのかもしれない。しかも真なる敵自身は依然として姿を隠したままでいる。であれば、今ここで安易に聖痕スティグマータを頼ってしまえば、いずれ最後の切り札を失うことになりかねない。あなたがたこそが、この街の守りとなる真の紅あかき盾なのだから───と。

　短時間の激しい交渉を経て、彼らは半信半疑ながらも、状況を打開しようとする私の意志を認め、協力の許しを得ることが出来た。




　───私は単身、アメミットの眼前に立った。

　見上げる巨体から放たれる咆吼が、鼓膜と肺を破壊的に揺さぶる。

　巨獣から必ず一定の距離を取るようにボイジャーに指示する。彼はアメミットに接近できない。おそらく他のサーヴァントと同様に霊体を侵蝕されてしまう。そうなっては私の目もく論ろ見みも水の泡だ。

　武装隊員たちもまた周囲を取り囲み、銃を構えた。その目的は威嚇と誘導だ。

　修羅場に満ちる濃密な死の匂いに、いつになく邪霊たちは興奮していた。もはや私はその底知れぬ邪悪を抑えずに解放する。霊障の黒い粘液が全身から溢あふれ、地面に黒い円を描いて拡がっていく。




　アメミットは立ちはだかる私を、苛立たしげに振り払った。

　唸りしなる長柄の〝戦斧ハルバード〟を成形し、その厚い皮膚を切り刻む。

　確かに手応えはあり、鮮血を飛び散らせることすら出来た。だが、霊体のサーヴァントを相手にするようにはいかない。受肉し実体となった幻獣は、私の〝枝〟の吸収の魔力にも拮抗し、瞬く間に再生してしまう。───だがそれは予想通りだ。

　爬虫類の眼球に魔弾フライシュッツを叩たたき込こみたい衝動に駆られるがどうにか堪こらえる。マッキたちの分析が確かなら無意味なばかりか、超再生のための魔力を与えてしまうだけだ。

（弱点が無い……でもそれが、幻獣としてのおまえの限界だ！）

　そうして私は周囲を駆け回り、斬撃を繰り返してアメミットを惹ひきつけながら、二車線の狭い路地へと巨獣を誘い込んだ。

　その巨体が仇となり立ち往生する。が、ものの数秒で、この怪物は周囲の建物を破壊し移動を再開してしまう。

　壁面を蹴り空中高くへ跳躍した私は、いまや自分自身の質量よりもはるかに膨れ上がった〝枝〟の塊をアメミットに向けて弧を描きながら投射した。

「魔王エルケーニッヒ───〝投網レーテ〟!!」

　───それは〝枝〟で編んだ、獲物を覆い尽くす大きく強きょう靱じんな網あみだ。

　古代ローマの闘技場には、〝投網剣闘士レティアリウス〟と呼ばれる、漁師の投と網あみと三叉槍トライデントを武器とする剣闘士がおり、人気を博したとルキウスから聞かされた時は私はおかしくて笑ったものだ。魚類のかぶり物をした対戦者と戦わされる命がけのコメディアン。この剣闘士は通常は兜かぶとを被ることも許されなかった。その悪戦苦闘ぶりをぞんぶんに観衆に披露しなくてはならなかったからだ。今の私にはとてもふさわしい。

「───釣り上げたフィッシュ！　ボイジャー！」

　彼の名を叫び、空へと片腕を振り上げる。

　急降下した彼が、私の手をはっしと摑み取った。たちまち心地よい浮遊感が身に行き渡る。空に向かって涙るい滴てき型がたに伸びきった〝投網〟の先端で私は、かろうじてアメミットとの距離を取り浮かんでいる。

　そして私は二度目の願いを、彼へと託す。





『令呪を以もって命じる───全力で上昇せよ！』






「りょうかいコピー、エリセ───じゃあ、いくよリフト・オフ！　ふるすらすと！」

　漲みなぎる魔力が魔術回路を焼き切らんばかりに駆け巡る。

　…………そして、静かに、あっけなくアメミットの足先は地面を離れた。

　地上の隊員たちの歓声が遠ざかっていく。

　───私の計画とは、怪物をなるべく高くまで持ち上げて、落とす。ただそれだけだ。

　もし吊つり上あげる〝枝〟の荷重が一点に集中していたら、私の四肢は簡単にちぎれ落ちてしまっただろう。だが、飛翔の浮力はボイジャー自身と、彼に触れている私の全身にくまなく発生していた。邪霊の〝枝〟もまた、穢れた私の血液、肉体の一部だ。

　いまや私に出来ることは、ただひたすらに殺意を駆り立て、膨大な体積となった〝枝〟を維持することだ。〝投網〟の中で無む茶ちゃ苦く茶ちゃに暴れまわり、嚙みちぎり脱しようとする巨獣の抵抗よりも素早く〝投網〟を再生し続けることだ。

　だが、その私の殺意の余波は、ボイジャーをもまた苦しめる。彼の全身にまで禍まが々まがしく絡みついた〝枝〟は、令呪を投じた守護にもかかわらず、彼の肉を削りじりじりと魔法光の粒子として霧散させつつある。

　加速の重圧に加えて、叩きつける気流に翻弄されながら私は声を絞り出して尋ねる。

「ボイ……ジャー……この出力をどれだけ保もたせられる……？」

「……あと、ひゃくにじゅうびょう」

「……オーケー……上出来っ」

　礼装アプリの簡易計算によれば、空気抵抗を考慮した最低の目標は高度三千メートル。どうにかそこまで至れば、地表との衝突時、アメミットの全身には銃弾を受けたのに等しい衝撃が加わることになる。なんらかの方法で落下速度を速められれば、さらに威力はあがる。




　───私と彼はかたく抱き合い、ただ一身に天空を目指して上昇を続ける。

　聖杯が彼を戦争へと招き、神話と人類史に連なる英霊の末席として探査機ボイジャーの召喚を許したのならば───。

　彼という存在には、神代の神秘と並びたつことはかなわずとも、人類の誇るべき偉業としての威信が備わっているのだと私は願う。

　そう、だから私は彼のまほうを───夢物語を現実へとたぐり寄せた技術を信じる。彼に託された夢が、英雄たちの威光と比べてなんら遜そん色しょくするものではないと信じる。

　彼を宇宙空間の惑星軌道へと届けたロケットは、本来ならば海を越えた敵地へ核弾頭を運ぶための強力なモーターだった。悪意と科学技術の結晶たる核ミサイルだ。

　戦闘機と同じ軽量の合金も、偵察のためのセンサーもすべてそういった戦争の競争と犠牲の上に成り立った、血塗られた成果でボイジャーは造られている。そんな彼が、ただ穢れ無き無む垢くなる象徴であろうものか。

　けれど───プロメテウスから与えられた火が、我々を戦争に駆り立てたんじゃない。常にその逆だったのだから。争いを求めた罪はいつも私たち人間にあったのだから。

　私はもう、その罪を否定はしない。彼に触れることを怖がらない。

　私のこの忌まわしき力が、私の生まれた街を守るために活かせるのなら、傷つけあっても未来を目指せるのなら───私は彼と共に歩み、いつかはその夢に触れてみたい。




　そして彼は〝枝〟の侵蝕にも耐えながらやり通した。

　私の胸元で汗にまみれ、荒い息を吐く彼を抱きしめる。

　予定した高度に達した私たちは、慎重にアメミットとの距離を維持し続けながら、ゆるやかに減速する。

「うみへ、おとすの……かい？」

　すこしむせながらボイジャーが尋ねる。このまま自然の落下を待てば、大きく風に流され望まずともそうなるだろう。けれど───。

「いいや。これ以上、海を汚したくはなくってさ……ボイジャーだって、イヤでしょ。それにちゃんと殺さなきゃね。だから墜落の被害を最低限に抑えられて、死骸を確認できる場所に───落とすよ」

　垂直の弾道飛行を続けながら、私はそっとボイジャーを押し出して離れた。

　そして網となって巨獣を包み込んでいた〝枝〟をすべて引き戻す。

「魔王エルケーニッヒ───〝剪刀シザース〟」

　両脚にそれぞれ〝枝〟を巻き付かせ、その先端を幅広の刃として延ばす。

　私の意図を明瞭に汲くんだ彼は、再び私の手を取ってさらに急上昇する。そして伸身宙返りの後に急降下へと移る。十分な加速を受けた私は、後方にボイジャーを残して矢となって突撃する。

「はああああっ───!!」

　軌道の頂点で静止し、ついに落下を始めたアメミットの眉間に刃の蹴りを叩き込む。残るありったけの魔力を質量増大の魔術に注ぎ込んだ一撃。

「ふっ───」

　さらに片足の刃を軸としてフィギュアスケーターのごとく旋回し、獅子の鬣たてがみを根こそぎ切り払った。これでぐっと風の影響を受けにくくなる。鬣たてがみもすぐに再生してしまうだろうが、どのみちあと二十五秒間の自由落下で地表へと達する。

　しぶとく抵抗するアメミットの獅子の前肢が私を襲い、はじき飛ばす。が、それもまた〝枝〟を盾代わりにかろうじて防いだ。

「……あれは……？」

　降下しながら私は落下の軌道修正を続けるつもりだった。

　が、そう思っていた矢先に、眼下から次々と飛来するものがあった。

　それは都市の防空の務めを任された使い魔たちだった。昨夜にも夜空で遭遇した小動物だ。鳩、梟ふくろう、鴉からす、駒鳥、海鳥、蝙蝠こうもり。見たことも無いほど多くの使い魔たち。いずれ有志の魔術師が送りつけたのだろう。

　大量の使い魔たちは急降下しながらアメミットを取り囲み、自殺的攻撃を仕掛ける。そうして敵の視界を奪いながら、微妙な軌道修正を行っていく。

　木の葉のように舞う私たちよりも、巨獣は早く無慈悲に加速し、使い魔たちと共にぐんぐんと遠ざかっていく。

　───そうして《新宿》の西端めがけて、淀橋ブロックの倉庫が立ち並ぶ防災区画へと微少な点と化して吸い込まれていった。
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《新宿》上空の気流に流され、落下を続けながら、私は当局への報告の通信を試みる。

　なかなか成功しない。混乱しているのだろうか。

（とにかく……やれることはやった……）

　大空に身をあずけて弛し緩かんさせる。

　目前で大きな獲物を取り逃した邪霊たちが、不満と餓えの呪いを吐きながら、散ちり散ぢりに薄れ消えていく。今夜には私の身を苛さいなむ深刻な反動があるだろうけれど、それだけの酷使をさせてしまったのだから仕方ない。




　───深く息を吐くと、無我夢中で上昇していた時には目に入らなかったものが見えてきた。

　それは海上に咲くモザイク市の街々だった。私たち人類文明の、おそらくは最後の砦とりでが。

　眼下には大きな珊瑚のように拡がる《新宿》がある。

　ただようわた雲の向こうには複雑に坂道の折り重なる積み木細工のような《渋谷》が覗のぞく。

　灰色の海上を伸びていく鉄路の先には、モニュメントバレーの岩山ビュートにも似た見慣れた《秋葉原》の輝くビル群が見えた。

　反対の方角の遠方には、上昇した海面の及ばなかった武蔵むさし野のの台地が見えた。深い緑に包まれた丘陵に、団地らしき白い建物が連なる《多摩》がかすかにわかる。

　そして───。

「……あれが……冥府《東京》……」

　こうやって空を飛ぶ鳥の視点から見れば《秋葉原》からも遠くはない。私は折々にあの街の輪郭を目にしていたに違いないのに、何も印象に残っていない。

　局所的に暗雲が垂れ込め、街の全貌は判然としない。ただ神の拳を喰らったかのように、ねじ曲がりひしゃげた鉄骨製の尖せん塔とうが垣間見え、無惨な姿を晒さらしていた。

「なんだろ……立派な塔だったろうに……あんな姿になってしまって……」

　呆然と見詰めていた私の眼前に、少年がスカイダイバーのように滑り寄った。

「……エリセ!?　とばなきゃ！　ぼくたち、おちているよ！」

「ふぇっ……？」

　確かに彼の手を握っても浮力が戻らない。

　重量を軽減する魔術も使えず、近隣の使い魔の注意を引くだけの魔力も残っていないことに気づく。アメミットを倒すためにやり過ぎてしまったらしい。

「……うちあげ、しっぱいかい？」

　風にあおられながら、心配そうに彼が眉をひそめる。

「ごめん、ちょっと待って───なんとかなりそうだから」

　私はコハルから預かった金の腕輪トルクを取り出す。案の定、腕輪には私にも使いやすい形態での魔力が溜められていた。落としてしまわないように慎重に手首にはめる。

　すると途端にボイジャーの飛翔能力も回復する。私たちは紙飛行機のようにゆっくりと滑空していく。

「ふう、よかった……きみ、がんばったね」

「……ボイジャーもね」

　指を絡めた手には、中央の一画を残すばかりとなってしまった令呪があった。
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　同時に通信も回復したようだった。

　魔術回線での着信がある。相手はマッキだった。が、様子がおかしい。映像も無い。

「───マッキさん？　地上の様子は……」

『エリセか。映像は……届いてないか───』

　ひどく不明瞭な音声だった。基本的には距離を問題としない魔術回線にしては異常だ。空に張られた街の結界が作用しているのかと思ったがそれも違う。

『森の中にいるんだ。閉じ込められた』

「森に……？　《新宿》で？」

『オレも街から出たつもりは無いんだが……あいつを追いかけていたら、いつのまにか迷い込んでた。迷路みたいなところだ』

　まさか〝固こ有ゆう結けっ界かい〟……？　だとしてもマッキが易々と踏み込んでしまう愚ぐを犯すだろうか。

『───ヒムロにもチトセさんにも通信を試みたが、どうやら敵さんに都合の悪い話をすると自動的に排除されるらしい。ちょっと参っててさ。だから……これは単なる雑談だ』

「そんな……っ……」

　事態を打開できるような策はないか、何者が彼女をそんな罠に送り込んだのか、数々の問いが喉元まで出かけるが、はっとして口をつぐむ。唯一彼女につながっているこの接続を、切ってはいけない……！

『たぶん《新宿》の何処かなんだろうけどな。すがすがしくて、憎らしいぐらい綺き麗れいな場所だよ。池がきらきらしてる』

　気き遣づかわしげなボイジャーと顔を見合わせながら、私は必死に頭をめぐらせる。

　移動しているのではなく、どこかに留まって話している。ただそのマッキの声に力が無い。まるでうわごとのように感じられた。

『そうそう……こないだのことだが。オレは白状すると、嬉しかったんだ。私に時間をくれと言った時だ。おまえが友達を気遣うなんてな』

「……カリンの話？」

『ああ……うん。そうだ。はは、あのうるさい子だ。……泣きも笑いもしない、いつも血まみれの人形だったあの小さなエリセが、成長したなあって……感激したよ。……なあ、友だちはさ、大切にしろ。私は守れなかったんだ。誰も……』

「マッキさん……怪我をしてるでしょう？　変な感じだよ？」

　核心に触れそうな言葉ながらも、私はたまらず尋ねてしまった。

　映像が無くとも予想がつく。早い呼吸。鈍い反応。出血性のショック症状にありながら、薬物か魔術で無理矢理に意識を保っている状態だ。

『……まあ、ちょっとやられた。痛みはそうでもない。おまえは無事みたいでよかった』

　調律の狂った楽器のように声の高低がぶれる。腕輪トルクに手を添えて、どうにか通信の精度を高めようとするが、ほとんど効果が感じられない。眼下の街に、森林に変質しているような場所があればと目視で必死に探るが、何も見つけられない。

　ボイジャーの指を握りしめながら、私は恐怖に震える。

「マッキさん。《東京》を見たよ……空から。でもまだ何も、思い出せない」

『───そうか……もう教えてやらないと、な、エリセ……お人形じゃないんだもの』

　浅い息で、躊躇いながらも彼女は語り出す。

『……おまえから《東京》の記憶を奪ったのは、チトセでも、黒い犬でもない。宇津見だ。おまえの父親が〝レテの河の水〟をおまえに飲ませたんだ。ひどいやつさ、まったく。……ああ、ごめんな。オレはやっぱり思い出してほしくない。どうしても知りたければ、チトセかルキウスに聞け。だが尋ねれば、その時は本当におまえの敵になる……』

「マッキさん……逃げられるなら、逃げてください！　マッキさん!?」

『……ただ、だとしても、一つだけ伝えておきたいことがある。おまえがモザイク市の外へ出られないのは……おまえが、宇津見とナミの娘だからだ。おまえが人間の父親と、サーヴァントの母親を持つ、奇跡だからだ。……それでもおまえは人間だ。人間なんだ。オレが保証する』

（……！）

　私が、なんだって……？　私が……人間と……サーヴァントの……？

『それを承知でフユキを目指すなら、行けエリセ。やってみせろ』

　私は何度も彼女に向かって呼びかけを続けるが、それは徒と労ろうに終わった。高低の乱れた彼女の声だけが、一方的にこちらに届く。

『───エリセ……エリセ……？　だめだ、通信がいかれた。くそっ、またか───』

　声はさらに遠ざかる。どれだけ音量を上げても風切り音にかき消されてしまいそうだ。

　もはや彼女の独り言だけが途切れ途切れに届けられる。いっそ聞こえなければと、私は唇を嚙みしめる。

『……もう駄目かな……あぁ～～やっぱり痛い……痛い……痛いよ……。ねえ、ひと思いにどうにかしてくれない？』

（…………？）

　誰かに話しかけている。彼女の身近にいる何者かに。




『……ほう。しかしでござるな、由ゆ紀き香か殿どの───』

　彼女の間近から、時代がかった口調の男性の声が届いた。

（……マッキの……サーヴァントの声……？）

　男性は私の知らない名前を呼びながら、場にそぐわぬゆったりとした調子で言葉を続ける。

『───この歪いびつにねじれきった空間を、斬り開いてはならぬ道理もありますまい。思わぬ活路が開けるやもしれぬ』

『ハァ……津つ田ださんさぁ……いつも戯ざれ言ごとに聞こえないんだよ。津田さんの冗談は……。生きておれば善よいこともあるなんて……。おかげで私……独りぼっちで、こんなところまで来ちゃったじゃない……』

　かすかに笑うような、むせぶような彼女の吐と露ろを耳にしながら、私はただ両手で顔を覆い震え泣くことしかできない。

『……由紀香殿の物好きに付き合いながらの、長ながの東とう西ざい行あん脚ぎゃも、おもむき深いものであったがな。斯か様ような旅は、一介の世捨て人には、なかなか為なせるものではござらん』

『ふふっ……言ってくれるなぁ……このお侍さむらいさんは……』





＊






　───その空中での会話が、エージェント・マッキとの最後の交信となった。




　私が地上に戻ってから数時間後、都市管理ＡＩカレン・ヒムロから連絡があり、私は直接に呼び出された。

　歌舞伎座近くの薄汚れた路地で〝聖骸布〟が発見されたのだ。

















　聖骸布はまだ新しい血痕を残していた。その内部には、女性の手首が内包されていた。鋭利に切断された、令呪を完全に消費しきった手首が。

　その手には何か小さな物体が握りしめられていると判明したが、聖骸布は手首ごと周囲の構造物に十字型に巻き付いたまま離れようとせず、ヒムロにもほどくことはできなかった。

　呼び出された私が、わずかに露出した冷たい指先に触れると、緋色の布ははらりと自由を取り戻した。

　緩ゆるみ、開かれた掌てのひらの内には、一個の記録メディアが握られていた。
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